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プロローグ







　焼き尽つくさなければならない。

　眼前の光景を前に、十六歳さいの女騎き士しフェリマ・ソーレインはそう考えた。

　フェリマが仇かたきのように睨にらむ対象は人の足にして五十歩四方の広さを持つ拓ひらけた土地。

　お世辞にも肥えているとは言えない土を突つき破やぶって生えているのはバスカという植物だった。茎くきも葉も、花びらに至るまでも茶色というこの植物は、ここティゴザの寒さにも負けることなく育つ。

　眼前のバスカは兵士の隊列の如く、列を成して生えている。

　人の手が加わらなければもっと無造作に生えるはずなので、ここに生えているバスカは何者かの手によって育てられているのだと理解できる。

　フェリマにとって実に腹立たしい光景だった。義ぎ憤ふんで歯を噛かみしめる。

　バスカはかつて王都に害をもたらした麻ま薬やくの原材料なのだ。

「全すべて燃やしてやる」

　フェリマは覚かく悟ごを言葉にする。

　内なる怒いかりを言葉にして吐はき出ださなくては、怒りが体の中で暴れてしまう。

　火打石の持ち合わせはなかったが、自分にはそもそも必要のないものだ。

　息を吐きながらフェリマは腰こしに携たずさえていた剣けんを鞘さやから抜ぬき放つ。

　今は夜。不気味なほどに輝かがやく満月の光は月下の剣に注がれた。

「炎ほのおと浄じよう化かの精せい霊れいウスマよ、我に力を」

　指が宙をしなやかに動き、色づいた唇くちびるは言葉を紡つむぐ。すると冷たく光る刀身が明るい炎に包つつみこまれた。

　夜よ闇やみは橙だいだい色いろの炎で照らされ、バスカはその光を怖こわがるようにザワザワ揺ゆれる。

　フェリマは剣に宿った精霊の炎をゆっくりとバスカに近づける。

　このバスカに火がつけば他のバスカにも燃え移る。たった一つの火が、この許されざる植物全てを真っ白な灰に変えてしまうはずだ。

　フェリマの剣はバスカとの距きよ離りを縮めていく。

　しかし――

「やめなさい」

　突とつ然ぜん耳じ朶だを打った玲れい瓏ろうな声にフェリマの切っ先が止められる。

　声のした方を見れば、そこには一人の少女が佇たたずんでいた。

　歳のほどは十五くらいだろうか。闇やみ夜よに溶とけ込む漆しつ黒こくのローブに黒い靴くつ。腰まで届いた長い髪かみまで全て黒い。闇を人型にくり貫ぬいたような不気味な出いで立たちは、見る者に不安と警けい戒かい心しんを抱いだかせる。

　だがその肌はだはきめ細やかな白。そして目は紅の混じった琥こ珀はく色いろ。その不思議な色合いは気を抜けば引き込まれてしまいそうだった。

　美しい、という言葉は彼かの女じよのためにある。そう説かれても納なつ得とくしてしまいそうな美び貌ぼうが微笑ほほえみかけてくる。気配も感じさせずに現れた少女にフェリマが困こん惑わくする中、少女はさも歌うかのように言葉を発した。

「貴女あなたは一体誰だれかしら？　白銀の鎧よろいを身に纏まとい、鋼の剣には薔ば薇ら文もん様よう。もしかして貴女は騎き士し団だん員いん？」

　一いち陣じんの風が吹ふき抜けた。フェリマの金きん髪ぱつが夜闇に流れる。

「私はロレルカトル騎士団所属のフェリマ・ソーレイン。王都より来た者だ」

「ロレルカトル騎士団は王を敵から守る楯たて、王の敵を討うつ剣。こんな辺へん鄙ぴな北の町に用があるとは思えないのだけれど？」

「戯たわ言ごとを」

　フェリマは苦々しく言葉を吐き捨すてた。

「掟おきてで禁じられた植物バスカを作っている町があると聞けば赴おもむかない道理はない。そしてバスカを見つけてしまえば焼かない道理はどこにもない」

　かつてバスカから作られた麻薬が王都の住民に広がり被ひ害がいを出したことがあり、バスカは王の名において厳しく取とり締しまられている。販はん売ばいや保管、まして栽さい培ばいなど許されることではない。

　そんな禁じられた植物をとある極北の町が秘ひ密みつ裏りに栽培しているという噂うわさがフェリマをこの地まで走らせたのだ。そして噂は真実だった。

「そう。貴女はバスカを取り締まるためにここに来たのね？」

「そうだ。どうやらお前はこの町の秘密について知っているようだな？　大人しく喋しやべってもらおうか」

　剣の炎が示し威いのために激しさを増す。だが、漆黒の少女の笑えみは消えない。

「秘密？　勿もち論ろん知っているわ。例えばその噂を流したのは他でもない私だとか」

「何？」

　フェリマは狼狽うろたえた。様子からするに漆黒の少女はティゴザの関係者のようだ。ならば彼女はどうして町が不利になるような秘密を流したのだろう。

「この町の罪の重さに耐たえきれず内部から告発したということか？　ならば騎士団として保護できるが」

「ありがとう。でも保護してもらう必要はないの。私の目的は、噂につられてやってきた騎士団員を手て駒ごまにすることだから」

　手駒、という言葉の不ふ穏おんな含ふくみが妙みような不安を呼び起こす。

「そして私の目的は遂とげられたわ。貴女みたいな可愛かわいい女の子が、それも一人で来てくれるって嬉うれしい誤算。ここは神様に見捨てられたような不毛の地だけど、久しぶりに神様に感謝したい気分ね」

　その瞳ひとみが値ね踏ぶみするかのようにフェリマを見ている。蜘く蛛もの巣ばりに体にまとわりつくその視線がフェリマは癇かんに障さわった。少女の言葉の意味が分からないのも面おも白しろくない。

「これ以上の無む駄だ話ばなしには付き合えない。要点だけ聞く。まずお前は誰だ？」

「私かしら？」

　甘あまい声を発する少女は指を伸のばし宙に動かす。指の軌き跡せきが宙に幾き何か学がく的てきな文様を描えがく。

「この攻こう撃げきに耐えられたら教えてあげるわ」

　フェリマの第六感がざわめいた。常人よりは早い気付きだったと言えるだろう。反応は少女の行動を止めるにはやや遅おそかったが、攻撃に対応するには十分な早さだ。

　そして発光する文様から氷の礫つぶてが飛来した。

（氷の魔ま法ほうだな！）

　見破るのは難しくなかった。氷の礫は強い魔ま力りよくを帯びていたために、魔法に覚えのある者ならこれが魔法だと考えるまでもなく感じ取れる。

　迫せまりくる氷の速度は速く、回かい避ひは間に合わない。一いつ瞬しゆんの目視でそれを悟さとったフェリマは燃える剣を氷へ向ける。魔力から生成されたこの炎ならば魔法を相そう殺さいすることが可能だ。

「消えろっ！」

　フェリマが剣を振ふるった。迫りくる氷の礫が剣の炎に触ふれて蒸発する。

　その時に発生した蒸気がフェリマの視界を塞ふさいだ。人間の知覚の大半を占しめる視力を封ふうじられることは戦いにおいてかなり危険な状じよう況きようだが、フェリマは取り乱さない。

（攻撃にしては氷の大きさが小さい。これは私にあえて迎げい撃げきさせることで視界を塞ぐことが目的。ならば相手の次の手は……）

　フェリマは相手へ真まっ直すぐ向けていた剣をやや角度をつけて構え直す。その直後に蒸気の帳とばりを突き破って、短槍ほどの長さの氷ひよう柱ちゆうがフェリマへと飛んできた。

（一発目よりも強く速い攻撃での二段構え！）

　フェリマは魔力を流し込んで剣の火勢を強め、氷柱に剣をぶつけた。熱で表面を溶かされた氷柱は絶ぜつ妙みように角度をつけられた剣の腹に沿って滑すべり、飛来した勢いのままにフェリマの後方へと飛んでいく。

　周囲を見れば氷柱の飛来によって蒸気の帳は霧む消しようしていた。それだけ氷柱の勢いが強かったということだ。あれを莫ば迦か正しよう直じきに剣で受け止めていたら、その勢いに負けて吹き飛とばされていただろう。

「受けるのではなく、受け流したのね」

　再び良好になった視界の先で、漆黒の少女の瞳が見開かれているのが見えた。

「私が次にどんな攻撃を出すのか予想していなければ受けることはできても受け流すことはできないわ。貴女、やるじゃない」

「隙すきを作るというのは戦いにおける基本だ。その基本が分かっていれば相手がどんな攻撃を仕し掛かけてくるのかはある程度予想できる」

　少女は舐なめるようにフェリマを見つめる。

「あの速度の氷柱を受け流せるなんて、剣の腕うでは上々ね。接近戦だと私に勝ち目は無いかしら。対して魔力の扱あつかいは上手じゃないわね。その程度の炎を生み出すのに随ずい分ぶんと余計な魔力をつぎ込んでいるじゃない。だけど鍛たん錬れんを怠おこたっているわけでは無さそうだし、魔力を上手に使えない理由でもあるのかしら……？」

「私のことなどどうでもいいだろう」

「あら、そんなことはないわ。だってあなたはこれから私のものになるのだから」

　漆黒の少女はローブから一冊の本を取り出した。普ふ通つうに考えれば戦せん闘とうに本など似つかわしくない。だが、魔法に通じた者はその本が強大な力を秘ひめたものだと理解できる。

　少女は笑いながら本に魔力を込めた。危機感が体の中で膨ふくれ上あがる。

「攻撃を防いだご褒ほう美びに私が何者か教えてあげるわ。私は――貴女のご主人様よ」

　少女が妙な言葉を告げた瞬しゆん間かん、本から夜闇よりもなお暗い闇が生まれた。

　闇は宙に躍おどり上がり、そのままフェリマへと襲おそいかかる。

　フェリマは炎えん剣けんを闇へと突き刺さした。闇を敵と定めた炎はその威い力りよくを増して、迫りくる闇を押おしとどめる。

　しかしそれだけだった。闇は消しよう滅めつすることもなければ押し返かえされることもなく炎に圧力をかけ続ける。

（押し負ける！）

　少しずつ、だが確実に闇が迫ってくるのを目にしたフェリマの心に焦しよう燥そうが満ちる。

　咄とつ嗟さにフェリマは刀身に宿っていた炎に自身の魔力を急激に送り込んだ。魔力を突とつ然ぜん供給された炎は安定性を失い爆ばく発はつする。これによりフェリマは大きく後ろに吹き飛ばされたが、結果として生まれた間合いはフェリマが闇に呑のみこまれるまでに多少の時間を作ってくれた。

　この時間を逃のがす手は無い。フェリマは吹き飛ばされた際に出来た傷の痛みを耐えながら魔法を使うために自身の魔力を練り上げつつ、指で宙に文様を描く。

　魔力と儀ぎ式しき。魔法を使うためにはこの二つが不可欠だ。

　フェリマの指先は儀式の中でも最も一いつ般ぱん的てきなもの――魔ま方ほう陣じんを描いている。複雑な指の動きが宙に魔ま方ほう陣じんを作り上げ、そこに魔力が加わることで条件は整った。

「穢けがれを清める清せい廉れんの焔ほむら――『烏枢沙魔ブレイズバード』！」

　フェリマは剣に魔力を込めて投とう擲てきした。切っ先をぶらさず一直線に闇に向かう刀身が焔を帯びて、その炎は巨きよ大だいな鳥の形になる。

　この技わざこそフェリマが隠かくし持もつ殺し札ジヨーカーだ。自分の魔力を全て注ぎ込んで放つこの技の威力は、王都で最強の騎士と名高い騎士団長の認めるところでもある。

　この技なら絶対に負けない。フェリマはそう確信していた。

「燃えろぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　フェリマが叫さけぶのと同時、闇と火か炎えんの鳥が激げき突とつした。朱あけ色いろの鳥は闇を切きり裂さき、切り裂かれた闇は薄うすれ夜闇へと溶けていく。

　だが、闇がまだ半分も消えていないのに火勢が衰おとろえた。

「そんな、私の全力が!?」

　フェリマは一気に窮きゆう地ちへと押しやられた。対して漆黒の少女はフェリマの驚きよう愕がくの表情を愛いとおしげに眺ながめている。少女の表情には戦っているという意識はまるで無く、面白い演劇を眺めているかのような姿だった。

　間もなく火炎の鳥は闇に完全に食い尽くされ、勢い衰えぬ闇は魔力を切らしたフェリマへと襲しゆう来らいする。

　逃にげる暇いとまなど無かった。体中を闇に覆おおい尽くされてフェリマは悲鳴を上げる。

　その悲鳴も、そして彼女の意識すらも闇は呑み込もうとしていた。

　体の感覚が奪うばわれていく。剣を握にぎる手も覚おぼ束つかなくなっていく。

（やられた……）

　薄れゆく意識の中でフェリマは呻うめいた。

　そして手から剣が離はなれると同時、フェリマは意識も手放した。







一章　騎士、北へ







　広大なる大陸『イリュージア』には様々な国が存在する。圧あつ倒とう的てきな国土を誇ほこる文字通りの大国があれば、面積は狭きよう小しようながらも資源に恵めぐまれた国などもあり、幾いくつもの国が領有権を主張する地があれば、誰だれ一人ひとりとして領有権を主張しない未開の地もある。

　その大陸の東部にボトキア王国はある。ここはフェリマが剣と忠誠を捧ささげる国で、王都グレモリスは王国のちょうど中心部にあった。

　王はこのグレモリスより政治を執とり行おこない、その王を守護し敵を排はい除じよするはロレルカトル騎士団の役割である。

　時は秋の初め。収しゆう穫かくされたオリーブが家々の食しよく卓たくを彩いろどる季節。

　フェリマ・ソーレインは騎士団の本部に呼び出された。何でも団長からフェリマに伝えたいことがあるのだという。

　ロレルカトル騎士団の象しよう徴ちよう、薔薇文様が刻まれた戸を開けて騎士団の本部に入る。王宮よりそれほど離れていない本部の内部には兵の鍛錬場や食料の貯蔵庫があり、結構な広さを誇っている。

　鍛錬場を横切り通路を抜け、フェリマはとある扉とびらの前に立った。

「フェリマ・ソーレインです。入ります」

　金髪に大きな瞳。十六ではあるが、その胸はサラシでは隠しきれないほど大きく、故ゆえに騎士団の証あかしたる白銀の鎧は胸部を大きく盛り上がらせた特注品である。

　団員にしてはまだ若く、しかも女。そんな彼女を騎士団の一員とすることには風当たりもあったが、特技である魔ま法ほう剣けん……魔法の力を剣に宿す技の才能が、フェリマに騎士の道を切り開いた。

　フェリマが扉を開けて入室すると、その先にはある人物が待っていた。

　レオリム・ランパレル騎士団長。歳は三十を過ぎたばかりで頭は燃えるような赤毛。体には戦場で受けた傷きず跡あとがいくつも見られ、鍛きたえられた筋肉がその傷を歪いびつな形にしている。

　幾つもの死線を潜くぐってきたのであろう彼かれは、普ふ段だんはそんな気配を感じさせない。詩し吟ぎんを愛し花言葉に通じ、時間を見つけては髪に櫛くしを入れる優やさ男おとこの姿からは、戦場で『戦いくさ獅じ子し』と恐おそれられていることなど誰も読み取ることができないだろう。

　そんな男を前にしてフェリマは身が引ひき締まる思いがした。花か瓶びんに生けられた花の配置を乙女おとめよろしく必死で直していようが、これでもボトキア最強の騎士なのだ。向かい合えば緊きん張ちようから体に力が入ってしまう。

　ようやく満足のいく花の配置が決まったらしく、レオリムはフェリマに手招きをする。フェリマが近づくと彼は部屋の中心にある机に地図を広げた。

「フェリマ君。早さつ速そくだけど、ちょっとティゴザに向かってもらいたいな」

「ティゴザ……ですか？」

　地図で指示された場所は王都グレモリスからかなり北。地図上から見るだけでも辺鄙な地であることが分かる。

　王都を守護するのが務めであるはずの騎士が、どうしてこんな場所に赴かねばならないのか。フェリマは難しい顔をした。

「どのような任務なのでしょうか？」

「うん。今は噂に過ぎないんだけど、どうやらティゴザでバスカが栽培されているようなんだよね。それも町ぐるみで」

　バスカ、という単語を聞くだけでフェリマは胸に苦いものを感じた。

　バスカは刺とげ々とげしい形の葉をつける草で、それを煮に詰つめて上うわ澄ずみ液を取り精製すると麻薬が出来上がる。

　麻薬となる草は他にもいくつかあるが、バスカはその中でもかなり厄やつ介かいだ。

　バスカは荒あれた地でも育つことができるし、精製はともかく栽培するだけなら専門的な知識は必要ないので麻薬の材料としては手軽だ。貧しい地域では隠れた収入源になっていたこともあり、王都グレモリスに麻薬が流入したこともある。

「知っての通り、王はバスカの禍わざわいを憂うれい掟で取り締まった。そのバスカが再び出回ることは、僕ぼくたちロレルカトル騎士団の沽こ券けんに関かかわるんだよね」

　レオリムは整えられた眉まゆを寄せて、苛いら立だたしげに地図の上のティゴザを指で弾はじいた。

「君の任務はティゴザにおけるバスカ栽培の調査と責任者をひっとらえてくることさ」

「分かりました。ちなみに、私が選ばれた理由もお聞かせねがえますか」

　レオリムは軽く笑ってみせる。

「ティゴザは北国だから寒くてさ。君の炎の魔法剣なら楽に暖をとれるでしょ？」

　冗じよう談だんとは知りながらもフェリマは少しムッとした。

　魔法剣は体内の魔力を練り込み魔法として放出する技で、魔法とは簡単に使えるものではない。火打ち石や灯とう火かとして気楽に使う性質のものではないのだ。

　この世界の魔法に必要なものは二つ。

　一つは魔力。もう一つは儀式だ。

　魔力の有う無むは完全に生まれながらのものである。魔法が使える程度の魔力を持つ者は百人中一人か二人。その中でも満足に魔法を扱える魔力を持つ者は更さらに数が絞しぼられる。

　そして儀式。これには魔方陣、生いけ贄にえ、呪じゆ文もんの詠えい唱しようなど様々な種類があり、複雑な魔法になるとこれらの儀式を組み合わせることが必要になる。

　つまり魔法とは普ふ遍へん性せいが無く、加えて面めん倒どうなものなのだ。

　物や人を別の場所に転移する上級魔法が存在しながらも荷馬車が活かつ躍やくできるのは、魔法の使い勝手の悪さが原因である。同時に魔法を使い易やすくすべく様々な研究が行われており、ここボトキアも例外ではない。魔力が弱い者でも上級の魔法が使えるようにしたり、王族や一部の少数民族などの限られた血筋の者しか扱えない魔法を他の魔法の使い手でも使えるようにすることを目的に、様々な魔法の研究が進められている。

「そう怒おこらないでよ。僕のお茶ちや目めな冗談だからさ」

　フェリマの不ふ機き嫌げんを汲くみ取ったレオリムは豪ごう快かいに笑い、次いで真ま面じ目めな表情となった。

「フェリマ君が入団して一年と少し経たつ。まだ若く、しかも女の子の入団とあっては色々と眉をひそめる人たちもいたけど、入団した君は真面目に任務をこなしてきてくれたね」

「最後は団長の推すい薦せんで入団が適かないました。さらに家と家族を失って身分を証明できない私のために、わざわざ後見人になってくれて……全ては団長のおかげです」

「僕は才能のありそうな者を放っておくことができない性しよう分ぶんなんだよ。ただ、女の子の君の実力を疑う人がこの騎士団の中にいることも事実。僕や仲間の助け無しでこの任務をこなしてこれたなら、周囲の君を見る目も違ちがってくるんじゃないかなって思ったんだ」

「団長……」

　何だかんだで団長は自分を案じてくれているのだ。フェリマは頭が下がる思いだった。

「向かってもらうティゴザは貧しい地だ。厳しい冬のために作物や家か畜ちくに恵まれないし、海辺に面してはいるけど冬になれば港は氷で塞がれるために交易もできないんだ。要所でないから王都の目も届かなくて、それに乗じてならず者たちが流入した。あの町の治安は限りなく悪いね」

　頷うなずける話だ。

　王都から離れれば離れるほどに治安は悪くなる。優ゆう秀しゆうな執しつ政せい官かんがいれば治安も良くなるのだが、対して重要でもない僻へき地ちに赴く執政官はなかなかいないだろう。

「それと、フェリマ君にはこの件とは別にもう一つ仕事を頼たのみたいんだ」

「何でしょうか？」

　問い返せば、心なしかレオリムの眼光が鋭するどくなったように感じる。

「ティゴザにてある男の情報を仕入れて欲ほしい。彼は三年前……君が入団するよりも早くティゴザに執政官として向かった男で、ロレルカトル騎士団の団員なんだ」

「えっ？　ティゴザに執政官として向かった団員がいるのですか？」

　想像しづらい話だった。王都でなら騎士として尊敬される日々を送れるのに、わざわざ僻地に行く者がいるとは思えない。

「名前はアスティス・クリムバーン。正義と秩ちつ序じよによる治安改善のためにティゴザ行きを自ら志願した男さ。けどティゴザの執政官に着任して一年後、連れん絡らくが途と絶だえた」

「行方ゆくえ不ふ明めいということですか？」

「どうなんだろう。そこのところもよく分かっていないんだ。執政はかろうじて行われているみたいだけどね。まぁ、彼が死んだということはないでしょ。何せ強いから」

　この国最強の騎士にそう言わしめるとはよほどの男なのだろう。

　フェリマはアスティスという騎士のことが気になって尋たずねてみることにした。

「どのような人なのですか？」

「そうだなぁ。一言で表すなら……怖いね」

　怖い？

　最強の騎士から放たれた思わぬ言葉はフェリマを困惑させる。

「まあ、僕と彼が戦えば絶対に僕が勝つんだけどさ」

「それなのに戦いたくないと？」

「僕以外の誰だって彼を敵に回したくないと思うよ。言葉では上う手まく言いづらいけどね」

　フェリマがアスティスという男を理解できずにいると、レオリムは笑いながらフェリマの肩かたに柔やわらかく手を置いた。

「とにかくフェリマ君が第一に考えるべきことはバスカの取り締まりだよ。アスティスの件は特に急がないから気楽にして」

　フェリマは姿勢を正した。自分一人で遠出する任務はこれが初めて。肩に力が入る。

「だから、そう気を張らなくていいんだって。秋の初めだからティゴザも極ごつ寒かんの地というわけでもないはずだし、あそこの魚は旨うまいらしいね。そう、魚と言えば新しん鮮せんな魚を生のまま切り分けて魚ぎよ醤しようにつけて食べるという珍めずらしい料理を裏路地の旅籠デヴアンで見つけてさ。その店っていうのは南からの流れ者が開いたらしいんだけどね……」

　レオリムの話はいつの間にか魚料理とそれに合う酒の話に変わった。

　酒と魚にあまり関心がないフェリマは早く終われと念じたが、残念なことにレオリムの魚談義は次し第だいに脂あぶらが乗り、気づいたときにはフェリマは今度彼かれの行きつけの旅籠デヴアンで魚料理を味わい尽くすという約束をさせられてしまっていた。




　　　◇




「う、ん？」

　フェリマは目を開けた。

　頭が痛い。頭を無理やりこじ開けられて詰つめ物ものをされたような違い和わ感かんがある。

　自分はどうなってしまったのだろう。

　確か、先さき程ほどまでレオリムの部屋で魚料理について長ったらしい話を聞かされていたはずだ。レオリムは魚の魅み力りよくを延々と語り、一般的な魚と言われているニシンの魅力を強調し、魚離ばなれの進む王都の昨今の食卓事情を嘆なげき、揚あげ句く『今時の料理人は素材の味を引き立てることを忘れている。人気だからってどんな料理にもトマトやチーズ、オリーブオイルを入れ素材の味を誤ご魔ま化かす奴やつは極きよつ刑けいに処されるべき！』という危険思想を垂れ流していた。

　いや違う。

　自分はその後にティゴザに赴いたはずだ。レオリムとのやり取りは過去の夢を見ていただけなのだろう。

「私は……寝ねてしまったのか？」

　フェリマは横たえていた体を起こす。まだ霞かすみがかっている頭を振ると、少しずつ意識がはっきりしてきた。

「ここは一体……」

　フェリマは見知らぬ部屋の中にいた。石造りの部屋でかなり散らかっている。くしゃくしゃに丸められた書類が秋の栗くりのように床ゆかに転がっており、背表紙によく分からない文字が書かれた本……おそらく魔ま術じゆつについて書き記したものがやはり床に散乱している。

　石の壁かべにもところどころに焦こげ跡あと、切り傷、木炭で書かれた何かの計算式のようなものがあり、異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。ドアは一つだけのようだ。

　フェリマはやや遅おくれて自分がベッドに寝かせられていることに気づいた。鎧と剣は外されて壁かべ際ぎわに置かれている。

「確かバスカの畑を見つけて、燃やそうと思ったら妙な女に魔法のようなもので……」

　また頭がズキリと痛んだ。

　ここは何ど処こか、あの少女は誰なのかは定かでないが、ひとまず身を守る手段が欲しい。

　フェリマは壁際の自分の剣を手に取った。意識を手放している間に何か細工をされた可能性はあったが、調べてみても細工の痕こん跡せきは無かったし、持ち手にはめ込まれている紅あかい宝石も抜き取られていなかった。

　その時ドアが開かれた。現れたのは先ほどの漆黒の装いをした少女だ。

「あら、目が覚めたのね」

　フェリマは素す早ばやく間合いを取って剣を抜く。少女の正体は分からないが、さっき受けた仕打ちから考えて味方ではないだろう。

「ここはどこだ、貴様は何者だ！」

　少女は妖よう艶えんな笑みを浮うかべた。剣を向けられているのに彼女に動じた様子は全くない。

　それはさもフェリマが彼女を傷つけることは絶対にないと分かっているかのような余よ裕ゆうだった。

「ティゴザの町の外にある私の館やかたで、ここは私の部屋。そして私は貴女のご主人様よ」

「主人だと？　さっきも聞いたなその言葉。私はロレルカトル騎士団員！　何を考えての戯ざれ言かは知らぬが、我わが忠義を捧げる先は王のみだ！」

「今まではね。これからは私が貴女のご主人様なの。貴女は私の召めし使つかいとして服従し、身も心も私に捧げるのよ」

「戯たわむれもそこまで言うと高くつく。私がお前に服従することなど決してないことを、お前は火傷やけどの痛みと共に知ることになるだろう」

　フェリマの剣に炎が宿った。

　もしも少女が魔法を使おうとしたら、フェリマはすぐにでも切り込むつもりだ。魔法を発動させる暇も与あたえずに彼女を倒たおす。フェリマの腕とこの間合いなら難しくはない。

「召使いがご主人様に刃は向むかっていいとでも思っているのかしら。［剣を置きなさい］」

　何をバカなことを、とフェリマは内心で嘲ちよう弄ろうする。

　誰が敵の言に従うというのだ。

　しかし次の瞬間、フェリマは剣を置いていた。

（なっ!?　わ、私は何をやっているんだ？）

　己おのれの意志とは真逆のことをやった自分に愕がく然ぜんとする。

「そう、いい子ね。［私に跪ひざまずきなさい］」

　少女がそう言えばフェリマは少女に向かって恭うやうやしく膝ひざを折る。その姿は主人に対する奴ど隷れいのそれと全く変わりないものだった。

「こ、こんなはずは……」

　フェリマから血の気が失うせる。

　自分の体がまるで言うことを聞かず、敵の少女の言葉を受け入れてしまうのだ。

「いい表情ね。恐きよう怖ふと焦燥が入り交じって……食べてしまいたいくらい」

　フェリマは顔を上げて少女を睨みつける。

　どうやら自分は何かの魔法をかけられているようだ。だから少女の言葉に体が従ってしまう。

　けれどここで負けてはいけない。膝を折られても心は折られてはならない。

　少女は光の消えないフェリマの目を見み据すえて、満足げに頷いた。

「まだ抵てい抗こうする心があるのね。けれど私の術は体の自由を縛しばるだけじゃないのよ。さあ、［貴女の好きな食べ物は何か言いなさい］」

　フェリマの口が意に反して動き出す。

「わ、私の好きな……食べ物は、ニシンのマリネ……ッ!?」

　今度の驚おどろきは先程のものを凌りよう駕がしていた。

　フェリマが好きな食べ物はニシンではない。だが今、フェリマはニシンが好きなのだ。

　自分の中の記き憶おくと現状が強きよう烈れつに食くい違う。それは体の自由を縛られるよりもなお根源的な恐ろしさがある。

　まるで理り屈くつに合っていないこの現象は、フェリマをかつてない恐怖に落とし込んだ。

「な、何な故ぜだ？　どうして私はニシンが好きなのだ？」

　フェリマが頭を抱かかえると、少女は笑みをさらに深くする。

「貴女が寝ている間に少々のイタズラをさせてもらったのよ。命令で貴女の好物をニシンにしたわ。ちなみに本当の好物はイチゴだったみたいね。勇ましいなりをして可愛いわ」

　人の好物を変へん更こうする？　そんなことができるなんて信じられない。

　だが認めざるをえないのだ。

　自分自身がその不可思議な恐怖を今味わっているのだから。

　自分が変えられて自分でなくなる恐ろしさ。それは発はつ狂きようする者がいたとしてもおかしくないもの。

「貴女には『隷れい属ぞくの魔法』をかけたの。私は貴女の一いつ切さいを支配し、この手に握っている。貴女の体も、そして心もね」

　勝かち誇った言葉にフェリマは悟らされてしまった。

　もうこの女には勝てないと。

「そう怯おびえないでいいわよ。貴女の心は好物以外何も弄もてあそんでいないから」

「……信用できない」

「確かにそうね。けれども私が『信用しろ』と命じれば貴女は私の言葉に疑問を持たずに盲もう目もく的てきに信じることになるのよ。それは面白くないからやらないけれど」

　フェリマは奥おく歯ばを強く噛みしめる。

　恐怖に染まりかける心に怒りを加えることで、心が折れるのをくい止めたのだ。

「その魔法、さては禁じられた邪じや術じゆつの類だな」

「そう。けれど魔法とは使ってこそのものじゃない。禁じられていたとしても魔法があれば使うのが魔ま法ほう使つかい。分かるでしょう、魔法剣の使い手さん？」

「違う！　私は自分の魔力と技を民のために使う！　単なる知識欲だけで魔法を使ったりはしない！」

「絵に描いたような真面目ちゃんなのね。ますます可愛いわ。まぁ、貴女が邪術を知ったとしても実際には魔力が足らずに使えないでしょうけど」

　少女の見立ては正解だ。

　人を操あやつるような高度な魔法を扱うにはフェリマは魔力不足。対してフェリマの前にいる少女からは力強い魔力が感じ取れる。

　魔力の所有とは一種の才能で、才能とは大たい抵ていは不平等なものだ。

　魔力を扱える人間は限られており、それは生まれつきの才能によって左右される。大多数の人間は魔力を使えない。

　だから魔力を使えるフェリマは力を得た責任として、魔力を世の中のために用立てようとしているのだ。

　だが目の前の少女は違う。魔法を善行に使うような人間にはまず見えない。

「どうして私にこんな魔法を？」

　フェリマが呻くように問いかけると少女は即そく答とうする。

「貴女が可愛かったから私の召使いにしようと思って。私、女の子大好きだから」

「…………」

　殴なぐりたい笑え顔がおが眼がん前ぜんにある。

　命令に縛られていなければ本気の拳こぶしを浴びせていただろう。

「……確かく認にんするが、私が可愛かったから隷属させたのか？」

「ええ」

「それだけの理由で邪術を使うのか！　貴様がやっていることは犯罪なんだぞ！」

「だって私、悪い魔法使いなのよ？」

　ここまで開き直られると怒るよりも先に呆あきれてしまう。

　薄うす気き味み悪わるいものを見る目を向けたフェリマだが、少女はその目を見み咎とがめた。

「強い心を持っているのはいいことだけど、そろそろ貴女にも自分の立場というものを理解してもらおうかしら」

　少女はさっきまでフェリマが横たわっていたベッドに腰こし掛かけると、フェリマにこちらを向くように命じ、黒い靴くつを脱ぬぎ捨て素す足あしを晒さらすと薄く笑った。

「では［跪ひざまずいて私の足を笑顔で舐めなさい］」

　フェリマは顔を歪ゆがめたが、それも一瞬しか許されない。

　顔の筋肉が笑いに歪み始めた。

「い、嫌いや……」

　フェリマは歯を鳴らしながら自分を強く抱だきしめる。

　奪われる自分をなんとか繋つなぎとめようとしているのだ。だが、それも無む駄だな足あ掻がき。

　心は命令に少しずつ浸しん食しよくされていく。大きく見開かれた目からは涙なみだがこぼれていた。

　そんなことはやりたくない。

　けれどもやらなくてはならないのだ。笑顔で少女の足を舐めないといけないのだ。

　何故？　それは命令であり、絶対であるからだ。

　半開きになったフェリマの口から言葉が零こぼれ落おちる。

「嫌、なのに……命令は、絶対……私は、フェリマ・ソーレインは、足を笑顔で舐めなければならない……嫌ァァァァァァ！」

　フェリマは自分の体に爪つめを立てた。心に根を張る強烈な衝しよう動どうに抗あらがった。

　肌はだに食い込んだ爪から赤い液体が垂れる。それでもフェリマは更に爪に力を込めた。

　やがてフェリマの顔がゆっくりと持ち上がる。

　その顔は、笑顔。

「私は……足を笑顔で舐めなければならない」

　譫うわ言ごとのように呟つぶやいたフェリマは笑顔のまま少女の素足に触れる。

　まるで美お味いしいご馳ち走そうを前にしたかのような笑顔が少女の素足に近づいていく。

「……［止めなさい］」

　少女が呟くと、フェリマの顔から笑えみが消える。近づけていた顔も引き戻もどされた。

「……ねぇ貴女あなた」

　少女はちょっと溜めを作った後、

「ど　う　し　て　そ　こ　ま　で　嫌　が　る　の　よ　ッ!!」

　突とつ如じよとして叫んだ。

「黙だまって見てれば何よその反応!?　恋こい人びとを笑いながら殺せとか、そんなことを命じられたような反応じゃない！　そこまで私の足を舐めることが嫌なの？　流石さすがの私も傷つくわ！」

「嫌に決まっているだろう！」

　フェリマも負けじと声を張り上げる。

「この散らかり放題の部屋が貴様の部屋というのなら、貴様はとんだズボラ者のはず！　湯ゆ浴あみだって毎日しているとは限らない！　靴だって洗わず履はき続けているかもしれない！　蒸むれて饐すえた臭においがして、爪の間には垢あかが溜たまっているような足を舐めさせられるこっちの身にもなってみろ！　涙も悲鳴も当然のことだ！」

「足は綺き麗れいにしているわよ！」

　ムキになった少女がフェリマに足をつき出だした。

「ほら、ちゃんと見て、ちゃんと嗅かぎなさいよ！　臭くさくないし垢も無いわ！」

「ヒィ!?　ち、近づけるなバカ！」

「どうしてよ！　確認してくれないと貴女が安心して舐められないでしょう!?」

「私が足を舐めることを前提に話をするなと言ってるんだこのバカ!!」

「バカじゃなくてルナ！　私の名前はルナ・ホワイトメア！　名前で呼びなさいよ！」

「貴様など『バカ』で十分だ！」

「［私のことはルナ様と呼びなさい］！」

「はいルナ様……」

　フェリマに拒きよ否ひ権けんは無い。相手が魔力を込めて告げた内容には服従するしかなかった。

「……全く、喋しやべりつかれたら眠ねむくなったわ」

　ルナと名乗る少女は毛布をかぶりながらベッドに横になる。

「貴女はここから逃げ出すことも私に危害を加えることもできないわ。誰だれかに助けを求めたりすることも禁止してある。諦あきらめることね」

　意い趣しゆ返しのつもりか、毛布の中から意地悪気な声が聞こえてくる。

「そうだ。貴女の召使いとしての初仕事。［夜が明けたら私に口付けして起こしなさい］。もちろん私の唇くちびるによ。頬ほおでは認めないからね。あと［私が寝ている間は静かにしなさい］」

　フェリマは恨うらめしげな目を向けるが、逆らえないだろうなというのは分かっている。

　その内にルナと名乗る少女は寝ね息いきを立てはじめた。

　フェリマはルナに剣けんを振ふり下おろそうとしたり、ドアから逃げ出そうとしたり、更には魔法剣の力でこの屋や敷しきごと燃やしてしまおうともしたが、いずれも失敗に終わった。

　かけられた魔ま法ほうは力技でどうにかできるものではない。

　全すべては無駄な抵抗と悟さとった時、どっと疲つかれが押し寄よせてくる。

　やがてフェリマは床に倒れ伏ふした。

　そしてそのまま寝息を立てはじめた。




　　　◇




　翌朝、ルナは顔に熱い吐と息いきを感じた。

　昨日までは自分一人しかいなかったこの館。他人の吐息を感じれば嫌でも起きそうなものだが、ルナはわざとらしく目を瞑つぶり続ける。
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（召使いとして仕事をはじめたようね）

　寝る前に命令しておいたことをしっかりとやり遂とげるか、ルナはわくわくしながら目を閉じていた。

　あの女騎き士しはどんな接せつ吻ぷんをするのだろう。見るからに初心そうで碌ろくにキスも知らないに違いない。仮にキスが上手かったとしてもそれはそれでそそるものがある。

　期待に胸を高鳴らせているルナだったが、何故か顔に冷たいものが落ちてきた。

（え？）

　続けざまにもう二、三回。水すい滴てきがルナの顔にポタポタと落ちる。

　ルナは薄うす目めを開けてみた。

　すると視界いっぱいに女騎士の顔があった。潤うるんだ瞳ひとみ、朱色に染まった頬、そして……体中から立ち上る熱気としたたる汗あせ。

　その状態で女騎士が接吻しようと顔を近づけてくる。さっきから感じている冷たさは滴したたり落ちる女騎士の汗だった。

「ぅひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　ルナは情けない悲鳴を上げながらベッドから転げ落ちると、四よつん這ばいでフェリマから離れた。

　逃げなくては！　よく分からないが逃げなくては！




　フェリマはルナがアワアワ言いながら四つん這いで逃げるのを見ていた。

　別に引き留める理由なんてない。いや、むしろ視界から消えて欲しいくらいなのだが、埋うめ込まれた命令がそれを許さない。フェリマはルナの前に立って逃げ道みちを封ふうじる。

「な、ななな何するのよっ!?」

「何って……ルナ様の命令だろう」

　フェリマは不機嫌な声を上げた。

「朝は口付けで起こさねばならない。嫌だが逆らえない」

「それはそうだけど……その汗は一体どういうことなの？」

「私の朝は鍛たん錬れんで始まるんだ。そして水浴びをする。だが今は水浴びをする前にルナ様の命令を行わなければならないのだ」

　いつも通りに鍛錬は終わったが、いざ水浴びをしようとするときに命令の強制力が働いてしまったらしい。

　フェリマは苦しげに頭を押おさえる。抗いがたい衝動が心の中で暴れる。

「ッ！　わ、私は早く命令に従わなければならない……」

　フェリマはルナの方に一歩足を踏ふみ出した。ルナが歯をカチカチ鳴らす。

「い、嫌！　そんな状態でキスされたら汗でベトベトになるじゃない！」

「命令に逆らえない。私はルナ様にキスをしなければならない。たとえルナ様が嫌がろうが逃げ出そうが命令は絶対。力ずくでもキスをする」

　フェリマが更に近づけばルナの顔に刻まれた恐怖がいよいよ深みを増す。

「こ、来ないで！　［止めなさい］！」

　フェリマの動きが止まった。お互たがいに安あん堵どのため息が漏もれる。

「フェリマ……だったわよね？　この状じよう況きようでどうしていつも通りの朝練をするの！」

「こんな異常な状況下だからこそ平常心を保つために日常的な活動をするんだ！　そんなことも分からないのかこのバカ！」

「バカって言った！　ご主人様に向かってまたバカって言ったわね！」

　ルナは地じ団だん太だを踏んで悔くやしがったが、すぐに嗜し虐ぎやく的てきな笑みを蘇よみがえらせる。

「まあいいわ。どうせ私には逆らえないのだから。それじゃあ貴女の望み通り湯ゆ浴あみをしましょう。但ただし二人で、そして貴女は私の身体を洗いなさい」

　逆らったら魔法で強制される。

　フェリマは大人しく従った。二人でというのは気に入らないが、湯浴みは大だい歓かん迎げいだ。

　向かった湯浴み場には既すでに湯の用意があった。魔法でお湯を沸わかしたらしい。

　フェリマは館の全容を見たわけではないがそう大きな館ではないようだ。寒いティゴザにあるため、少しでも暖だん房ぼうの効率を良くしようというわけだろう。

　湯気が漂ただよう中で二人は服を脱いだ。

　ルナの肢し体たいは雪のように色白で艶なまめかしい。火を近づければたちまち溶とけてしまいそうな繊せん細さいさを持ちながら、その体たい躯くに秘ひめる魔ま力りよくは強い。

　同性として多少の嫉しつ妬とを覚えたフェリマは、胸は自分の方が大きいなどと心の中でつぶやいた。

「フェリマ。［私の体を隅すみ々ずみまで洗いなさい］」

　ルナに命じられたフェリマが周囲を見み渡わたすと、湯浴み場の壁に木の棒が備え付けられてある。そこには布がかけられていて、これで体を洗えということらしい。

　フェリマは布と石せつ鹸けんを手に取ると泡あわ立だてる。

　そしてルナの体にさっと湯を流し、美しい肌に泡あわ立だった布を当てた。

　ゴシゴシゴシゴシゴシゴシッ！

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」




「済まなかったと思っている」

　湯浴みは最低限にして切り上げ、ルナの部屋でフェリマはルナに謝罪した。

「乙女の柔やわ肌はだをあんなに強く擦こする必要はないはずよね!?」

「わ、わざとじゃなかったんだ！　誰かの体を洗う経験は無かったし、馬ならよく洗っていたからついその感覚で」

　よほど痛かったのだろう。ルナは涙目になっていた。

　あの白い肌も強い摩ま擦さつで赤くなってしまったし、フェリマも流石さすがに申し訳なくなる。

「命令に従ってまでなお嫌がらせを……貴女私に何か恨みでもあるというの！」

「自　分　の　胸　に　聞　い　て　み　ろ！」

　人を勝手に隷属させておいて何と厚かましいことか。フェリマの心にかすかに芽生えていた申し訳なさも一気に吹ふき飛とんだ。

「もういいわ。貴女はこの部屋の掃そう除じを……やっぱり止めましょう。貴女に任せると大切なものまで捨てられる展開が目に浮かぶもの」

「全く。メイドが欲しいなら私よりも適任はいるだろうに」

　ぶつくさと呟いたフェリマだが、そこでふと自分の役目を思い出す。

「そうだ。結局のところルナ様は何者だ？」

　ルナは明々と燃える暖だん炉ろの火に目線をやり、その視線をフェリマに戻す。

「一言で言えば、私はティゴザの実力者」

「実力者？」

　執政を担当しているということだろうか。

　見た感じは公職に就ついているように見えないのだが。

「公職にいるという意味ではないわ。この町の裏役という意味よ」

　裏役という薄うす暗ぐらい言葉を何でもない風で言ってのけるルナ。その言葉でフェリマは合が点てんがいった。自分とさして変わらぬ年とし頃ごろの少女でも、魔法の力があれば町民から畏おそれられ、頼たよられるに違いない。

　ティゴザは無法者の集つどう街だと聞く。法などの秩序よりもルナの持つ魔力のような純じゆん粋すいな力の方が町をまとめ上げるのに似つかわしいのかもしれない。

　そう考えたフェリマは慌あわてて考えを頭から追い出した。

　自分はロレルカトル騎き士し団だん員いん。法や秩序を重んじる身でありながら法を無視したやり方を認めるわけにはいかない。

「裏役か。ならば当然、あのバスカもルナ様は知っていたということだな」

「昔から植えられていたのよ。この町の収入源なの」

　フェリマを手中に収めたルナに焦あせりはない。

「この町の現状は見たでしょう？」

　フェリマは町にやってきた時のことを思い出す。

　目にしたのは想像以上に酷ひどい街の現状だった。

　小さな町は秋も始まったばかりだというのに、吹き抜ぬける風の冷たさは冬のもの。

　海辺では漁師たちが魚を塩しお漬づけ用と燻くん製せい用に分けていた。冬は港が氷で塞ふさがってしまうために漁に出られず、今のうちに蓄たくわえておかなければならない。

　色いろ濃こく疲ひ労ろうを漂わせながら働く者たちを尻しり目めに、昼間から酒さか瓶びんを傾かたむけている者たちもいる。彼かれらはこの地に流れ着いた無法者たちで、昼間は働きもせず酒におぼれ、たまに働いているかと思えばそれは仕事ではなく狼ろう藉ぜきだ。

　前情報はレオリムから仕入れていたが、実際に見てみると酷さが分かる。

　作物は育たず、僻地という場所から貿易の拠きよ点てんたり得ない。

　その日暮らしで精せい一いつ杯ぱいの町。フェリマが見るティゴザは町として限界を迎むかえていた。

「とにかく町にはお金が必要なのよ。年に数回、バスカを買い取る売人がこの町に訪おとずれるわ。私がバスカの液を精製したものを渡わたすと、たった一回の取引だけでこの町の人が拝めないようなお金が手に入るのよ」

　フェリマは罵ば倒とうの言葉が喉のどまで出かかった。

　それを抑おさえ込んで、低い声で質問する。感情よりも情報収集を選べないほどフェリマは子どもではない。

「儲もうけはどうしている？」

「半分は町のために使うわ。残りは全て私のもの」

「半分も懐ふところに入れているのか!?」

　唖あ然ぜんとした。町の人間が苦しんでいるというのに半分しか渡さないとは。

　もう少し渡してあげれば人々の労苦も少しは和やわらぐだろうに。

　呆ぼう然ぜんとなった心を満たしていくのは純粋なる怒いかりだった。

（この守しゆ銭せん奴どめ）

　手を出してはならない、という命令を植え付けられていなければ今いま頃ごろ剣けんを抜き放っていたかもしれない。

　フェリマは敵意を視線で飛ばす。それにルナは小こ馬ば鹿かにした笑みで応こたえた。

「あらフェリマ。私がいなければバスカを精製することはできないのよ？　つまり私無くして大量の儲けも無かったということ。半分貰もらうのは当然の権利でなくて？」

「ルナ様は最低だ」

　フェリマは吐はき捨すてる。

「バスカという麻ま薬やくがどれだけ多くの人を不幸にしたのか知らないはずがないのに。それを売りさばいて金かね儲もうけをしようだなんて！」

「貴女は真まっ直すぐなのね。この町では長生きできないタイプだわ」

　頭に血が昇のぼるフェリマだが、罵ば声せいを浴びせる前にルナが先んじた。

「そうそう。貴女を召使いにしたのはいいけれど音おと沙さ汰た無しにするとロレルカトル騎士団に怪あやしまれるわね。捜そう索さく隊たいを出されても面倒だし、貴女に何とかしてもらいましょう」

　ルナは机の上に散らかる物をどけて場所を作ると、紙とペンを用意した。

「フェリマ。ロレルカトル騎士団に手紙を書きなさい。『ティゴザのバスカ栽さい培ばいは噂うわさに過ぎませんでした。ですがこの町でもう少し調べたいことがあるのでしばらく滞たい在ざいします』という内容でお願いね」

　フェリマの文字で書かれた文章ならロレルカトル騎士団も信用してしまうだろう。

　隷属という状況を最大限に利用した底意地の悪い策だった。単純であればこそ逆に看破できないのだ。

「もちろん仲間内で使っている暗号を手紙に仕込んだりすること、小細工の一切は封じるわ。貴女は私の都合のいいように手紙を書きなさい」

　騎士団では窮きゆう状じようを知らせる簡単で分かりにくいサインがあるが、それを記すこともできなくなってしまう。

　完全に逃にげ道を塞がれたフェリマは強がった。

「仮に私を操って手紙を出させてもいずれ騎士団にも怪しむ者が出てくるはずだ。彼らがこの地に調査に来た時がルナ様の最さい期ごになるぞ」

「ふふ。その時彼らを屠ほふるのは貴女よ、フェリマ・ソーレイン。貴女は自分を助けに来てくれた騎士団を嬉き々きとして殺すの。私の命令は絶対なのだから」

　単なる脅おどしの言葉ではない。ルナは望むならいともたやすくそうすることが出来る。

　仲間を殺すことを考え震ふるえるフェリマは、憎にく々にくしげに問う。

「アスティス……だったか。執政官にもこうして隷属の魔法をかけたのか？」

　その問いにしばしの沈ちん黙もくがあった。ルナはフェリマから目を背そむけるようにして呟く。

「……彼は死んだわ」

　死んだ？

　その情報を更さらに掘ほり下さげようとしたフェリマだが、ルナの言葉の方が早い。

「さぁフェリマ、［書きなさい］」

　その言葉にフェリマは反応した。

　嗚あ呼あ、もう逆らえない。




　　　◇




「あの性悪女め。ギャフンと言わせてやれないものか」

　町に出たフェリマは毒づいた。

　フェリマは町を歩きたいとルナに申し出たのだ。

　ルナがあっさりと許可したのは拍ひよう子し抜ぬけだったが、どうせフェリマが誰かに助けを求めたり逃げ出したりできないような命令をすでに埋め込んでいるのだろう。

　どんな命令が自分に埋め込まれているのか確認できないのはもどかしい。体の中に毒の入った小こ瓶びんを呑のみ込んでいるような心ここ地ちになる。

　館を出て、外側から見れば館は小さなものだった。少女一人が住んでいると考えればかなりのものだが、町一つを牛ぎゆう耳じる裏役の館としてはいささか迫はく力りよくに欠ける。

「寒いな」

　冷たい風がフェリマの顔を刺さした。騎士団に支給された厚手のマントの頼たのもしさを知るいい機会になりそうだ。

　フェリマはここでルナに良いように操られるのを良しとしなかった。

　けれど館の中で燻くすぶっていても勝機はない。町に出て自分の出来る範はん囲いで調査し、ルナを出し抜く方法を見つけるのだ。

　決意を新たに、館から少し歩いて町の中に入る。

　フェリマの容姿は人目を引き付け、更には身体を覆おおうマントは上物。

　町に入った途と端たんガラの悪い人間が数名、危機感を覚える視線を向けてきたが、フェリマが腰こしに備えた剣をさりげなく見せつけると舌打ちして退いた。

　何人かはフェリマを見ると目を逸そらした。彼らはフェリマがここにやってきた日に襲おそおうとしてきた連中だ。

　その内の一人は髪かみが焼やけ焦げていて、フェリマが不ふ埒らちな連中にどのような対応をしたかを語らずして教えてくれる。魔法には様々な制約があるが、基本的には一いつ般ぱん人じんは魔法使いには敵かなわない。

　フェリマは一応の警けい戒かいをしながら町を歩いた。

　通り過ぎる人は皆みな、最初こそこの町に似つかわしくない装いのフェリマを見つめてくるが、すぐに視線を地に落としてセコセコ過ぎ去っていく。自分のことで手て一いつ杯ぱいなのだ。

　熱心に見つめている輩やからはどうやったらあの女騎士を手て籠ごめにできるか考え、あるいは金を奪うばえるかと目もく論ろむ者たちだ。そんな連中に負けるフェリマではないが、悪意ある視線を受けていると疲れてくる。

　それにしても、さっきからフェリマの姿を見て恐怖の色を浮かべる民衆が少なからずいるのはどうしたことだ。フェリマはこの町で悪事など何も働いていないのに。

　執しつ政せい官の死、騎士に対する過か剰じようなまでの恐怖……頭の中にいくつも謎なぞが渦うず巻まいている。

（そういえばお腹なかも空いたな）

　夕べから何も食べていないことを思い出して、フェリマは懐をまさぐった。

　財さい布ふの中には金貨一枚に銀貨八枚。使いどころの多い銅貨は別の財布に入れてある。

　普ふ通つうの人なら慎つつましく暮らせば銀貨五枚でひと月は暮らせる。

　よって懐はだいぶ温かい。ルナもバスカの密売で荒あら稼かせぎしているせいか、フェリマから金品を巻き上げようとはしなかった。

　これなら金の心配はない。

　しかしフェリマは町を歩くと別の問題に直面した。

　確かに金の心配はないのだが旅籠デヴアンや酒場が少ない。

　歩いて見つけた酒屋は薄暗く、女一人で中に入れば何をされるか分かったものではない雰囲気。金があっても使う場がないのではどうしようもない。

　歩き回ってもいい店は見つからない。

　こうなったら漁師たちに直じか談だん判ぱんして料理を作ってもらおうかと考えていた時、フェリマは小さな酒場を見つけた。

「うん？　『黒くろ猫ねこ亭てい』だと？」

　店先にぶら下げられた木の看板には焼印で『黒猫亭』と記されている。

　店のドアは重じゆう厚こうな造りで、よく見れば鍵かぎ穴あなの下に小さく猫ねこのマークが彫ほられている。

　おそるおそるドアを開けてみると、中はやや煤すすっぽいが他の店よりも断然掃除がされていた。

　店内は大きなカウンターとテーブルが幾いくつか。安酒が並ぶ棚たなの前ではウェストコートに身を包つつんだ一人の青年がぼんやりとパイプを吸っている。

　店内に客の姿は無い。フェリマは不安になって青年に話しかけた。

「店は開いているのか？」

「閉めていたらお前はここに入ってこれるはずがないだろ」

　青年はぶっきらぼうに答える。フェリマに顔を向けようともしない。

　出鼻を挫くじかれたフェリマは幾いく分ぶんかムッとする。

「失礼な店員だな」

「よく言われる」

　青年は特に気にした様子もなく店に紫し煙えんを燻くゆらせ続ける。

　よく見れば美青年だ。端たん正せいな顔、鋭するどくも涼すずしげな目で服はこの町には似合わぬお洒落しやれさ。クセのある猫毛も魅み力りよくの一つとして数えられる。

　これで態度さえ悪くなかったら、フェリマも心ときめかせたかもしれないのだが。

「私は客だぞ。客にそんな態度はないだろう」

「ウチは酒場だ。ミルクなら余よ所そで頼め」

「ぬ！　子ども扱あつかいとは許しがたい。雇やとわれのくせに」

「雇われ？」

　フェリマが吐き捨てれば、ここで初めて青年がフェリマを見た。

「……俺おれはここのマスターだ」

「え、その若さで!?」

　青年はフェリマより年上だろうが、見た目は二は十た歳ち前後に見える。

　フェリマはしげしげと青年を見つめ、青年もまたパイプをくわえたままフェリマを見つめていた。

「……まぁ座すわれ」

　青年がカウンターの一番端はしの席を指差す。

「私を客として扱うということか？」

「違ちがう。そこでドアを開けたまま居られると風が入ってきて寒い」

　いよいよカチンときたフェリマは鼻息も荒あらく、大おお股またで椅い子すに歩み寄ると腰を落とす。

　ただし指し示された椅子ではない。青年の目の前の席だ。

「俺が指示した席と違うんだが」

「私は今、誰かの言いなりに行動するのが嫌なんだ」

　二人は無言で睨にらみ合あう。

「……金はあるんだろうな？」

「金も無く酒場には入らない。ロレルカトル騎士団を見くびるな」

「騎士団？」

　青年の瞳が少し揺ゆれ動うごく。フェリマは怪け訝げんに思ったが、次の瞬しゆん間かんには青年の些さ細さいな変化は消えていた。

「ぼったくられる覚かく悟ごがあるなら料理を出してやる。注文は？」

「何が作れる？」

「魚と材料を適当に組み合わせたら運が良ければ旨うまいものができる」

「ここは本当に店なのか？」

　接客も料理も客を呼べるものではない。マスターの容姿と店の掃除を評価しても、減点要素がそれをうち消してなお余りある。

　誰も客がいない理由が分かった気がした。

　とはいえこれ以上店を探し歩く気にもなれなかった。フェリマはため息交じりに注文を入れる。

「この際お腹が満たせれば何でもいい。それで頼む」

「分かった」

　返事を一つよこした青年は竈かまどの上にフライパンを乗せて軽く油を引いた。

　フェリマの目の前で調理は行われる。

「……ほぅ」

　料理に精通しているわけでもないフェリマにも、彼の料理の腕うでが格別に優すぐれていることはすぐに分かった。

　この地方で獲とれるアカイワシという魚を捌さばく時、彼の包丁さばきは実に素す早ばやく的確だった。決して人が見ているから早く捌さばいたのではない。アカイワシという魚の身の弱さを知るからこそ出来る限り傷つけぬように素早くなるのである。

　青年はアカイワシの骨を取り去ると、だいぶ熱されてきたフライパンに切った玉ねぎと葉物を入れて、その上にアカイワシを乗せて蓋ふたをする。

　暫しばらくして彼は蓋を開け魚の上にチーズを乗せた。

「古くなったチーズでも温めれば旨いもんだ」

　青年は棚から甕かめを取り出しながら呟いた。

　フライパンの上では熱されたチーズが溶けて魚の上に広がっていく。溶けたチーズの黄色い絨じゆう毯たんに香こう草そうをまぶした彼はフェリマの前に布ふ巾きんを置いて、その上にフライパンを直接置いた。

　皿に綺麗に盛り付けるのではなく、このままアツアツでいただくもののようだ。

「ほら。萎しなびかけの野菜と雑ざ魚こを風味の落ちたチーズで焼き上げたものだ」

「どんな紹しよう介かいの仕方だ!?　お前はそれでもマスターか！」

　美お味いしそうな料理が台無しになる説明だった。

　ティゴザの貧しさから考えれば良質の食材は手に入りにくいのだろうが、もう少し客の気持ちを考えた説明があったはずだ。

　それでも空腹が勝まさり、フェリマはフォークを手にする。

　せめて味はまともであってくれよと願いながら口に料理を運んだ。

「！」

　フェリマの顔に驚おどろきが満ちた。

　美味しい。美味しいのだ。再度繰くり返かえすが、美味しい。

　適度にとろけたチーズに魚の身の柔やわらかさの絶ぜつ妙みようさ。チーズの味の強さが野菜でしっかりと中和されてしつこくない。

　もう一口味わってみる。アカイワシを包むチーズが細い糸を引いた。

　材料の劣れつ勢せいをまるで感じさせない美味。火の通し加減、チーズや香草の香かおりの程度、味の強さなどが細部に至るまで計算されている。

　チーズにつけられた焼き色、葉物の緑の映はえ具ぐ合あいなども見事の一言に尽つきる。

　特別な材料を使っているわけでもなく材料自体にこだわっているわけでもない。

　なればこそ逆に青年の凄すごさが表れる。

　彼の料理の技術とセンスは素材のハンデを補ってなお余りあるものなのだ。

　料理を全て平らげる頃ころにはフェリマはすっかりご満まん悦えつだった。

「ティゴザにこんな料理人がいるとは嬉うれしい誤算だ」

　差し出してもらったナプキンで口元を拭ふき、フェリマは笑顔を浮うかべる。

「本当に美お味いしかったよ。是ぜ非ひマスターの名前を聞かせてもらいたい」

「……ナハト」

　空っぽになったフライパンを取り上げた青年はそう名乗った。

「ナハト？　変わった名前だな」

「偽ぎ名めいさ」

「どうして偽名を名乗る？」

「この町で偽名を名乗ることに理由を求めるのか？」

　後ろ暗い過去のある者は偽名を使う者が多い。

　ならず者が入ってくるティゴザで偽名を使うのはむしろ普通とも言えるのだろう。

　この青年にも本名を隠かくす理由があるのだろうか。

　フェリマはナハトと名乗る青年の顔を眺ながめるが、冷たい表情からは何も読み取ることができない。

「そんなことより金だ。銅貨四枚を払はらってもらおうか」

「払うことはやぶさかではないが、値段の根こん拠きよを聞かせてもらおう」

　フェリマはぼったくられないように警けい戒かい心しんをのぞかせた。

　料理の美お味いしさからして、銅貨四枚というのは法外というわけでもない。

　しかしつり上げられた値段を受け入れれば格好の標的と見なされてしまう。そうなればこの店ではなく、ほかの店でもいい金かね蔓づると扱われてしまう危険があった。

「お前な。料理に使った葉物やチーズを思い出せ。作物が採れず、家か畜ちくも満足に持てないティゴザでそれらを入にゆう荷かするのにどれだけの金が要いると思う？」

「……うむ」

　フェリマは値段に得心がいって銀貨を一枚ナハトに手て渡わたした。

　ナハトは手の中の銀色の輝かがやきに鋭い目を大きく見開く。

　というのもフェリマが差し出した銀貨とは、彼が提示した値段の優に八倍にも値する額だったからだ。

「釣つりは要らないぞ。とっておいてくれ」

「金かね遣づかいが荒い奴やつだな。誰もいない中で見み栄えを張っても意味はないぞ」

「可愛かわいげのない奴だな。素す直なおにありがとうと言えないのか」

「調子に乗るなよ年下」

　ナハトはフェリマに鋭い目を向けながら銀貨を指で回してポケットにしまいこむ。

「……この町で平然と銀貨を出せるということは本当に騎士のようだな。あるいは危険さを気づけないただのバカの可能性もあるわけだが」

　この町で銀貨をちらつかせようならたちまち物ぶつ騒そうな連中に目を付けられる。その危険を踏まえてなお銀貨を出せるのは騎士団員のような腕に覚えのある者だけ。

　ナハトはフェリマの顔に向けていた視線をやや落とす。その先にあるのは豊満な胸。

「やっぱり後者かもしれん」

「待てキサマ今どこを見て判断した？」

「胸の大きな女は総じてバカだと聞いたことがある」

「ひどい迷めい信しんだ！　これだから未開の地の連中はッ！」

　激するフェリマに笑みを向けて、ナハトは再びパイプを口にした。

「時に、バカな子ほど可愛いという言葉もあってな」

「ふぇ!?　た、確かにそんな言葉もあるな」

　バカ扱いされていたフェリマは上うわ擦ずった声を上げてしまう。

（バカな子ほど可愛いということは、バカ扱いされた私も、か、可愛いということになるわけだが……）

　ちょっと頬を染めたフェリマにナハトはボソリと、

「だが、バカで可愛くもない女もいるんだな」

「ちょっと表に出ろ」

「嫌いやだ。寒いからな」

「大だい丈じよう夫ぶだ。骨の髄ずいに至るまで熱してやる」

　フェリマの手はいつの間にか剣の柄つかを握にぎっていた。指は自然と魔ま方ほう陣じんを描えがき、後は魔力を込めれば業ごう火かが呼び起こされる。

「落ち着け。よく言うだろ。男という生き物は、好きになった娘にはついイタズラをしてしまうと」

　フェリマの顔に再び熱が宿る。

（ま、またしてもこいつは！　た、確かに私は何回か縁えん談だんを持ちかけられたり、殿との方がたから花束を貰ったことはあるが、ここまで真っ直ぐに好きと言われたことは……）

　ナハトが整った顔をしていることもあり、真しん摯しな目を向けられるフェリマは心臓が高鳴って仕方がない。

　つばを飲み込んで、つっかえながらどうにか言葉を発する。

「そ、それは、つまり」

「まぁ、あくまで一いつ般ぱん論ろんを言っただけで、俺とお前の間には何ら合がつ致ちしないけどな」

「貴様もう許さんからな」

　フェリマの中で乙女おとめ裁判が開かい廷ていする。乙女の心を弄もてあそぶ者に、全ぜん会かい一いつ致ちで死し刑けいの採さい択たく。

「ふしゅぅぅぅぅぅ！」
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　蒸気のような呼気を漏らしフェリマはいざ剣を抜かんとする。

　眼前の男に地じ獄ごくの業火というものを見せてやらねばどうにも収まりがつかないのだ。

「あら、賑にぎわっているなんて珍めずらしい」

　すわ処しよ刑けいというところで声がした。フェリマにとってありがたくない声だ。

　フェリマとナハトが目を向けると入り口にはルナの姿があった。

「ルナ様？　どうしてここに」

「私も昼食よ。魔法の研究にも疲れちゃって」

　ルナはフェリマの隣となりの席に腰を下ろすとナハトに注文する。

「フェリマと同じものを私にも作って頂ちよう戴だい」

　ナハトは頷うなずくとフライパンに油をひく。どうやら二人は顔見知りのようだ。

「そうだ。ナハトにも紹介するわ。この娘は私の新しい召めし使つかい。元ロレルカトル騎士団員なの。可愛いでしょ？」

「現騎士団員だ！」

　フェリマが全力で訂てい正せいする。勝手に除隊扱いされたのではたまらない。

「勘かん違ちがいするなよナハト！　私はルナ様に……」

　フェリマは自分の状況を話そうとするが途端に口が重くなる。

「駄だ目めよフェリマ。私の許可なく秘密を漏らしちゃ」

　ルナはフェリマの努力を嗤わらった。隷れい属ぞく魔ま法ほうの件は他人に話せなくされているらしい。

　それでもナハトは何か気づいたようだ。目線はフライパンに向けつつルナに問う。

「……魔ま女じよ、この騎士団員に禁きん忌きの魔ま法ほうでも使ったか？」

　さあね、とお茶を濁にごすルナにナハトが呟つぶやく。

「お前の魔法にあっさりとかかってしまうような騎士を従えたって奴には勝てないぞ」

　――刹せつ那な、ルナの顔色が変わった。

「何を言っているのかしら？」

「騎士を手て駒ごまにしたということは、ただの女によ体たい目当てじゃないんだろう？」

　ナハトがルナの前にフライパンを置く。ルナはフライパンの料理には手を付けず、ただ黙だまってナハトを見た。

　二人の話についていけないフェリマはふと思い出だす。ルナと出会った昨日の夜、彼かの女じよは騎士団員を手駒にすることが目的だと言っていた。この話は何か関係があるのだろうか。

　フェリマは質問しようとしたが、ルナもナハトもあっさりと質問に答えてくれるような人間には見えない。このまま黙って聞いていた方が情報を得られそうだと計算する。

「街で起きた殺人事件、お前は奴の犯行だと睨んでいるはずだ。そうだろ？」

「……彼はもう死んだのよ」

「ならば死体の有様をどう説明する？　見つかった死体は二年前と同じだ。あえて違いを挙げるとすれば今回の死体の方が酷い有様になっているところか」

「…………」

　ルナはナハトを睨みつける。

「お前はこの町の顔役だ。だから民を怯おびえさせぬよう、あいつはもう死んだと公表した。だがどれほどお前が言葉を尽くそうが、お前が戦力補強のために騎き士しを手駒にした時点でお前は奴が生きていると認めたも同じなんだよ」

　ナハトもまたルナを睨み、両者の視線がぶつかり合う。そしてどれくらいの時間が流れただろうか。ルナはフライパンの料理に手を付けないままに立ち上がった。

「フェリマ、帰るわ」

「いや、しかし――」

「［私と一いつ緒しよに帰りなさい］！」

　命令された途端、フェリマの心に「帰らなくては」という義務感が湧わき上あがる。

　そしてフェリマの中では、帰る先は騎士団本部ではなくルナの館やかただとさも当然のように置おき換かわっていた。




　ナハトはルナとフェリマが出ていくのを見送り、パイプを取り出すと一服し始める。

「あの魔女がここにきて騎士団と手を組んだか」

　独り言と共に煙けむりを宙に躍おどらせる。ティゴザで手に入るのは安物の葉だが、それでも心を落ち着けるには十分だ。そして不可思議な文様を描きながら消えていく紫煙の中に、二年前に起きた出来事とその当事者たちの姿を見た気がした。

　一人は彼が魔女と呼んだ少女、ルナ・ホワイトメア。

　そしてもう一人。悲劇を糧かてに悪あつ鬼きへと身を堕おとした男。

　この町で二年前に起きた事件は彼らの存在を抜いては語れない。

「……沈しずんだ星も夜よ闇やみが深まればまた昇ってくる」

　そう呟いたナハトは身み震ぶるいを一つした。何か薄暗い悪お寒かんが彼の背中を撫なでたのだ。

　あの事件はまだ終わっていない、そんな声が聞こえた気がした。

　無む性しように暖かい火が欲ほしくなったナハトは軽く舌打ちすると、ストーブも兼かねる竈に薪まきを放ほうり込み、そしてふと思い出す。

　さきほど来た女騎士の腰にあった剣けん、その持ち手に埋うめ込まれた宝石の輝きを。

「この国では産出されない天紅石ジグメナス。あの騎士、まさか……？」







二章　動き出した復讐







「魔法の研究に飽あきたからチェスの相手になって頂戴」

　こんな些さ事じのために呼び出されるのは腹立たしい。

　不本意ながらルナを主と仰あおがねばならなくなってから三日目。フェリマはことあるごとにルナに呼び出されていた。

　フェリマはルナに魔法で隷れい属ぞくさせられている。

　よってルナが魔ま力りよくでフェリマを呼び出せば、フェリマはどこにいようとルナの元に向かわなければならなかった。

　己おのれの意志を歪ゆがめられ、さて何の用事かと思えば「遊んで！」である。ちなみに昨日は「肩かたを揉もんで！」だった。任務ではるばるティゴザに赴おもむいた騎士の時間を彼女は何だと思っているのか。これが怒いからずにいられようか。

（絶対にこの支配から逃のがれてギャフンと言わせてやるんだからな！）

　どうでもいい命令のために呼び出される度にフェリマは心中でそう誓ちかうが、フェリマには抵てい抗こうを封ふうじる指示がいくつも仕込まれていたために脱だつ走そうも反逆も不可能だった。

　今にしても湯ゆ浴あみをしているときに「すぐ来い」と魔力で呼び出され、頑がん張ばってみても結局は逆らうことはできずに、精神力を総動員してせめてタオルを体に巻き付けてルナの部屋に向かった末に「遊べ」と言われているのだ。

「ルナ様……」

　フェリマは怒りを押おし殺ころしながら言う。

「チェスは分かったからせめて服を着させてくれ」

「そっちの格好の方が色っぽいからそのままでいなさい」

　というわけで、湯上がりで上気した肌はだにタオル一枚を巻き付けた格好でチェス勝負。

　小さなテーブルを挟はさんで向かい合う。視線に晒さらされて屈くつ辱じよく的てきだが命令には逆らえない。

「あ、いいことを思いついたわ。勝負に負けた方が服を一枚ずつ脱ぬいでいくのはどう？」

「今ルナ様を殺しても私は罪に問われないだろうな」

　問題は殺せないことなのだが。

「言うまでもないが、私はそんなこと絶対に認めないぞ」

「フェリマ、［賛成しなさい］」

「素す晴ばらしい案です、ルナ様」

　両者の合意が得られたのでゲームは始まる。フェリマは視線にあらん限りの怒りを込めているが、ルナに堪こたえた様子は無い。

「さぁフェリマ。私の可愛いお人形さん。あなたの全すべてを私に見せて頂戴」

　ルナは妖あやしげに笑うと手元の駒こまを動かした。




　しばらく後。

　タオル一枚のフェリマの前には、下着だけに剥むかれたルナのあられもない姿があった。

「こ、こんなはずじゃなかったのに……」

　白い肌をさらに蒼そう白はくにしているルナにフェリマは微笑ほほえむ。

　近きん隣りん国こくから使節が来訪した時など、騎士は王宮に泊とまり込みで警護をすることがある。寝ねるわけにもいかず、しかし起きているのもあまりに退たい屈くつなので、王宮に詰つめる騎士たちはちょっとした遊ゆう戯ぎに励はげみ、自然とカードやチェスの腕が上達してしまうのだ。

　王を守護するロレルカトル騎士団はことにその傾けい向こうが強く、フェリマも例外ではない。

「も、もう一回！」

　ルナが悔くやしげな声を漏もらす。

　一度負けた時はまだ声に張りがあったのだが、連敗が積もった今となってはその声は実に弱弱しい。

「別に構わないが、次にルナ様が負けた場合は上か下、どちらかを脱ぐことになるぞ？」

「わ、私を脱がせてどうしようというの!?　女同士だからってやっていいことと悪いことがあるのよ！　この変態！　淫いん獣じゆう！」

「厚　か　ま　し　い　被ひ　害がい　者しや　目　線　を　や　め　ろ」

　自分で仕し掛かけておいて何を言うのか。

　フェリマのジト目を受けて、ルナは浮き足あしだった調子でチェスを片づけ始めた。

「チェ、チェスも飽きたし別のことをしましょう」

　逃げやがってとフェリマは毒づくも、このままルナを剥いたところで何の得になるわけでもなし。これ以上続ける理由はフェリマにもなかった。

　何より早く服を着たいのだ。

「ご主人様を半はん裸らにするなんて。風か邪ぜを引いたら貴女あなたのせいだからね」

「私はこんなにも無礼な召使いであるからして、さっさとお役御ご免めんにしてしまうのがいいと思うが？」

「嫌。貴女は手放せない逸いつ材ざいだもの。とっても可愛いし……強い心を持っている」

　ほんの微かすかだが、フェリマはルナの声が沈んだのを感じた。

「邪じや術じゆつを用いる強さのあるルナ様が私なんぞを必要とするとも思えないが？」

　冗じよう談だんめかせて返すと、ルナは脱ぎ散ちらかした自分の服を取り上げて呟く。

「私にだって不安なときはあるわ。その時、傍そばに誰だれかがいれば心強いものよ」

　ルナの言う不安とは、先日『黒猫亭』で話していた内容のことなのだろう。

　残念ながらその後フェリマが尋たずねてもルナは話の内容をはぐらかし続けていた。

　それだけではない。ルナは自分の素す性じようやこの町の顔役になった経けい緯いを全て秘ひ匿とくとしている。聞き出そうとすると命令によって中断されてしまうのでフェリマは情報を得られない。

　フェリマとルナは服を着る。外はもう暗く、寝るより他にやることは無い。

　着き替がえ終えて寝る支し度たくを整えるフェリマの耳が外から聞こえてくる音を拾った。

「これは？」

「この館のベル。訪問者が鳴らしているみたいね。フェリマ、ちょっと見てきなさい」

　しぶしぶ玄げん関かんに向かおうとするフェリマにルナが呼びかける。

「あらあらフェリマ。剣を持たなくて大丈夫なの？」

「訪問者を剣で出で迎むかえるのがここの流りゆう儀ぎなのか？」

　思い返せば、ルナに初めて出会った時にもルナはフェリマを攻こう撃げきしてきた。ルナには初対面の人間にはとりあえず攻撃を仕掛ける掟おきてでもあるのだろうか。
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　フェリマが疑問に思えばルナはつまらなそうに手を広げる。

「悪名高いっていうのはなかなか厄やつ介かいなのよ。魔女を倒たおそうとする剣けん士しや私の財宝狙ねらいのごろつきが、私がドアを開けたとたんに襲いかかってくるもの」

「おちおち安心していられないということか。それではため息も出るだろうな」

「いいえ。そういった連中は男ばかりなの。貴女みたいな可愛い女の子が来てくれるなら毎日暗殺されかけても文句はないのにね」

　ルナの表情が好こう事ず家かのそれになる。

「それに暗殺に来るようなイケナイ娘は私に何をされたって文句は言えないわけだし……うにゅふふふ」

　これ以上この部屋にいると耳が腐くさりそうなので、フェリマは服を整えて剣を持つと玄関へと向かう。たとえ玄関の扉とびらを開けた先に斧おのを振ふりあげた大男がいたとしても、頭の中が一面の百ゆ合り畑な変態と一緒にいるよりはまだマシというものだ。

「それにしても何用なのだろう？」

　表のベルは相変わらず鳴らされつづけていた。しつこい音の響ひびきを注意深く聞けば、ベルを鳴らす人物にはどこか余よ裕ゆうがないようにも聞こえる。

　フェリマは玄関に到とう着ちやくすると、不意打ちに警戒しながら扉を開けた。

　途端、扉から冷たい風が侵しん入にゆうしてフェリマの肌を叩たたく。

　開け放たれた扉からは一筋の光が外へと伸のび、それは扉の前に立っていた人物を暗くら闇やみの中に浮かび上がらせた。

　頬ほおのこけた、ボロを幾いく重えにも纏まとったみすぼらしい身なりの男だった。おそらくはティゴザの民たみの一人だろう。彼かれの顔は蒼白で、それは決してこの外気の冷たさだけによるものではないことが見て取れる。

　男はフェリマを見ると狼狽うろたえた。彼はこの館にはルナだけしか住んでいないものだと思っていたようだ。

「あ、あれ？　魔女は？」

「中にいる。用件は？」

　声を張り上げないと風でかき消されてしまう。

　夜風を吸い込み男を問いただすフェリマ。その鼻がふと動いた。

（何だ？）

　男の体から妙みような臭においがするのだ。

　本当に微かで普通の人間ならまず気づかない程度。それでもフェリマが敏びん感かんに反応するのは、炎ほのおの魔法を扱う者であるからだ。

　人間の肉体を炎が焼く時に出る、一度嗅かいだら忘れない悪あく臭しゆう。

（人の焼ける匂におい！）

　騎き士し団だんで培つちかわれた危機感が体を熱くする。フェリマたち騎士団員はいざという時にすぐさま剣を扱える体を作っていて、体の熱はその証あかしだ。

「ま、魔女に伝えてほしい。町で殺しがあったんだ」

「殺人？」

　許されないことだが、ティゴザでは格別珍しい話でもない。

　しかし男がこれほどまでに慌あわてているのは単に人が死んだからではないはずだ。

「あの、二年前と同じで、死体にハツユキソウの花が供えて……」

　そこまで言って男は慌てて口を噤つぐむ。

　その仕草が、二年前に良からぬことが起こり、それをフェリマに知られたくないと思っていたことを教えてくれる。まさに語るに落ちるというやつだ。

　フェリマには二年前という言葉の意味が分からない。

　けれど事態が急を要するということは十分理解できたつもりだった。騎士団員であるが故ゆえ、こういった事態にはある程度場慣れしている。

「今からルナ様を呼んでくる。ここで待っていてくれ」

　フェリマは男に言いおくとルナの部屋へ駆かけた。入室するなり急いで告げる。

「ルナ様、ティゴザの町の者が来ている。何やら厄介ごとのようだ」

　ルナは暖だん炉ろに薪をくべて「厄介ごとなら行きたくないわ」とにべもない。

「私は裏役ではあっても御ご用よう聞ききではないの。そうそういいように使われてたまるものですか」

「やって来た男の服から微かに人の焼けた臭いがした」

「フェリマ。ティゴザで殺人が起きるなんて珍しい話ではないのよ。焼しよう死し体たいも同じ。死体から異い臭しゆうが出て人を集められるし見た目の凄せい惨さんさが強いから、悪い連中が見せしめのために死体を焼くことは結構多いの」

「殺人者は殺した相手に花も供えるのか？」

　フェリマが継つぎ足たした言葉にルナが表情を強こわばらせた。

「どういう意味かしら」

「死体にハツユキソウの花、だそうだ」

　フェリマが男の漏らした言葉を伝えると、ルナは急に本ほん棚だなに駆け寄よって本を取り出す。

「えっと、『氷の書』、ううん、こんなものが通じる相手じゃない。『影かげの兵』も駄目。『セクレイの凱がい旋せん』はまだ私が使いこなせないわ……」

　魔法を使えるフェリマには分かる。ルナが選んでいるのは魔ま典てんと呼ばれる武器だ。

　魔典とは単純に説明すると魔法を記した本だ。フェリマの魔ま法ほう剣けんのように炎を生み出すだけなら単純なものだが、本来魔法というのは使用するための手順や儀ぎ式しきが必要となる。実戦でいちいち呪じゆ文もんを唱えて儀式を行うというのは現実的ではない。

　この弱点をカバーするのが魔典だ。魔典にあらかじめ魔方陣や呪文など儀式を文章として書きこんでおけば、魔典に魔力を流し込むだけで魔法が発動できる。生いけ贄にえ――例えば牛を生贄にしなければならない儀式を魔典に記す場合は、牛の血で魔典に呪文を書くなどという代だい替たい措そ置ちを取る。

　魔典は作るのに時間がかかったり、使用回数に制限があるなどの欠点もあるが、戦せん闘とうで強力な魔法をすぐに使えるという利便性が先に立つ。

　魔典の書き方というのは人によって千せん差さ万ばん別べつで、同じ魔法でも魔典の書き方により威い力りよくは変化する。故に魔ま法ほう使つかいは自分の魔典作成の技術を隠し、優ゆう秀しゆうな魔法使いが作った魔典を盗ぬすみ見て技術を会え得とくしようとするのだ。

　残念ながらフェリマは魔典に疎うとい。フェリマが扱う魔法は戦闘中に儀式を行える程度の難度のものなので、魔典の勉強をあまりしてこなかったからだ。

　そのフェリマでさえも、ルナが本棚の奥おくから引きずり出してきた魔典を見た途と端たんに息を呑のんだ。

　暗い青色をした表紙の魔典は鈍どん器きと見み紛まがうような厚さだった。魔法の威力と儀式の複雑さは比例するので、魔典のページを見ればその魔法の強さがある程度は予想できる。

　ルナが手にする魔典の厚みは一いつ般ぱんの魔典とは格が違う。あの魔法が攻撃系なら、一発で数十人の兵を殺傷せしめるだろう。戦争以外で使い道があるとは思えない代しろ物ものだ。

「氷結魔法『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』……これしか無いわね」

　ルナはどこか余裕の無い表情で魔典を見つめると、壁かべにかけてあった黒いコートを身に纏い始めた。

「私と一緒に来なさい。運が悪ければ彼に出会えるかもしれないわ」

「彼？」

　彼とは誰のことなのだろう。

　鎧よろいを着こみ腰こしに剣を備えたフェリマはルナに連つれ添そい玄関へと向かいながら考える。

　傍かたわらのルナのひどく緊きん張ちようした面おも持もちを見るに、良からぬ相手であることは理解できた。

　強大な魔力を持つルナが強力な魔典を持っているのになおも怯えている不気味な事態。

（町で何があった？　二年前に何が起きた？）

　疑問を胸にフェリマは館を出て寒い外気へと身を晒さらす。

　何な故ぜだかフェリマは疑問の答えを知らなければならない気がしていた。

　そして町に着けば事件の発生場所はすぐに特定できた。

　町の一角、複数の道が集まる場所に人だかりができていたのだ。松明たいまつの灯とう火かが彼らの影を地に映し、数ある影は集まって一つの巨きよ大だいな影となり揺れ動いている。

　松明に照らされる彼らの顔には恐きよう怖ふが刻まれ、誰もが不安げな目を泳がせていた。

「どいてくれ！」

　フェリマとルナはその人だかりに割って入る。

　フェリマに押し退のけられた何人かが殺気だった目を向けたのは不安の裏返しか。

　だが彼らはフェリマの格好……騎士団の鎧とマントを目にすると詰まった悲鳴を上げた。ルナを見て畏おそれ慄おののくのならともかく、フェリマにここまで町の者が反応するのはどうにも解げせない。フェリマは乱暴しようとしてきたごろつきに少々の仕置きを与あたえただけでありならず者たちを震ふるえ上がらせるような所行は行っていないのだが。

　フェリマが抱いだいた疑問はしかし、眼前に横たわる死体の惨さん状じようを見た途端に吹ふき飛とんだ。

　死体は赤黒く焼やけ焦こげ煙を上げている。外見からでは男とも女とも判別がつかず、折り曲げられた手足はこの体が生きながらにして焼き殺されたことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

「酷ひどいな」

　フェリマは喉のどの奥からこみ上げてくる吐はき気けに耐たえかね視線を逸そらす。するとルナが食い入るように何かを見つめていることに気がついた。

　彼女の視線を追えば、遺体の横には妙なものが置かれている。

　茶色いそれはバスカの草だった。風で飛ばされてここにたどり着いたのではないことは、バスカの草が風で飛ばされぬように、草の上に石が置かれていることから分かる。

　そしてもう一つ。バスカの草の隣には白と緑の入り混じった花がある。ハツユキソウという花だった。

　誰かがバスカの草とハツユキソウを置いたのだ。

　ハツユキソウはともかくとして、まさか色気も何もないバスカが死者への手た向むけというわけであるはずもない。

　ならば手た折おられたバスカの草が、そしてハツユキソウが意味するところは何か。

「この死体はバスカの密売人ね」

「ここまで焼かれているのにどうして分かる？」

「ご丁てい寧ねいに犯人が教えてくれているじゃない」

　ルナはバスカの草を指さす。

「じゃあハツユキソウはどういう意味だ？」

　フェリマの疑問にルナは答えず今度は死体をじっと見つめる。

　質問を無視されたフェリマは苛いら立だった。焼死体の臭いが酷かったことも、フェリマの心を荒あら立だたせている一因だ。

「フェリマ。貴女って炎の魔法の使い手よね？」

　急にルナが確かく認にんしてくる。フェリマは頷いた。

　魔法を扱あつかう人間には得意な魔法の種類というものがある。フェリマの場合なら炎だ。

　別に得意な種類以外の魔法が使えないというわけではないが、実力を完全に発揮できるのは得意な魔法を使用した時である。

「炎の使い手としてこの死体を見た時、気付いたことは無い？」

「私は人を殺したことが無い」

　フェリマはすぐさま言い放った。

　ここ暫くボトキア王国は近隣国と戦争をしていない。フェリマが住むグレモリスも治安は良く、フェリマは騎士団でありながら剣に血を吸わせる必要は無かった。

　悪党は捕とらえればいい。それがフェリマの基本姿勢だ。

　だから死体などはあまり見慣れていない。殺人事件があったとしても酒の席での喧けん嘩かの末にといったものばかりで、焼死体を見た経験は一回、それも短い時間だった。

　つまり、意見を求められても困る。

「ふぅん」

　ルナは期待外れといった顔をする。無能、と暗に言われた気がしたフェリマは死体を凝ぎよう視しした。ルナが自分を試ためしているのなら何としても死体の問題点を見つけ出して鼻を明かしてやるのだ。

　フェリマは屈かがみ込む。強きよう烈れつな臭いが強さを増した。

　焼死体とはここまで惨むごいのかと改めて知ると、自分が操あやつる炎が恐おそろしく感じられる。

　一度でも焼死体を見たことが無かったらこれほど冷静に検分できなかったに違ちがいない。

「……頭から足にかけて全身を熱で破損しているな。だが、妙だ」

「気付いた？」

「ああ。この死体、頭から足まで破損の深さが似通っている。仮に火か炎えんで焼いたとしたらここまで均一にはならないはずだ」

　炎で人体を傷つけると部位によって損傷にムラが出るものだ。ところがこの死体はそのムラが少ない。

　このような状態になるのに考えられることは二つ。

　一つは低温の炎で時間をかけてじっくり焼いた場合。街中で起きた今回の事件では該がい当とうしないだろう。そこまで長く人が焼けていたらこうなる前に誰かが気付く。

　もう一つ。人体を短時間で、それも全身を強烈に熱する。これならば今回の事件の説明がつく。

　ただしそこまでの超ちよう高こう温おんの炎を浴びせれば、周囲の地面にもう少し焼け焦げなどができてもいいはずだ。現場にはそのような痕こん跡せきは見られない。

「おそらくは魔法。熱してはいるが炎ではない。となると考えられるのは……」

　フェリマの頭が答えをはじき出す。

「膨ぼう大だいな熱を対象に即そく座ざに叩き込める種類の魔法……雷らい撃げきか？」

　雷撃。その言葉が周囲の群集を恐怖させた。ある者は絶句し、ある者は唇くちびるを震わせる。

　聞いてはならない言葉を聞いてしまった。周囲の反応はそんな様子だった。

「私も同じ見立てよ。これは雷撃を体内に直接流し込む技によるもの」

　ルナの口ぶりが妙だった。まるで犯人が誰だか知っているかのようだ。

　いや、とフェリマは確信する。ルナは絶対に犯人を知っている。そして犯人の力量を知っている。だから物騒な魔典を持ち込んでいるのだ。

「犯人は誰だ？　心当たりがあるんだろう？」

　ルナは苦しそうに呻うめくと、低く呟いた。

「これをやったのはアスティス・クリムバーン。元騎士で、二年前に私が殺したはずだった人よ」

　アスティス。レオリム団長より聞いていた、行方ゆくえ知れずの騎士。彼は三年前にティゴザに執しつ政せい官として赴いたはず。正義と秩ちつ序じよでティゴザを救おうとしていたはず。

　その彼がどうしてこんなことを？

　理解できずにいるフェリマの横を強い風が走はしり抜ぬける。

　炭化した男の身体の一部がその風によってさらわれていった。




　　　◇




　ティゴザの町から少し離はなれた荒あれ地ちに男はいた。

　年の程ほどは二十代半ば。顔の作りは凛り々りしいものであるが、無ぶ精しようひげと少しやつれた頬が男の魅み力りよくを曇くもらせている。

　男は色あせた服の上にあちこち破れたマントを重ねていた。この場にフェリマがいれば彼の今はもう見る影もないマントが騎士団のものであると見み抜ぬいたかもしれない。男の右手には黒くて小さな天てん秤びんが握られていた。

　男は幽ゆう鬼きのようにその場にいて、立っているというよりは地面の上に乗っかっているように力無い立ち姿だ。

　それでもその目には禍まが々まがしいまでに強い力が宿されており、瞳ひとみはまっすぐにティゴザの町に向けられている。

「罪の匂いがする」

　男は自分の手に視線を落とした。

　ついさっきこの手で人を殺してきたばかりだ。相手はバスカの密売人だった。

　生きたまま焼かれた男の悲鳴、肉の焦げる匂いは耳と鼻にこびり付いている。

　男に罪悪感は無い。正しいことをしたからだ。少なくとも男はそう信じていた。

「罪の匂いが消えない」

　確認するように呟く。数名程度を殺しただけでは足りない。

　もっとたくさんの血を流さねばティゴザの罪は洗い流せないと結論づける。

　男の体たい躯くが青白い輝かがやきを纏う。焚たき火びにくべた小枝が爆はぜるようなパチパチという軽い音が周囲に巻き散らかされる。

「罪人は裁かれなければならない」

　光から幾いく筋すじもの雷撃の糸が飛び、それらは荒れ地のあちこちを打ちすえた。土が弾はじけ、荒れ地に根を生やしていた草に当たれば焼け焦げる。

『アスティス。傷の具合は大丈夫です？』

　声がした。つい心が和なごんでしまいそうな無む垢くな少女の声だ。

　その声を発したのは人間ではない。男の手に握られている天秤が声を発したのだ。

「傷はもう大丈夫だ。お前との契けい約やくで得た魔力も申し分ない。これならティゴザへ正義を執しつ行こうするのは容易たやすいだろう」

　男……アスティス・クリムバーンは真しん剣けんな顔を天秤へと向けている。

「契約を持ちかけられた時は選せん択たくの余地は無かったが……お前は半死半生のこの身を助け魔力を与えてくれた。お前がいてくれたからここまでこれた」

『アスティスのために精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるのです』

　謝辞をもらった天秤は嬉うれしそうに声を弾はずませるが、すぐに声の調子は下がった。

『けれど無理をしないでほしいのです。魔力のために払はらう代だい償しようは大きいのです』

「承知している。悪あく魔まとの契約は命が代償だ」

『……分かっているなら少し休んでほしいのです』

「ティゴザの周囲に仕掛けを施ほどこす必要がある。今は休むべき時ではない」

『でも、アスティスの身体は今も……』

　アスティスは首を横に振った。

「悪魔よ。この身はティゴザへと正義を執行するためにお前と契約した。そして交かわした契約に従いお前に代償をしっかりと支し払はらっている。何が不満なのだ？」

『……うぅ』

　天秤からは悲しげな声が上がった。

　アスティスは手の天秤を暫しばらく見つめていたが、やがてゆっくりと撫であげた。

　天秤から甘あまい声が漏れる。

『ふぁぁ。あったかいです。アスティスの手は優やさしいです』

「……優しくはない。この手は正義の手だ。悪に慈じ悲ひなど与えずに正義を執行する手だ。先さき程ほど一人の罪人を裁いた手だ」

　アスティスの目に憎ぞう悪おの光が宿った。

「そうとも。正義に優しさなど不要。なまじ優しさなどあるから悪が蔓延はびこる。その結果に罪なき者の犠ぎ牲せいがある。優しさなど甘えに過ぎん。もっと早く気付くべきだった」

　アスティスは天秤に注いでいた視線をティゴザに戻もどす。

「この身は悟さとった。正義とは悪を憎にくみ罪を赦ゆるさぬことだ」

　彼の正義についての持論は盲もう信しんに近く、異論を唱えることを許さない。
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　彼はしばらく目を瞑つぶった後、目を大きく見開いて吼ほえた。

「さぁティゴザよ！　罪の町よ！　今こそ救いの無い正義を執行してくれよう！」

　正義という名の狂きよう気きを身にまとい、堕おちた騎士は今ひとたびティゴザに牙きばを剥く。

　もう彼は止まらない。正義という幻げん想そうに呑まれた男はティゴザを敵と決めたのだ。




　　　◇




　次の日。フェリマは考え込んでいた。

　昨夜の一件では犯人はついに現れなかったが、ルナの顔には怯えがある。それが昨夜の焼しよう死し事件の犯人に、ひいては二年前に起こったらしい事件に起因しているのは明白だ。

　だからフェリマはルナを怯えさせる犯人を見つけだし、自由になろうと考える。

　犯人を捕つかまえてルナに恩を売り、隷属の魔法を解除してもらうのも手。逆に犯人と手を組んでルナを捕ほ縛ばくし隷属状態を解除させるのも手だ。解除した後で犯人を逮たい捕ほしてしまえば何ら問題はない。

　犯人を利用して召めし使つかい状態から脱だつ却きやくする光明は見えたが、どちらの手も犯人を見つけないことには始まらない。

　だからフェリマは犯人について探さぐろうとしているのだが、ルナも町の人も二年前の出来事については貝のように口を噤んでいる。特に町の人はフェリマを見ただけであからさまに避さけているので、話をすることもままならない。

　となると、情報提供してくれる望みのある人物の心当たりは一人だけ。

　その人物の皮肉気な表情を思い出すだけで、前ぜん途との多難さが理解できる。アレは簡単に情報を渡わたしてくれるタマではないだろう。

　それでもフェリマは聞き出さねばならない。

　相手が渋しぶるのなら最後の手段も残っている。

　それはフェリマ自身も使うのを躊躇ためらう、最後の手段。

　どうか穏おん便びんに情報を聞き出せますようにと祈いのりながらフェリマは町へと向かう。




　　　◇




　ナハトはため息を吐いた。

　経営する酒場『黒くろ猫ねこ亭てい』のカウンターに姦かしましいお客が一人いるのだ。

「ナハト！　二年前の事件とは一体何だッ！」

「面めん倒どうな奴やつに目を付けられた……」

　席に腰こし掛かけてカウンターを叩くフェリマにナハトはすっかり呆あきれ声だ。

　時刻は昼過ぎ。ティゴザの酒場『黒猫亭』のマスターであるナハトは大変気分屋であり、店を開ける時間も気分次し第だい。

　今日は昼過ぎに店を開けたのだが、ドアを開けた瞬しゆん間かんに女騎き士しが乗り込んできたのだ。

　女騎士は料理や酒を注文することもなくいきなりカウンターの席を陣じん取どると、二年前にティゴザで起きた事件を洗いざらい吐き出だせと要求してきて今に至る。

　フェリマときたら酔よっているのかと言いたくなるような大声を張り上げるものだから、ナハトとしてはたまったものではない。

「とりあえず、情報以外の注文をどうぞ」

「ここは酒場だろう。お客の注文は酒だろうが情報だろうがすぐに提供するべきだ」

「嫌いやな客だな。注文もせずに情報だけよこせとは。せめて酒でも注文したらどうだ」

「昼間から酒だと？　非常識な奴だ」

「酒場で酒を頼たのまない奴は帰れ」

　ナハトはフェリマに背を向けると皿や杯さかずきを片づける。

　これにはフェリマもこちらの言葉の理を汲くみ取とったようだ。

「あ、ちょ、ちょっと待て。待ってくれ」

　フェリマが慌ててナハトの背中に呼びかける。

「分かった。何か注文するから話を聞かせてくれ」

「じゃあ注文しろ。ラム酒か？　果実酒は高いぞ」

　フェリマはモジモジと肩を揺ゆすった。

「……ミ、ミルク」

　ナハトは吹き出した。こらえられないと言ったその表情にフェリマが顔を紅潮させる。

「わ、笑ったな!?　キサマ騎士を愚ぐ弄ろうするか！」

「酒も呑めないお子さまが騎士？　乳ち離ばなれできないくせに騎士？」

　隠かくそうともしない嘲あざけりの響きにフェリマがムキになる。

「子ども扱いするな！　私だって酒は呑めるぞ！　その……舐なめる程度なら」

「そんなお子さまには二年前の事件なんて話せないな。何せ刺し激げきの強い話だからな」

「そこをなんとか！」

「せめて酒を一いつ杯ぱい飲み干すくらいの大人でもなければとても話せないなぁ」

　ナハトからしてみれば、こんなにもからかいようのあるネタをおいそれと手放したくはない。多少下手に出られたところでハイ分かりましたと情報を与えるはずもないのだ。

　ナハトはフェリマを追いつめるように棚たなから果実酒を取り出すと、杯に注いでフェリマの前に差し出す。

「ほら騎士様。とても美お味いしい果実酒だ」

「さ、酒はちょっと」

「俺おれの酒が呑めないような奴が俺に情報を求めるなんておこがましいとは思わないか？」

　フェリマは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしていたが、何故か急にその表情を平へい坦たんなものに変えた。

「……それを飲み干したら情報を教えてくれるんだな？」

　フェリマの声が妙に冷たい。聞いているナハトの背に少しだけ悪お寒かんが走る。

「あ、ああ。ついでにこの一杯は俺の奢おごりにしてやるよ」

「そうか」

　フェリマは感情を感じさせない声で呟つぶやくと、やおら席を立って店のドアへと向かい、どうしたことかドアに閂かんぬきをかける。

　ごとっ、と閂の閉まる音がナハトの危機感を煽あおる。

　まるで猛もう獣じゆうの檻おりにでも閉じこめられたような……。

「なあ、どうして閂を？」

「酒を飲んだ私を外に出すわけにはいかないからな。この店に封ふう印いんさせてもらう」

　封印？

　おおよそ酒の席では聞き慣れない不ふ穏おんな言葉がナハトを動どう揺ようさせた。

　事態は妙な方向に向かい始めている。

　ナハトが一筋の冷ひや汗あせを垂らして己おのれの提示した条件への不安を募つのらせる中、フェリマはナハトの前に座すわると杯を持つ。

「もう一度聞くが、これを飲み干せば情報を教えてくれるんだな？」

「も、もちろんだ」

「いいだろう。ただしこれはお前が持ち出した条件であってどうなろうとお前の責任だ」

　不穏な言葉を吐き出したフェリマは一気に杯を傾かたむける。

　そして大きく息を吐くと、泥どろのように濁にごった眼めでナハトを睨にらみつけた。

「ナハト、己の愚おろかさを呪のろうがいい。この瞬間お前は地じ獄ごくへの一歩を踏ふみ出したのだ」

　その気き迫はくの凄すさまじさと、決して戯ざれ言ごととはとれない脅おどし文もん句くにナハトは息を呑んだ。

　フェリマとナハトは時間が止まったように見つめあって動かない。

　どれほどの時が経たったろうか。

　フェリマの目が静かに閉じられ、その頭がガクンと落ちた。

「お、おい。眠ねむったのか？」

　そうであってほしいという願望を込めてナハトが問いかける。

　直後、彼は己の見通しの甘さを知ることになる。

　落とされたフェリマの頭がゆっくりと持ち上げられていく。その顔に浮うかぶ表情はとろけきっていた。

　ぼんやりと開けられた目がナハトを捉とらえる。

「…………」

　フェリマは無言。

「…………」

　ナハトも無言。




「……ナハトちゃん見ーつけたっ♪」




　ナハトは恐怖した。

　彼は眼前の女騎士の変へん貌ぼうが信じられなかった。

　酒を呑んだフェリマ・ソーレインはまずナハトを見つめた。そこまではいい。

　問題は次からだ。

　それまで固い口調だった女騎士が突とつ如じよとして甘ったるい声を上げて飛びかかってきたのだ。カウンター越ごしだというのに、フェリマは獲え物ものを見つけた鷹たかと見み間ま違ちがう速度でナハトに飛びかかる。まさに驚きよう天てん動どう地ち。

「!?」

　ナハトはとっさにフェリマの肩かたを掴つかんで押おさえ込もうとする。相手は騎士とはいえ男と女、力比べでは負けないという楽観的な計算があった……のだが、

「そおぃ！」

　フェリマは逆にナハトの服を掴むと自分の方に引き寄せる。その力の凶きよう悪あくさはナハトがカウンター越しに引きずり出されたほどだ。

「ふぎにゃっ！」

　ナハトは踏まれた猫ねこみたいな悲鳴を上げて、カウンターを越こえてフェリマの方に連れ去られる。その勢いのままに地面に転がされたナハトは数度回転すると仰あお向むけに倒れた。

　なにが起きたか分からない。

　体の痛みから投げられたのだと理解できるが、気持ちがまるで追いつけない。

（この俺が体術で後おくれを取っただと!?）

　まずは起きあがろうとしたナハトだが、更さらに強い力で地に押しつけられる。

　童女のように無む邪じや気きな微笑ほほえみを湛たたえた女騎士がナハトを押し倒しているのだ。

「ナハトちゃんナハトちゃんすりすりすり……」

　フェリマがナハトの上にのしかかると顔を近づけて頬ほお擦ずりする。

　さっきまで凛々しい表情をしていた女騎士の豹ひよう変へんを前にナハトは反応できずにいた。それをいいことにフェリマはどんどん身体をナハトに密着させてくる。

「抱っこっ！　抱っこして！」

「お、おい！　当たってる！　お前のが当たってるぞ！」

「やぁん♪　ナハトちゃんのえっち」

「お　前　の　鎧　が　痛　い　ん　で　す　け　ど」

　騎士団の鎧は硬こう度どに定評がある。ぶつけられてけっこう痛い。

「んじゃあ脱ぬぐね」

　フェリマはナハトに馬乗りになりながらいきなり鎧に手をかけた。

　鎧を脱だつ着ちやくする。それはいい。しかし鎧を脱ぎ捨すてたフェリマがどうして服にまで手をかけるのかナハトには不思議でたまらない。

「待て。お前何をしている？」

「服を脱ぐの。ナハトちゃんの身体があったかいから服は要いらないと思うの」

　フェリマが服を一枚脱ぐと艶なまめかしく色づいた肌はだが露あらわになる。健康的な色合いの誘ゆう惑わくにナハトは内心ドギマギしていた。

「あの、目の前に男がいるんだから脱ぐのはよせよ」

「ナハトちゃーん♪」

「ダメだコイツ聞いちゃいない！」

　笑いで顔をふやけさせたフェリマはナハトにじゃれついて離れようとしない。

（こいつはとんだ酒乱だ！　甘え上戸なんて聞いたこともないぞ！）

　ナハトはフェリマに組みしかれながらどうにか逃にげだそうと試みる。

　するとフェリマの動きが突とつ然ぜん止まり、真剣な面おも持もちでナハトを見つめる。

「？」

　何か言いたいことがあるのだろうか。

　沈ちん黙もくの意味を勘かんぐったナハトはつい見つめ返してしまう。

「…………あむっ♪」

　フェリマがナハトの頬を甘あま噛がみした。さっきまでの真しん摯しな表情は何だったのか。

「なふぁとふぁんのふぉっぺやふぁらふぁーい」

「噛んだまま喋しやべるな！　いい加減に離れろ！」

　ナハトは全力でフェリマを引ひき剥はがす。そのまま素す早ばやく起き上がるとドアに向かって一直線。とにかく外に逃げるのだ。

　だがドアには閂がしっかりと掛かけられていた。閂は泥どろ棒ぼう対策に役立つ頼もしい家の守り手だが、今となっては恨うらめしい。

「畜ちく生しよう！」

　ナハトは悪態を吐きながら閂を外そうとした。

　ほんの短い時間だった。だが、背後にいる恐るべき存在はナハトの逃とう走そうを許さない。

「逃げるのだめっ！」

　戸を開けるよりも早くナハトの体が羽は交がい絞しめにされた。

「まだだよ。フェリマちゃんは全然満足していないよ。ナハトちゃんをぎゅってするんだよ。そしてナデナデしてもらって、みゅうみゅうして……」

　ズルズルズル……、とフェリマはそのままナハトを引きずっていく。彼かの女じよは助けを呼べないようにナハトの口を押おさえており、その挙動が妙に手て馴なれているのが不気味だ。

　ナハトを店の中央まで拉ら致ちしたフェリマはナハトの手を掴んでニッコリと笑う。

「さぁ、おままごとをしようよ！　フェリマちゃんはナハトちゃんとの甘いおままごとを所しよ望もうするよ！　炎よりもなお熱く苛か烈れつに甘えるよ！」

「ふざけんな！　ガキじゃあるまいし……」

「おままごとを拒きよ否ひると未亡人ごっこになるよ！　喪も服ふくを着たフェリマちゃんが土の下のナハトちゃんの冥めい福ふくをひたすら祈り続ける遊びだよ！」

　死か甘えか選べデツドオアスイート。

　フェリマの言いたいことを悟りナハトは詰つまった悲鳴を上げる。

　ナハトの心臓は恐怖で今にも止まりそうだった。

（お、俺には分かる。今のこいつは甘えるためなら手段を選ばない！　そして今のこいつの甘えをまともに受けたら俺の肉体はただでは済まないだろう……）

　じゃあどうすればいいのだ。

　黙だまって甘えを受け入れれば被ひ害がいを受け、甘えを拒こばめば生命の危機が訪おとずれる。

　無事でいられる選せん択たく肢しが無い。

　いっそのことフェリマを倒たおす？　否いな、今の彼女に勝てる気がしない。

「じゃあおままごとの始まりね。フェリマちゃんは幸せなお嫁よめさん役で、ナハトちゃんは幸せなお婿むこさん！」

「く、来るな……」

　顔を近づけてくるフェリマ。ナハトの瞳が恐怖に揺れ動うごく。

　ナハトは、絶望という存在は濁だく流りゆうのように濁って淀よどんでいて、全すべてのものを呑みこんでしまうような暗いものだと想像していた。

　今分かった。違うのだ。絶望とは淀んでいないし暗いものでもない。

　真の絶望とは金色だ。例えば近づいてくる女騎士の髪かみの色のような。

　真の絶望とは桃もも色いろだ。例えば近づけられる女騎士の唇の色のような。

　真の絶望とは透とう明めいだ。例えば近づいてくる女騎士の碧あおき瞳のような。

　頭から甘えること以外の一いつ切さいを除外した無邪気な悪あつ鬼きが近づいてくる。

「か、神様、助けて……」

　ナハトは神かみ頼だのみをした。だがその言葉はとても弱く、天はおろか天てん井じようにすら届かない。

　運命はナハトに味方しなかった。そして絶望フエリマはナハトを間合いに入れていた。

「あもーれ（ギュムッ）！」

「ギャァァァァァァァァァァ!!」

　蕩とろけそうな表情のフェリマがナハトに力いっぱい抱きついた。

　満足げなフェリマだが、ナハトの身体がその力に悲鳴を上げているのは彼女の斟しん酌しやくするところではない。
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「はぁうんナハトちゃんがあったかくて柔やわらかくて気持ちいいよぉっ！」

「ば、馬ば鹿かな……。これがおままごとだと……ッ？　いつからおままごととは相手を殺傷せしめる暗殺技わざになったと……グェッ！」

「ナハトちゃんぎゅーっ！　思いっきりぎゅーっ！」

「だ、誰だれか助けてぇ！　甘ころされるぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　女騎士に酒が加わることによってこの世に顕けん現げんした悪夢はただひたすらに甘え続ける。

　ナハトは必死で助けを求め続けるが、誰も応こたえる者はいない。

　仮にナハトの叫さけびを誰かが拾ったとしても誰も助けにはこないだろう。この町の住民は自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいなのだから。

　他人の不幸が当たり前の町、それも誰もいない店ではナハトの叫びは虚むなしく宙に消えるだけに終わった。

　結局、ナハトに残された道はただ一つ。耐える事だけだ。

　ナハトは歯を食いしばってフェリマの猛もう攻こうに耐えた。耐える事しかできなかった。

「ナハトちゃん大好きっ！　ぎゅーっ！」

　今、ナハトの耐たい久きゆう力りよくが試されている。




　　　◇




　夕焼けがティゴザの町を染める頃ころ。フェリマは頭痛に耐えていた。

　窓から差し込む橙だいだい色いろの光は、『黒猫亭』の中を物もの哀がなしげに彩いろどっている。

「夕焼けが綺き麗れいだな」とフェリマ。

「そうだな。生きているって素す晴ばらしいな」とナハト。

「……手て酷ひどくやられたようだな」

「ああ。お前にな」

　すっかり憔しよう悴すいしきったフェリマとナハトがカウンターに隣となり合あいうな垂れていた。

　ナハトの着衣はすっかり乱れて、服のボタンは二つほど行方不明。甘え狂くるうフェリマによって弾はじき飛ばされてしまったらしい。

　フェリマもカウンターに突つっ伏ぷしていた。金きん髪ぱつが力なくテーブルの上に広がっている。

　ナハトがノロノロと億おつ劫くうそうに体を持ち上げるとドアに向かい、外に出ている看板を下げて店じまいする。人気が無い店の強みは閉店時間が自由なところだ。

「もう今日は何も出来る気がしねえ」

　アルコールフェリマに骨の髄ずいまで甘えつくされてもはや満まん身しん創そう痍いとなったナハトは虚うつろな笑いを浮かべつつドアを閉めた。

「それは困るぞ。二年前の出来事とやらを話してもらわなければ困る」

　ナハトは疲つかれ切きった顔をフェリマに向けたが、フェリマが勝手に店の棚を物色して酒さか瓶びんを取り出すと顔色を変える。

「話すのが嫌なら二回戦を始めようか？　言っておくが酔った私の甘え振ぶりは酒の強さに比例する」

「さっきまでのが最大ではなかったというのか……ッ!?」

「さっきのなど生なま温ぬるい。なにせ私がまだ人語を喋っていられたくらいだからな」

「あれだけでも十分に脅きよう威いだったというのに更に甘えるだと？　馬鹿な！　こっちの身が持たない……」

　しかもフェリマの手にあるのは店の中でも五本の指に入るほど強い酒であり、ナハトは頬ほおを痙けい攣れんさせるしかない。

「さあナハト、覚かく悟ごを決めてもらおうか。私は何としてでも情報を得なければならない。手段は選ばないぞ」

　フェリマとて酒を飲んで甘えるのは恥はずかしいのだ。

　だがもう後には退けない。恥はじの上うわ塗ぬりをしてでもナハトから情報を手に入れる。

　揺るぎない覚悟の炎ほのおがフェリマの胸に燃えていた。

「わ、分かった。まずはそれを置け……」

　フェリマが酒をとりあえず置くと、ナハトの顔に安あん堵どの色が浮かぶ。

　ナハトはカウンター越しにフェリマと向かい合い、どこからかパイプを取り出すと火をつけて一服した。

「二年前の話の前に、一つお前に聞きたいことがある」

　ナハトがウェストコートの着装を直し、問いかけてくる。

「お前の剣けんの持ち手にある宝石、どこで手に入れた？」

「この天紅石ジグメナスのことか？　……あげないぞ？」

「露ろ骨こつに剣を遠ざけんな」

　心外、とでも言うようにナハトは顔を顰しかめる。

「別に奪うばおうって腹じゃない。ただ、少し気になってな」

　ナハトの目に害意は無い。それくらいなら話してもいいだろうとフェリマは判断した。

「これはソーレイン家に伝わる家宝だ。ソーレイン家は以前に不幸な事件があって館やかたが焼しよう失しつしてしまったが、これだけは何な故ぜか持ち出せたんだ」

「そうか……」

　ナハトは形容し難がたい表情を瞳の中に湛えると、十分だと言うように話を打ち切った。

　そして気分を落ち着けるように煙けむりを吸い込み、葉を落とす。

「さて、じゃあお前が求める二年前の話に戻るが……やはり俺の口から語るのはよそう」

「よーし。フェリマちゃん甘えちゃうぞー。意地悪ナハトに全力で甘えちゃうぞー」

「待ってくださいお願いします！」

　酒を呑のみ干ほそうとするフェリマをナハトが悲鳴を上げて制止する。

「別に意地悪をしようとしているわけじゃないぞ！　あの事件に最も強く関かかわった奴の口から聞いた方が理解をしやすいだろうっていう話だ！　だから勘かん弁べんしてくれ！」

　納なつ得とくしたフェリマは酒をひとまず置いた。ナハトが怖こわそうに酒に目を落としている。

「あの事件についてなら魔ま女じよに聞け。あいつはあの事件に誰よりも深く関わっている」

「ルナ様か……だけどルナ様は一向に喋ろうとしないんだ」

「だろうな」

　そこが問題なのだ。フェリマはその問題を解決できずに行ゆき詰づまっている。

「……自分の過去を話してみたらどうだ？」

　ナハトが切り出してきた。それは突然思いついたというよりも、暫く黙っていたことを機会を見計らってようやく口に出したかのような間の取り方だった。

「お前だってつらい過去があったんだろう。それをあの魔女に話してみるのさ。ただ一方的に聞き出すだけではなく辛つらい気持ちを共有する。当たり前のようで実は難しい、とても大切なことだ」

「私の……過去を？」

　一いつ瞬しゆん、頭の中で強烈な炎のイメージが燃え上がる。

　別に始終引きずっているのでもない。過去は過去だと割り切ってきた。だけど消えない過去の悲劇の残ざん滓し。

「共感、っていうのは誰もが求めるのさ。あの魔女だってきっとそうだ」

　言葉こそ飄ひよう々ひようとしているが、ナハトの語り口にはどこか重々しい説得力がある。

　現状を俯ふ瞰かんしているわけではない。傍ぼう観かん者しやを気取って、哀あわれな女騎士に情報の一つでも恵めぐんでやろうかという上から目線も感じない。フェリマに肩かた入いれしようとする姿勢が見えている。

　その気持ちはありがたい。ただ、戸と惑まどうのも事実だ。

　ナハトは理由も無く誰かに肩入れするような人間には見えない。そのナハトがフェリマに協力しようとしているのはどうしたことだ。理由があるのか？　でも、フェリマの思い返す限りナハトがフェリマについて具体的に興味を持ったのは、剣の天紅石ジグメナスについてだけだ。ナハトが肩入れしてくれる理由となる出来事は、フェリマの記き憶おくの中には無い。

　とはいえナハトの助言にすがるしかないのが現状だ。今はありがたく受け入れたい。

「分かった。ルナ様にもう一度掛かけ合ってみる」

　フェリマが告げると、ナハトが葉を落とし終えたパイプをクルリと回してみせる。

　頑がん張ばれ、ということらしい。
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「――もう一度お願いする。ルナ様、二年前の事件について教えてもらえないか？」

「何度も言っているでしょう。嫌よ」

　館に戻ったフェリマは再度ルナに交こう渉しようしてみるが、結果はご覧の有様。

　部屋に籠こもって魔ま法ほう研究に勤いそしむルナは中々に強ごう情じようだった。

「貴女あなたは黙って私に従えばいい。二年前のことは貴女に関係ない」

「……別わかれ際ぎわにナハトがルナ様に伝えるように言ってた。『二年前の事件に向き合えない者に今回の災さい厄やくは防げない』って」

「……あの男、好き勝手に言ってくれるわね」

　ルナが苛いら立だたしげに机を叩たたいた。昨夜からルナの顔からは余よ裕ゆうが失われている。

「二年前に殺人事件があって私が犯人を殺しただけよ。これでいいでしょ？」

　ぶっきらぼうにルナが話を切り上げようとした。

　いつもだったら笑えみで内心を隠そうとするルナだが、今は顔に表情が透すけて見える。

　怒いかり、苛いら立だち、不安……そして後こう悔かい？

「……ルナ様」

「しつこいわね。これ以上続けるなら貴女の人格を人と話すことすらできないような臆おく病びようで卑ひ屈くつなものに改変するわよ？」

　フェリマは一瞬だけ怯ひるむ。

　フェリマの意識は禁きん忌きの魔法でルナに握にぎられている。確かにルナならばフェリマを都合のいい存在に作つくり替かえることも容易い。

　それでもフェリマは言葉をひっこめなかった。ナハトの言葉を思い出しながら、言う。

「ルナ様は二年前に大切な誰かを失ったのか？」

　突然の詰きつ問もん。ルナは眼を見開いた。

「ナハトがそこまで喋ったの？」

「違ちがう。ルナ様の顔を見た時に気付いたんだ。ルナ様はまるで昔の私みたいに……大切な人を失った悲しみに満ちていた」

　しばしの沈黙の後、フェリマは長い息を吐はく。

「……私の家、ソーレイン家は私と一人のメイドを除いて皆みな殺ごろしにされているんだ」

　ルナは手を止める。フェリマの長い睫まつ毛げが悲しげに下がっている。

「私が六歳さいの頃、盗とう賊ぞく団の襲しゆう撃げきに遭あった。私とメイドは賊ぞくに襲おそわれて意識を失って、目を覚ましたら館は燃えていた。どうやって脱だつ出しゆつできたのかも覚えていない」

　フェリマは拳こぶしを握りしめる。

「父も母も兄も、何もかもを失った。私はメイドと二人でひっそりと暮らすことになり、やがて騎き士し団だんに所属した」

　あの時の恐きよう怖ふの残滓は脳のう裏りにこびり付き、目を閉じればありありと浮かんでくる。

　火を放たれた屋や敷しき、聞こえてきた母の悲鳴、そして――幼い自分の目の前に立っていた賊の一人と、彼かれが持っていた細い剣の輝かがやき。メイドはあの事件の恐怖からか、フェリマが騎士団に入るまでソーレインの名を使うことすら嫌がり、フェリマに禁じていた。

「今でも家族の命日になるとメイドは今のルナ様と同じ顔をする。おそらく私も同じような顔をしているんだろうな」

　フェリマの独白は宙をさまよい消える。ルナに話して聞かせるというよりは、自分の中の言葉を抑おさえきれなくなったといった方が正しいのかもしれない。

「私はルナ様の悲しみを理解することはできない。ただルナ様が悲しんでいることを理解することはできるつもりだ」

「理解できていて、それでもなお私に喋らせようというの？」

「誰かを失う悲しみを知っているのなら、更なる悲劇を防ぎたいとする私の心も理解してもらえると思ってな」

　フェリマとルナの視線が中空でぶつかり合う。

「……嫌な目ね」

　フェリマから視線を外さずにルナが吐き捨てる。

「その目、まるっきり彼と同じ。言い出したら聞かないんだから……」

　ルナは仕方ないといった態で肩をすくめると、椅い子すを引いてフェリマへと姿勢を正す。

「どこから話せばいいのかしら。誰かに話すことなんて考えてなかったから、いざ話すとなると困るわ」

　ルナの中では沢たく山さんの言葉が浮かんでは消えているのであろう。浮かんだ言葉のどれもが過去に関係のある言葉なのだろうが、生あい憎にくとその全てを口に出したら聞き手が音を上げてしまう。過去を分かりやすく正確に伝えるのに適した言葉は何かを探すルナの表情は、口を出すことも躊躇ためらわれるほど真しん剣けんそのものだった。

「……二年前、町民が次々と殺されるという事件があったわ」

「犯人は、昨日話していた男か？」

「ええ。アスティス・クリムバーン。三年前、彼は治安が悪かったこの地に執しつ政せい官として赴ふ任にんしたの。攻こう撃げき魔ま法ほうしか使えなかったけど魔法の扱あつかいに長たけ、剣の腕うでも一級品だった」

　レオリムに続きルナもアスティスの強さを語る。彼が本当に強かったことに疑う余地は無いようだ。

　ルナは机の上の水差しを手に取ると、杯に注いで喉のどを湿しめらせた。

「アスティスは持ち前の正義感を燃やし、この地の治安を良くしようとしたわ。冬に港が凍こおらないようにする研究をしたり、ならず者をとりしまったり、本当にティゴザのために尽じん力りよくしていたと思う」

　ルナの声には昔を懐なつかしむかのような響ひびきがあった。

「この町にやってきたアスティスは二人の少女と知り合ったの。フィーネ・ホワイトメアとその妹である私、ルナ・ホワイトメア。仲の良い姉妹だったわ」

　姉について触ふれるとルナの顔に翳かげりが見え、フェリマは少し視線を外した。

「姉、フィーネは明るくて優やさしい人。妹の私は生まれつき魔ま力りよくが高く、町の人から異い端たん者しや扱あつかいされてからは家に閉じこもりがちの暗い性格だった。フィーネと知り合ったアスティスは私の家に足を運んで、他人に恐きよう怖ふ心しんすら抱いだいていた私を元気づけようと頑張ってくれたわ。そう言えば、私が動物好きだって言ったら、彼が鹿しかの被かぶり物ものをしてやってきてくれたこともあったかしらね」

　ルナが当時を思い出してクスクス笑う。いつもどこか大人びた雰ふん囲い気きを醸かもし出す彼女はこの時ばかりは年相応の笑い方をしていた。

「アスティスとフィーネのお陰かげで私は立ち直ることができた。そんな中、アスティスとフィーネはお互たがいに惹ひかれあっていった」

　だけど、とルナが表情を硬かたくする。

「フィーネがならず者たちに連れ去られ、乱暴されて――殺された」

「なっ!?」

　フェリマは全身が怒りで熱を持つのを感じた。複数名で女性を手て籠ごめにするなど、絶対に許されることではない。ましてや殺すなんて。

「大好きだった姉を殺された私は怒おこる――はずだったわ」

「はずだった？」

「怒ることすら許されない速度で悲劇は進行したの」

　ルナはそう前置くと語りだす。
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　ボトキア王国には様々な町が存在する。

　地域によって町の様子は千せん差さ万ばん別べつだが、どの町にも必ずと言っていいほど中心部には広場が存在した。

　広場というのは町にとって欠かせないものだ。

　人通りが多いことから、お触ふれ書がきを出すのは決まって広場だった。祭りの時や市を出す時にも広場は重宝する。ティゴザの町にもやはり広場がある。

　遡さかのぼること二年前。その広場で悲劇が起こった。

『た、助けてくれェ……』

　ゴミや酒瓶が散らかった広場。その中央で一人の男が情けない声を上げる。

　男の眼前には一人の騎士が屹きつ立りつし、右手を命いのち乞ごいする男に向けていた。

　騎士の目は殺意で暗く濁り、鎧よろいやマントは返り血が付着している。

『助けてくれ、だと？』

　騎士、アスティス・クリムバーンは声に怒りをにじませた。

『あの娘むすめも……フィーネも同じことを言ったのだろう？　お前たちはあの娘の言葉を聞き届けたのか？』

『悪かった！　あの娘のことは悪かったと思う！』

　男の歯は恐怖のあまりガチガチと鳴り、鎮しずまることを知らない。

『ちょっとアンタを困らせてやりたかったんだ！　アンタにあの娘が懐いているって知って、あの娘をさらえばアンタも弱るだろうって……い、悪いた戯ずらのつもりだった！』

『悪戯だと！』

　アスティスの右手が男の首根っこを掴んだ。

　万力のような握あく力りよくに男の呼吸は圧あつ迫ぱくされる。男の目が徐じよ々じよに上向きになっていく。

『この身がフィーネを捜し当てた時、何を見たと思う！　貴様らの欲望で穢けがされ尽つくされた彼女に、この身はどれほどの絶望を覚えたと思う！』

　アスティスの手に青白い光が宿っていく。

　魔法の中でも扱いが難しいとされる雷らい撃げきを制せい御ぎよ、強化する魔法の才能は、アスティスの憎ぞう悪おを雷かみなりとしてこの世に具現化し、その威い力りよくを何倍にも膨ふくれ上あがらせていた。

『何故貴様らはあれほどまでに惨むごいことができる？　何の罪もない娘の体に大勢で欲望を吐き出だし続け、泣なき叫ぶ彼女の心臓に刃はを突き立たてることができた！』

　アスティスは手の力を少しだけ緩ゆるめる。

　呼吸をすることを許された男は涙なみだ目めになりながらせき込むと、口くちの端はしから涎よだれを垂らしつつ言う。

『お、俺は、知らない』

　アスティスは冷たい目を向けた。男は恐怖で回らない舌を何とか動かそうとする。

　このまま弁解しなければ殺されることを男は知っていた。

　何せ他の連中は既すでに彼によって皆殺しにされているのだから。

『俺はただ、あの娘をさらっただけだ。あの娘にあんなことをする気だったなんて、知らなかったし、知っていたらこんな企たくらみには乗らなかった』

『貴様はあの娘の凌りよう辱じよくと殺害に関かん与よしていない。そういうことか？』

『そ、そうだ。悪かったとは思っている。心を入いれ替えるからどうか助けてくれ』

　アスティスは男の顔を眺ながめ、突然大声で笑い始めた。

『やはりお前もそう言うか！』

『え？』

　アスティスは男を睨みつけた。

　男がアスティスの顔を見返せば、アスティスの眼光は刃のように鋭するどい。

『この身は貴様の仲間のところに行き、やはり話を聞いた。だが誰もが今の貴様と同じことを言った。犯おかすことも殺すことも知らなかった、自分は関与していないとな』

　男はいよいよ震ふるえが止まらなくなった。

　全員が自分と同じことを言った。そしてその全員が殺された。

　自分も殺される流れであることは明白だった。現にアスティスはますます手の光を強めている。

　男の感覚の無くなった下半身から白い湯気が上がっている。恐怖のあまり失禁してしまったようだが、この場ではそんなことなど些さ事じに過ぎない。

　バチッ！

　アスティスの手に集つどう光から一筋の雷撃の糸が飛び、男の足元に火花を散らせる。

『貴様らは悪だ』

　男の腰こしが恐怖で砕くだけ、そのままズルリと崩くずれ落おちる。

　圧あつ倒とう的てきな暴力を右手に集中させた存在を前に、男は魂たましいの抜ぬけ去ったような表情で、ただ涙を流し命乞いの言葉を繰くり返かえす。

『この身が置かれたロレルカトル騎士団は敵を討うつ剣。悪を滅ほろぼす正義の執しつ行こう者しや。この身の前に現れた悪を見み逃のがす道理がどこにある』

『死にたくない！　死にたくない死にたくない死にたくないぃぃぃぃぃぃぃ!!』

　アスティスは無む慈じ悲ひに男の眼前に手を突きつける。

　この手が男の体に押し当あてられた時、蓄ちく積せきされていた雷撃の全てが男の体たい躯くに流れ込み外と中から男の体を炭化させることだろう。

『消し飛べ』

　アスティスは右手を引いて殴なぐりつけようとする。手を押し当てるだけで相手は死ぬのだから殴りつける必要はないが、あえて殴りつけようとするあたりに彼の憎悪を窺うかがい知しることができた。

　加速をつけて雷撃は迫せまる。男の意識は先んじて消し飛びそうだった。

『やめて！』

　その時、男にせまる拳が少女の声によって止められる。

　アスティスは殺意を宿したままの目を、声が聞こえた方向へと動かした。

　そこにいたのはまだ十三歳の少女、ルナ・ホワイトメア。

　アスティスは一刻も早く目の前の男を殺してしまいたかったが、ルナのことを無視するわけにもいかない。

『ルナか。何の用だ？』

　アスティスの目を見たルナは一歩後退する。アスティスの目に宿る憎悪は、まだ十三歳の少女が対たい峙じするにあまりに負担が大きすぎた。

『や、やめてアスティス。こんなことはフィーネも望んでいないわ』

　アスティスは目を細める。

『そうだ。フィーネがこんなことを望んでいないのはこの身も承知している』

『それを分かっているならなおさらよ！　フィーネは優しい人だった！　貴方あなたが血にまみれることをきっと悲しむわ！』

『彼女は優しかった！』

　ルナの説得はアスティスの怒りに更に油を注いだ。

『この身があの娘を見つけだした時、彼女は死にかけていた！　その彼女がこの身を見てなんと言ったと思う？　「ごめんね」だ！』

　アスティスの目からは地じ獄ごくの炎のように熱い涙が流れ落ちる。

『彼女とこの身は将来を誓ちかい合っていた！　結ばれる前に操みさおを破ってしまったことを彼女は死しに際になってこの身に詫わびたのだ！　自分が死にかけているというのに！　痛くて辛くてたまらないはずなのに！　自分を害し殺した連中が憎にくくてたまらないはずなのに！　彼女は恨みも苦く悶もんの言葉も吐かず、最さい期ごまでこの身を思いやってくれた！』

　ルナは辛そうにうつむき、アスティスは八つ当たり気味に彼女に言葉をぶつける。

『そんなにも優しい彼女をこいつらは殺した！　これ以上の罪がどこにある？　こいつらを許す理由がどこにある！』

『許せとは言ってないわ！』

　ルナは大声で叫んだ。

『けれど貴方をこのまま暴走させるわけにもいかないのっ！　だって貴方、この連中の家族たちも皆殺しにしたでしょう！』

『それがどうした？』

　熱かったアスティスの言葉がとたんに冷える。

『フィーネを殺すような人間を生んだ親や、フィーネを殺すような者と血を同じくする者……生かしておいては危険だろう。弱き者を守るのも騎き士しの務め。身内が起こした犯罪の罪を雪ぐためにも、将来の犯罪を未然に防ぐためにも、彼らの死は絶対に必要だ』

　アスティスの表情に罪の意識はない。

　それがルナには悲しく、許せなかった。

　ルナは唇くちびるを強く噛かむ。アスティスの豹変ぶりに愕がく然ぜんとさせられて、それでも目は逸そらさない。

『赤あかん坊ぼうまで殺しておきながらよくも平然としていられるわね！』

『犯されて殺されなかっただけ、フィーネよりも幸せだったと思うが？』

　ルナの目からも涙が溢あふれた。それは先ほどアスティスが流したものとは違い、身を切るように冷たく悲しい滴しずくだった。

『……殺した人たちにハツユキソウの花を供えるのは何故？』

『フィーネが好きだった花だ。フィーネの無念を奴やつらに思い知らせてやるためだ』

『貴方はまだ殺し続けるの？　女や子ども、赤ん坊までも？』

『正義は差別をしない。女だろうが子どもだろうが執しつ行こうする』

　ルナははっきりと分かった。ここで彼を止めなければ更に命が失われることを。

『……私は執政官になった貴方を支えてきた。強い魔力を持ち忌いまれた私に貴方は避さけることなく接してくれたし、フィーネにも大きな愛情を注いでもらったわ。二人が結ばれるって聞いて、ちょっと複雑だったけど、それでも嬉うれしかったの』

　でも、今は違う。アスティスはもうルナの知っているアスティスではない。

『アスティス、この町は私が引き継つぐわ。執政官として貴方ができなかったこと、私が成なし遂とげてみせる。だから大人しく捕つかまってほしいの』

『この町は悪に満ちている。その悪を駆く逐ちくするまでこの身は止まることはできん』

　アスティスはルナに背を向けた。

『この身はこの地に正義を執行する。お前は去れ』

　そう告げる彼の背中は全くの無防備だった。

　それは彼がルナを信用していた証あかし。だからこそルナは苦しかった。

　その信用を自分は裏切るのだから。

『ごめんなさい、アスティス！』

　アスティスがその言葉に振ふり返るのと同時、彼の周囲が急速に冷やされる。

　向き直ったアスティスの目に飛び込んできたのは、魔ま典てんを手に持ち魔力を溜ためたルナの姿。彼女が使おうとしている魔法も彼は見み抜ぬいている。

『紅蓮地獄ヘルグレンゲだと!?』

　アスティスの目が大きく見開かれ、眼球に刺さすような冷気が飛び込んでくる。

　この魔典を持ち運んでいるということは、ルナは最初からアスティスを潰つぶす気でここに来たに違いない。町中で使っていい威力でない上級魔法を持ち込んだところにルナの本気の度合いが透けて見えた。

『この身を殺すか、ルナ！』

『そんな目で私を見ないで！』

　魔典が輝きを放ち、アスティスの体が強きよう烈れつな冷気の渦うずに包つつみ込まれる。その中から二、三発の雷撃が冷気の渦を切り裂さいて放たれたが、ルナの体を掠かすめるだけに終わった。

　アスティスを取り囲んだ冷気の渦は中心部に集まっていく。遠巻きにしている者たちの肌はだを冷気が突き刺し、何人かの肌には裂れつ傷しようが生まれた。

　その光景を眺めていた者たちは、離はなれていても身を切り裂く冷気に、そしてその中心部からなおも雷撃を放ち続けられるアスティスに恐怖した。

　冷気の渦は完全にアスティスを呑み込んでその姿を隠かくす。やがて冷気の渦が晴れたとき彼は氷漬けでそこに存在していた。

　どよめきが沸わき上がる中、ルナは細い指で涙をさらうと魔典を閉じる。

『咲さきなさい。紅蓮地獄ヘルグレンゲ』

　ルナがそう呟つぶやくのと魔典が閉じられるのは同時だった。ルナの呟きが氷を震わせた瞬しゆん間かんアスティスの体に付着していた氷が揺ゆれて彼の体に数え切れない裂傷を生んだ。

　アスティスは氷に閉じこめられたまま出血し、その血は澄すみ切った氷の中に広がり紅の華はなのようになる。

『ごめんなさい。本当にごめんなさい。フィーネ、アスティス。だけど私にはこれ以外の方法を思いつかなかったの……』

　ルナは地に膝ひざを突き泣き崩れる。

　眼前に立つ紅ぐ蓮れんの華に向かってひたすら謝あやまり続ける。

　その声は中の者に届いているのだろうか。

　届いていようとも、いまいとも、彼かの女じよはひたすらに泣き、そして詫び続けた。

　こうしてアスティスの暴ぼう虐ぎやくはその身ごと氷に封ふうじられた。

　氷結されたアスティスは海に沈しずめられ、それで終わりになったはずだった。




　　　◇




「――これが、二年前にあったことよ」

　ルナは長い話を静かに切った。フェリマとルナの二人に静せい寂じやくの帳とばりが下り、暖だん炉ろの中で薪まきが燃えるパチパチという音がよく聞こえる。

「王都から派は遣けんされた執政官を殺そうものなら、町単位での厳しい処しよ罰ばつが待っている。だから彼の死は隠いん蔽ぺいされ、王都を誤ご魔ま化かし続けているの」

「そんなことがあったのか……」
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　事件の内容は分かった。ただ、解げせない点もある。

「話を聞く限りでは、アスティスはティゴザのために随ずい分ぶん骨を折っていたはずだ。それなのに町の人間が嫌いやがらせをするなんて……」

「確かにアスティスは町に尽くした。だけど町の人は彼に協力しようとはしなかったわ」

「何故？」

「彼は高潔過ぎたのよ」

　ルナは皮肉げに言う。

「彼は町の人に親切を施ほどこしても見返りを求めなかったの」

　フェリマは首を傾かしげる。無む償しようの奉ほう仕し。それは美徳なのではないだろうか。

「貴女も理解できないという顔をしているわね。この町の人は自分のことで手て一いつ杯ぱいな毎日を過ごしている。ティゴザでは誰かに親切を施したとき決まって報ほう酬しゆうを期待する。そんな町ではアスティスの行動は理解されなかった」

「理解されない？」

「彼はティゴザに来るにはあまりに真ま面じ目めで清潔過ぎたのね。彼の行こう為いは完全な善意から来たものだけど、見返りを求めない彼をティゴザの人間は不気味がった」

　ルナはため息を吐く。

「欲にまみれていない人間はこの町にはいないわ。欲ではなく善意を行動原理としたアスティスは町に全く馴な染じむことができなかった。この町でアスティスは異質だった。そして人は異質なものを嫌きらい、排はい除じよするものよ」

「排除……」

「そう。強い魔力を持った私が異端者扱いされたのと同様、ティゴザのひねくれ者たちの目にはアスティスの善意は理解できず、単に煩わずらわしいものに見えたの。ティゴザでアスティスの善意を理解したのはフィーネだけだったわ。彼とフィーネは次し第だいに惹かれ合い結ばれるまでもう少しというところで……ならず者たちがフィーネに目を付けたのよ」

　そこから先は聞いた通りだ。

　アスティスを困らせるためにフィーネをさらったのはいいものの、組みしかれた可か憐れんな乙女おとめの姿に辛しん抱ぼうたまらなくなった彼らは彼女に欲望をぶつけ、更さらに勢いから彼女を殺してしまった。

　彼らはアスティスの正義感を侮あなどっていた。

　知らせを聞いたアスティスの心で、正義という名の残ざん虐ぎやくな力が震え上がった。彼はたちまちのうちに犯人とその家族を突き止とめ、女や子どもも容よう赦しや無なく殺して回った。

　彼は正義とフィーネを深く愛していた。その二つが失われたティゴザは最も早はや彼かれにとって守るべき対象ではなくなり、むしろ積極的に滅ぼすべき対象に変わった。

　このままでは彼はティゴザの民たみを皆殺しにしかねない。そう悟さとったルナ・ホワイトメアの手によってアスティスは潰された。

　そしてティゴザの秩ちつ序じよはアスティスからルナの手に委ゆだねられ、ルナは異い端たん視しされるほどの魔力と畏い怖ふで以もつてティゴザの秩序を保っている。

「私はアスティスの失敗を分ぶん析せきしたわ」

　ルナの言葉はまたいつもの余裕を取とり戻もどしていた。

「この町をまとめるには正義では駄だ目め。この町は悪の町、力こそ秩序。だから私は魔力を誇こ示じし、バスカで誰だれよりも財力を保持した。私はこの町で誰よりも『力』を持っている。だから町のごろつきも私の言うことなら従うの」

「酷ひどい政治だな」

　フェリマは苦々しく吐き捨すてる。悪を以て悪を制す論理は分かるが納得は出来ない。

　己おのれの信じる騎き士し道どうとはまるで違った理り屈くつを言われ、フェリマの言葉には険がある。

「善意は他人からは見えにくいけど欲は他人からでも見えやすい。人は見えるもの、そして自分と同じものに安心感を抱くわ。アスティスはそれを理解していなかったし、私は彼の失敗からそれを学んだ。そして私の考えは一定の効果を上げている」

「じゃあルナ様を認めろと言うのか！」

　フェリマは思わず怒ど鳴なった。

　怒鳴っても仕方がないことは分かっている。それでも、自分の正義を全否定するようなティゴザの町にフェリマは強い反発心を覚えていた。

「この町の収入源になっているバスカはどれほど危険な麻ま薬やくか知っているのか！　あれは強い依い存そん性せいがあり、何度も使用すればもう手放せなくなるんだぞ！　やがては理性も鈍にぶりバスカを得るためならどんな犯罪だって躊躇ためらわないようになる！　そんな危険なものを世に広めているのに、ルナ様が正しいみたいに……」

　フェリマは口を噤つぐんだ。ルナの表情に引き込まれたのだ。

　その目には余裕ぶった光はない。あるのは深い知性の光。

　先さき程ほどとは違うルナの雰囲気に呑まれたフェリマが口を噤むと、彼女は静かに語り出す。

「バスカは確かに麻薬となるわね。だけど麻薬が必要とされる場合もある。バルバロ鉱山の蜂ほう起き事件は知っているかしら？」

　バルバロ鉱山はボトキア王国の南側にある鉱山だ。

　フェリマは記憶をまさぐった。以前そんな事件を耳にした気がする。

「確か……あこぎな経営者のために劣れつ悪あくな環かん境きようで働かされていた鉱夫たちが蜂起した事件だったはず」

「そう。あの事件にもバスカが関わっているの」

「なんだと？」

「鉱山では事故が多いし怪け我が人にんも出る。そして薬は十分な量が無い」

　ルナは例示する。

　例えば足を怪け我がした場合。坑こう道どうは陽ひも当たらず空気も流れないので不潔な環境になりやすい。怪我した箇か所しよから雑ざつ菌きんが入ると傷口が膿うみ、最悪の場合足から体が腐くさる。

　薬もない。癒いやしの魔法など望むべくもない環境に多くの人間たちがいる。彼らの命を救ってきたのは、この国が規制をしているバスカだ。

　傷口の膿うみが広がり、いよいよ足を切断しなければならなくなった時、足を切断する痛みに耐たえるためにバスカは使われる。あまりにも野や蛮ばんで残ざん酷こくな方法だが、この方法に頼たよらなければ死ぬ人間は他にもいるのだ。

「傭よう兵へい、奴ど隷れい……傷を負っても薬を手に入れられずに死んでしまう人間はこの世に大勢いるわ。バスカの力は彼らの命を救ってきた。バルバロ鉱山の蜂起を引き起こした火種は、経営者が彼らの事情を考えもせずバスカを持っていた働き手たちを殺したからなの」

「誰かの命を救っているからバスカは良いものだと言いたいのか？　だがそれは……」

「詭き弁べんと言うのかしら？　貴女、幻肢痛の苦しみを知ってる？」

　幻肢痛。切断された腕や足がまだあるように感じられ耐えがたい苦痛を味わうものだ。戦争の後の治ち療りよう所しよなどでこの症しよう状じようによる悲鳴を聞くことは間々あるという。

「ひどければ人格すら消し飛んでしまう痛みよ。事故や治ち療りようで手足を失った者にはバスカしか頼れるものはないのが現実なの」

　ルナはふと寂さびしげな笑みを浮うかべる。

「貴女には分からないでしょうね。騎士団に所属するような身分の者には常に薬と手厚い治療がある。違い法ほうだと分かっていてもバスカに頼らざるをえない者たちのことを、貴女はまるで知らなかったでしょう？」

　フェリマの無知を責めているわけではない。ただひたすら寂しげな顔。ルナの静かな言葉は怒鳴られるよりもフェリマの心を抉えぐった。

「……すまない。その件については騎士たる私の認にん識しき不足だった」

　フェリマは素す直なおに謝罪する。ルナは首をゆっくりと横に振った。

「お詫びが欲ほしい訳じゃないわ。ただ分かって欲しいの。世の中には善と悪では分けきれないものもある。バスカが命を救っている事実があり、悪逆によってしか統治できない町だってあることを」

「分かって欲しい、か」

　その言葉がやけに重く感じられる。

　正義でこの町を助けようとしたアスティスもそう願っていたのではないだろうか。

　だからこそ理解者だったフィーネを失った絶望は大きく、彼を凶きよう行こうに走らせた。

　そんなことを思案するフェリマの肩かたに、立ち上がったルナがそっと手を乗せる。

「一つ教えてあげるわ。バスカは麻薬となる以外に虫下しの薬の材料となるの。ボトキアじゃ知られていない方法でだけど、隣りん国ごくのロザランドやその周囲では良質の薬として出回っているわ」

　フェリマは純じゆん粋すいに驚おどろいた。そんな用法があるなど知らなかったのだ。

　虫下しというのは地味に思えるが意外と重宝する。というのも、幼い子どもの死因の実に二割は衛生状態が悪い中で腹に虫が湧わいたことによる脱だつ水すい症しよう状じようによるものだからだ。

「私はバスカを単に麻薬としか見ていない連中へ売ったりはしないわ。私にだってそれなりの矜きよう恃じってものがあるのよ」

　そう言えば、とフェリマは思い出す。

　ルナは確かにバスカを取引していると言った。しかし麻薬としてとは一言も言っていない。勿もち論ろんバスカを取り扱うことは掟おきてで厳しく禁じられているが、フェリマは不思議とそれ以上を追つい及きゆうする気にはならなかった。

「……騎士としては受け入れがたい。ただ、一人の人間としてはルナ様の気持ちが分かる」

　ルナは少し驚いたように眉まゆを上げて、それから笑った。

「分かる、なんてね。そんな言葉はこの町では久しぶりに聞いたわ」

　少し潤うるんだルナの瞳ひとみを見てフェリマは思う。

　ルナは決して冷れい徹てつではない。そう見せかけているだけで、内面は少女のままなのだ。町を守るためにどれだけ苦心してきたのか。力を演出するためにどれほどの孤こ独どくに耐えてきたのか。

　本当はルナに「気持ちが分かる」なんて軽々しく言うべきではないのだろう。

　それでもフェリマはこの時、確かにルナの気持ちに寄より添そいたいと強く願った。

　そのルナがお腹なかを可愛かわいらしく擦さする。

「ところでフェリマ。そろそろお腹が空いたわ。ご主人様にこんなに無む駄だ話ばなしをさせたからには罪つみ滅ほろぼしとしてとびきり美お味いしい料理を作ってくれるんでしょうね？」

　フェリマは毒気を抜かれたような表情をして、それからやれやれと肩をすくめた。




　　　◇




　その夜のティゴザは星が良く見えた。

　町を見下ろせる荒あれ地ちでは、黒い天てん秤びんを片手に星を見上げる男の姿があった。

　ティゴザの夜は冷えるが男は火を熾していない。人がいない不毛の荒れ地に焚たき火びの光があれば町から見えてしまい、自分の居場所を知らせてしまうことになる。

　別に居場所を知られたからとて、この男……アスティス・クリムバーンを殺せる者などティゴザにはいないわけだが、アスティスは町の人間に自分の居場所を知られることを望まなかった。

　姿を隠していた方が相手の恐怖を増長させることをこの騎士は知っていたのだ。

『もうじき準備は全すべて整うのです。私、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばったのです』

　天秤から声が上がる。

「ご苦労だったな、悪あく魔ま」

『……アスティス。私をねぎらう前に、自分の身体を精せい一いつ杯ぱい案じて欲しいのです』

　悪魔と呼ばれた天秤はアスティスの手の温ぬくもりを感じながら言った。

『アスティスは攻撃魔法しか使えません。私は人間よりもはるかに魔ま導どうに通じた悪魔ですから、アスティスが望む魔ま法ほうはアスティスの代わりに私が発動するのです。ですけど、』

「代だい償しようはこの身の命。お前が魔法を使う度たびにこの身の生命は削けずり取られていく」

『何度も言っていますが、それだけじゃないのです！』

　悪魔は苛いら立だった声を上げる。

『命を削られるたびにアスティスの身体を苦痛が襲うのです！　それをアスティスは何度も……普ふ通つうの人なら発はつ狂きようしていてもおかしくないのです！　もうやめてほしいのです！』

「お前はこの身にどうしろと言うのだ」

　アスティスは星を見上げながら尋たずねる。

　声の平へい坦たんさは、悪魔がこれからいかなる答えを出そうが興味を示さないといった様子を表していた。

　手の中の悪魔もそれを察していた。けれども悪魔は進言する。

『私と暮らすのです。アスティスを苦しめたこんな下らない町なんか忘れて、私と静かに暮らすのです』

「…………」

『……悪魔である私を信用していませんか？　共に暮らす相手として不安ですか？』

　予想していたことだが、言葉を返さないアスティスに悪魔の声に不安の色が満ちる。

『二年前、アスティスは氷に閉じ込められて海に捨てられたのです。アスティスは生きていましたが、自力での脱だつ出しゆつは無理です。そこへ私が目を付けたのです』

　アスティスはまだ星を見つめていた。天に輝く星のところに何とかしていけないものかと考えているようにも見える。

『私は悪魔ですから卑ひ怯きようです。あの時、アスティスは私と契けい約やくしなければ助かりませんでした。私は契けい約やく欲ほしさにアスティスの窮きゆう地ちにつけこんだのです』

　ですけど、と悪魔は続ける。

『私は精一杯頑張ったのです。瀕ひん死しの重傷を負ったアスティスのことも精一杯看病しました。その……一年くらい時間がかかっちゃいましたけど。でも、私はアスティスのために精一杯がんばれます！　信しん頼らいしてとは言えませんが、信用してほしいのです！』

「信用している」

　ここで、ようやくアスティスが手の中の悪魔に目を向けた。

「お前の魔法と看病のお陰でこの身は一年で動けるようになった。ルナの『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』を受けたらたとえ生き延びても生しよう涯がい動けなくなるのが普通だ。今こうしてこの身が動けるのも、ひとえにお前の献けん身しんのためだろう。本当に悪魔か疑いたくなるくらいだ」

『アスティス……』

「だが計画に変へん更こうは無い」

　その断言は、彼かれの決心が変わる可能性を微み塵じんも感じさせないものだった。

「この身は正義の執行者。悪を放置して安あん穏のんとした生活に甘あまんじることはできない」

　悪魔は口を噤んだ。

　いつもこうだった。悪魔は何度もアスティスに計画をやめるよう進言してきたが結局は聞き入れられなかった。

　おそらくこの先も駄目だろう。悪魔は今夜で説得を最後にしようと思った。

　落らく胆たんはしていたものの、悪魔の心はどこか弾はずんでいた。

　アスティスは「安穏とした生活」と言っていた。それは自分との生活に彼が安らぎを覚えるであろうということだ。

　彼との静かな生活は実現する兆きざしもないが、少なくとも彼は悪魔を信用できる存在だと見てくれている。それだけ分かれば十分だ。

（アスティス。私、精一杯頑張るのです）

　天秤の体がほんのりと火ほ照てった。

　果たしてアスティスがそれに気づいたか、それは誰にも分からない。







三章　アスティス・ゲーム







　それから三日間、アスティスの攻こう撃げきは無かった。

　ルナからアスティスの話を聞いて、フェリマは彼との共きよう闘とうはありえないと認識した。アスティスについては同情できる部分もあるが、所業は騎士として許しがたいものである。

　アスティスを止める、というのが目下のフェリマの目標だ。ルナに恩を売るという意味もあるが、このまま彼を野放しにできないとするフェリマ自身の正義感の問題でもある。

　だが彼が仕し掛かけてくる気配はない。

　住民たちは張りつめた表情でいたのだが、いつまでも緊きん張ちようしていることに疲つかれたのか、徐々にいつものような灰色の日々に戻り始めた。心の中に恐きよう怖ふ感こそ抱いだいているのだが、アスティスの被ひ害がいを避けるための具体的な行動は誰も起こしていない。

　良くない兆候だった。フェリマに戦争経験はないが、騎き士し団だんで他の騎士より習ったことがある。こういった雰ふん囲い気きが町や拠きよ点てんに蔓まん延えんしているとき、いざ敵に攻せめられると大きな打だ撃げきを受けるのだとか。

　フェリマには中々仕掛けてこないアスティスの狙ねらいがぼんやりと読める。

　彼はおそらく『四の魔』を狙っているのだろう。これは騎士団に伝わる勝負事の心得であり、元騎士団員のアスティスも当然知っているはずだ。

『四の魔』とは戦せん闘とうにおいて隙すきを生みやすい危険な数字のことだ。例えば剣けん士し同士の間合いは、敵からちょうど四歩分の距きよ離りで相対した時が、近くでも遠くでもないために油断を生みやすい。護衛任務ならば四人だと実際の護衛力以上に安心感を抱いてしまうために、六人での護衛が望ましいなどといった内容だ。

　そしてアスティスが突つこうとしているのは『四の魔』の中の一つ、「襲しゆう撃げきへの警けい戒かいは襲撃を察知して四日目に鈍る」という件くだりだとフェリマは見ている。フェリマは自分の危き惧ぐを住民に話したかったが、自分は住民に信用されず、かえって「不安をあおろうとしている」と忌み嫌われてしまうだろうことを見み越こしてもいた。フェリマ自身が自分の見立てに絶対の確証を抱けなかったことも関係し、フェリマは何も言えないまま、焦あせりを抱きながらも四日目の時を過ごしている。

　フェリマは予感していた。アスティスは必ず攻めてくる。それがいつかは分からないが惨さん劇げきまでの時間はあまり残されていない。




　その日の昼過ぎのこと。フェリマは町の見回りをしていた。

　町へ出ることをルナには伝えておいたが、ルナは対アスティス用の魔典開発に忙いそがしい。

　ルナによれば、精神に作用する隷れい属ぞく魔ま法ほうは強い怒いかりや狂きよう気きに満ちた相手には通用しないとのこと。『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』の効き目も疑わしい今、彼に対たい抗こうできる魔法が求められている。

　ルナの頑がん張ばりを目に、フェリマも自分のやるべきことへの使命感を燃やす。

　たかが見回り。されど見回り。疎おろそかにせず路地裏まで回る。元々小さな町なので、町の全体を見て回ることができる。王都だったらこうはいかない。

　怪あやしいところは無いかと町を一通り巡めぐったフェリマは、やがて町の港に着いた。

　港と言っても粗そ末まつなものだ。桟さん橋ばしが二つあり、周囲にボロボロの小こ舟ぶねが波の上を揺蕩たゆたっている。魚を切り分けるためのものなのか、刃に錆さびが浮いたナイフが転がっていた。

　漁師たちの姿は見えない。今日は波が高いので漁は打ち止めだったらしい。

　冷たい風が海から吹ふき付つけてくる。顔の前に手をやって、顔に風が当たるのを避ける。

　体の芯しんが冷えてくると、ナハトの店が思い出された。カウンターの歪ゆがんだ木目、呑のむことはできないまでも見る分には美しい酒の瓶びん……。

「寄ってみるか」

　フェリマは海風に独り言を流した。帰りに店によってアツアツのお茶を淹いれてもらおう。ナハトの助言のお陰かげでルナと多少打ち解けられたし、そのお礼も言える。

　次の目的地が決まったのでフェリマは身を翻ひるがえす。

　この時のティゴザはまだ平和だった。フェリマ自身にしたって、後ろを振り向むくまでは頭にお茶の味を思おもい浮かべていられるだけの余よ裕ゆうがあった。

　だが、その余裕はフェリマの背後に屹きつ立りつしていた男の姿で吹き飛とばされる。

　いつの間にいたのか、背後に彼はいた。

　見知らぬ男だった。だがその正体は一目で分かる。彼が身につけてるボロボロになったマントもくすんだ色になった鎧よろいも、全てフェリマが今身につけているものと同じなのだ。

　一見して無表情。だが確かに猛もう烈れつな感情を隠した目がフェリマを捉とらえる。周囲の空気が弓ゆん弦づるのように一気に張りつめる。

　フェリマは声を漏もらした。臆おくしたわけではないが、その声は掠かすれていた。

「アスティス・クリムバーン……」

「ああ、そうだ。そうだとも」

　男はやや低い声を喉のどから漏らす。フェリマは彼の手を警戒しながら向かい合った。敵の体を瞬しゆん時じに炭化させる雷かみなりを放つその手は、距離をとっても油断できない。

「この身はアスティス。正義の執行者だ」

「正義の執行者だと？」

　とっさに口が反応して言い返した。赤子を殺すような奴が正義であるはずがない。

　フェリマの信じる正義と彼の正義は早々に道を違たがえている。

　フェリマは身構える。右手には手て袋ぶくろがはめられており手は冷えていない。つまりいつでも剣けんを抜ける。

「私はフェリマ・ソーレイン。騎士だ」

「騎士……その装いからして、お前もこの身と同じくロレルカトル騎士団だな？　しかし騎士団員が何な故ぜこんな町に？」

「この地にバスカが栽さい培ばいされているという噂うわさがあって派遣された。そして……」

　ルナに隷れい属ぞくさせられたことを話そうとした瞬間、フェリマの口は糊のり付づけされたように閉じてしまった。

（しまった。隷属の魔法の件は喋しやべれないように命令されている）

　フェリマは不自然に黙もくしてしまったが、アスティスはフェリマを眺ながめると唸うなり声ごえに似た声を上げた。

「さては隷属の魔法を使われたか？　察するにルナだな」

　一いつ瞬しゆんの看破にフェリマは驚いた。そしてアスティスはその表情から自らの言葉の正しさを知ったようだ。

　彼の顔に初めて感情らしきものが浮かんだ。

　苦く笑しよう。とても微かすかだが、極きわめて人間らしい表情だ。

「女好きをここまで拗こじらせるとはな。基本的な人格を改変された気配は感じられないが、よりにもよって女騎士を隷属させて侍はべらせるとは思わなかった」

「分かっているなら何とかしてくれないか？　ルナ様とは知り合いなんだろう？」

　フェリマが憎まれ口ぐちを叩たたくと、アスティスは眼光を鋭するどくする。

「この身が背中を許してしまうくらいには付き合いがあった。今はそうでもないが」

　アスティスは表情を消し、ゆっくりと右手を持ち上げた。

　攻撃が来るかとフェリマは構える。自分の心臓の位置が正確に分かるほど鼓こ動どうは早まっている。

　緊張の表れか、冷ひや汗あせが頬ほおを伝った。アスティスの一挙一動が、今まで経験したことの無い重圧をフェリマにかけてくる。

　けれどもアスティスに攻撃の意志は無かった。彼は右手で町の中央の方角を指差した。

「広場に行くといいだろう」

「どうしてだ？」

「そこでお前はこの町の真の姿を見ることになる」

　アスティスは言葉を継ぎ足たしていく。

「こんな僻へき地ちまで赴おもむいたところを見るにお前は任務に忠実なのだろう。お前は騎士としてこの町の愚むし図けらをも守ろうとするに違いない。だが、今から起こる出来事を前にもう一度考え直すが良い。この町の民は、お前が命を賭として守るべき価値がある者たちなのかを」

「待て、何の話だ!?」

　詰つめ寄ろうとするフェリマだが、彼女の足が数歩と動かないうちにアスティスの足元に魔ま方ほう陣じんが浮かび上あがった。アスティスの体が発光し、次の瞬間には彼の姿はそこに無い。

「瞬間移動の魔法だと……」

　ルナから聞いた話ではアスティスは攻こう撃げき魔ま法ほうしか使えなかったはず。

　だが彼は目の前で瞬間移動の魔法を、それも魔典も持たずに使ってみせた。普通ならばありえない。瞬間移動の魔法は大おお掛がかりな儀ぎ式しきと強い魔ま力りよくが必要な高等魔法だからだ。

　アスティスは手に天秤のようなものを持っていたが、何か関係があるのだろうか？

　フェリマはそんなことを考えて、首を振る。

　今は考えている場合ではない。急いで広場に向かわなければならない。

　広場。二年前に悲劇が起こった場所でアスティスは何をしたのか。

　また人が殺されているかもしれない。フェリマの胸に焦しよう燥そうが満ちる。

　だがフェリマは甘かった。

　修しゆ羅ら場ばを知らない自分の経験則では次に起こりうることを予想できていなかった。

　アスティスが描えがいた悲劇のシナリオは、フェリマの想像のはるか上を往ゆく。




　　　◇




　この日、広場には数人の人ひと影かげが見られた。

　漁師の男は今日の漁が中止になったと知ると酒の瓶を片手にこの場所に来た。家には病気がちの妻がいて、日に日に悪くなっている顔色を見ると酔ように酔えないのだ。せめて漁があれば海の上で体を虐いじめ、いつ妻が死ぬかもしれないという恐怖から一時的に逃のがれることができるが、今日は酔いの世界に逃にげるより他はない。

　赤子を抱かかえた女は広場の片かた隅すみでため息をついていた。ならず者の集まるこの町では家の中にいても安全は保証されていない。この町の暴漢たちの前では家の戸や閂かんぬきなどはあって無いようなものなのだ。

　子どもがいるとはいえ女はまだ若く、狙われる可能性は大いにある。夫が家を留守にしている間はここが女の居場所だった。ここならば広いので逃げ場ばもある。ただ、残念ながら人の助けは得られないだろう。思えばこの町で女が襲おそわれていても、理由もなく助けようとするお人ひと好よしは二年前にここで暴ぼう虐ぎやくを振るったあの騎き士しくらいだった。

　その女からやや離れたところで一人の男が震ふるえていた。男は二年前に殺されるはずだった。彼の兄がフィーネを浚さらったうちの一人だったのだ。幸い、殺される前にルナが騎士を止めてくれたお陰で生きながらえてきたが、先日悪夢はよみがえった。地じ獄ごくから舞まい戻ってきた騎士は再びティゴザを狙っている。

　路地裏にいても安心できなかった。人目につくところにいればアスティスもおいそれと手て出だしは出来まい、という希望にすがるのが精一杯だ。

　それでも誰もがこの地を離れようとしない。ならず者たちはこの町くらいしか行き場がないし、ティゴザの周囲は気候も道のりも厳しいので、女子どもが別の地に行くのも命がけになる。

　鬱うつ屈くつした雰囲気が溜たまる広場。

　突とつ如じよとして一いち陣じんの嫌な風が吹き抜ぬけた。

　俯うつむきがちな者たちがふと顔を上げたとき、広場の中心部には一人の男が立っていた。

　誰にも気づかれずにどうやって、という疑問は意味がない。

　そこに彼がいる、という現実こそ全てだ。

　最も恐おそれていた存在の突とつ然ぜんの出現に、人々は驚くのも忘れた。当然隙だらけだ。

　アスティスはその気になれば十数える間に広場の人間を皆みな殺ごろしにできたろう。

　だが彼は広場の人間の命を直接的に狙うのではなく広場の真ん中で呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

　広場の真ん中の床ゆかに光ひかり輝かがやく文字が浮かび上がった。文字は羅ら列れつされ意味を持った文章となり、その場で明めい滅めつし続けている。

　アスティスはそのままふっと姿を消した。

　広場に残された人々は、果たして逃げた方がいいのか、相手が去ってしまったのでもう安全なのか迷った。

　だが広場の中心で輝き続ける文字も気になる。やがて人々は地に落ちた菓か子しに蟻ありが群がるかのように、徐じよ々じよに中心部に集まり始めた。




　フェリマが広場にやってきたのはちょうどそのころである。

「これは？」

　フェリマは地面に残された不気味な文字を見た。

　アスティスが吐はき捨てた言葉。それに何か関係があるのだろうか。

　フェリマは文字を読み上げようとした。

「ええと、ティゴザの民に……」

『ティゴザの民に告ぐ』

　突然文字が輝きを強め、どこからともなくアスティスの声が聞こえてくる。

　地面に残されたメッセージが魔法の力で読み上げられているのだ。遠くの方でも同様の声が聞こえてくる。どうやらティゴザのあちこちに同じ文字が残されているらしい。

　ティゴザの中でアスティスの声が届かぬところはなく、家の中にいる者も外にいる者も誰もが彼の声に慄おののいていることだろう。

『この身はアスティス・クリムバーン。二年前にこの地に正義を執しつ行こうしそこねた者だ』

　フェリマは声よりも早く目で字をなぞっていく。僻地に住むだけあってフェリマ以外の広場の者は字が読めないようだ。彼らは黙もくしてアスティスの声を聞くしかない。

（……この身は二年前にやりそこねた執行を明日に執とり行おこなうことにする、だと!?）

　つまりこれは宣戦布告。青ざめたフェリマをあざ笑うようにアスティスの声は続く。

『この身は二年前にやりそこねた執行を明日に執り行うことにする』

　フェリマから一いつ拍ぱく遅おくれて周囲の者たちの顔が青ざめる。

『この地は悪に染まった。二年経たっても改善どころかますます酷くなっている。この身はもうティゴザという存在を完全に諦あきらめなければならないようだ』

　何という身勝手な結論か。

　フェリマの中で恐怖の波が退くと急速に怒りがこみ上げてきた。神でもない身で一方的に住民を裁くというのか。

　それでも彼は本気だ。自分本位の正義をティゴザに執行しようとしている。実際はただの復ふく讐しゆうでしかない。

『この地の民は皆殺しだ。逃げることは許さん。抵てい抗こうも無む駄だだ』

　町のあちこちから声が上がる。元々大きくない町、町中の全てが悲鳴に埋うまった。

『だがお前たちに生き延びる機会をやろう』

　アスティスの言葉に少し喧けん噪そうが収まる。騒さわぎ立たてている者の口は隣となりにいた者が塞ふさいだ。殺されない機会があるのなら聞きき逃すわけにはいかない。

　気が遠くなるような、一瞬。

　告げられた言葉は衝しよう撃げき的てきだった。




『明日。この身が正義を執行する時に、戸口に人間の首を三つ据すえ置いた家の者には手出しをしないことを約束する。いいか、三つだ。三つ揃そろえれば命は助けよう』




　その瞬しゆん間かん、町から音が消えた。町全体が凍こおらされたようだった。

　フェリマも、広場の者も、何も言えない。

　耳が痛くなるような沈ちん黙もく。誰もがアスティスの「冗じよう談だんだ」という言葉を待ち望んでいるが、もう地面の文字は何も語らない。輝きも消えて、完全に役目を終えたようだ。

　そして、

『ギャアァァァァァァァァァァァァ……』

　町のどこかで悲鳴が上がった。

「な、何だ？」

「悲鳴だ！」

　誰もが何が起こっているか薄うす々うす感づいている。

　ただ、口にするのが怖こわいのだ。

　だが現実は容よう赦しやなく突きつけられる。町のどこかから二つ、三つと悲鳴が上がった。

（殺し合いだ）

　フェリマは拳こぶしを握にぎりしめる。

（三つの首を求めて、ティゴザの民たちが殺し合いを始めたんだ）

　強きよう烈れつな焦りがフェリマの心を刺さした。住民の心理が手に取るように想像できてしまう。

　生き残るためには首を三つ奪うばうしかない。

　だけど相手が屈くつ強きような男だった場合、殺そうとした方が返かえり討うちに遭あう危険がある。

　ならば狙うべき対象は自おのずと限られる。女や子どもや老人――つまり弱き者たちだ。

　フェリマはふと周りを見た。

　広場に集まっていた者たちが、妙みように粘ねばっこい目線を子を抱く女に向けていたのだ。

　彼らも狙うべき対象を理解したのだろう。女と子ども、危険が小さいまま二つの首を手に入れられる。

「ッ!!」

　フェリマは急いで彼らと女との間に割って入る。

　彼らを睨にらみつけると気まずそうに目が逸そらされる。だが油断はできない。まだ彼らから殺気が消えていない。

「お前たち、誰だれも殺すな！」

　フェリマは声を張り上げた。

「私とルナ様でアスティスを止める！　誰も殺させはしない！　だから早まるな！」

「嘘うそだ」

　彼らの一人が低く呟つぶやいた。

「ルナ・ホワイトメアは奴やつの古い知り合いだし、あんたは奴と同じで騎士だ。あんたも奴の仲間かもしれない」

　フェリマの顔が怒りで燃え上がる。

「私が奴の仲間だと？　ふざけるな！」

「騎士なんか信用できるかぁ！」

　震える声が彼らの中で上がった。

「二年前、俺おれはダチを奴に焼き殺されたんだ！　あいつは何もしていなかったのに！　ただ誘ゆう拐かい犯はんの親しん戚せきだって理由で殺された！　あんたも奴と同じで騎士だ！　あんたの言葉なんか信じられないんだよ！」

「あんたは騎士のよしみで見み逃のがしてもらえるかもしれないが、このままじゃ俺たちは皆殺しだ！」

「落ち着いてくれ！」

　フェリマは叫さけんだ。

（どうしてみんな分かってくれない。どうして私の言葉を信じてくれないんだ！）

　心に苦々しいものが満ちる。今ならアスティスの気持ちが少し分かる気がした。

「……三つだ」

　妙に甲かん高だかい声とともに、一人の男が前に出る。

　恐怖のためだろう。彼の目に理性が感じられない。

「お前と、その後ろの女と、その子ども。首が三つ。俺は助かる。ヴェヘヘヘェェェ……」

　口元から涎よだれを垂らし、酔っぱらったような足取りで男はフェリマたちに近づいてくる。ただならぬ気配を感じ取り母の腕うでの中で赤あかん坊ぼうが泣き始めた。

「く、来るな！」

　フェリマは剣を抜いて威い嚇かくする。男の足は止まらない。

「それ以上近づけば……斬きるぞ！」

　抜き放たれた剣は震えている。

　害意を向けられる経験はあった、殺意を向けられた経験もある。だが「狂気」と相対するのは初めてだ。相手の心が全く読めないことが、フェリマの心に恐怖の影かげを落とす。

　近づく男は剣なんてまるで見えていないようだ。

　男は短刀を抜いた。剣の握りはズブの素人しろうとだが、だからといって安心できない。

　認めるのは癪しやくだが、この時フェリマは男の「狂気」に気け圧おされていた。

（だ、大だい丈じよう夫ぶだ。今までどおり殺さずに怪け我がをさせればいい！　今までと同じだ！　だから怯おびえるなフェリマ・ソーレイン！）

　その時、後ろから悲鳴が聞こえた。

　振ふり向けば背後の女に別の男が迫せまりつつあった。

　次いでフェリマの手に衝しよう撃げきがはしる。

　前方の男が、背後に意識をとられたフェリマの剣を短刀で弾はじきとばしたのだ。

　フェリマは一気に窮地に立たされる。

　魔法を放てば男を退けることができたかもしれない。だがフェリマには魔法を使う際に制約がある。

　それは剣を使用することだ。フェリマは剣にあらかじめ魔法に必要な呪文を彫ほり込んであり、実戦での呪じゆ文もん詠えい唱しようや魔方陣の展開を短縮している。逆に魔法には剣が必要となる。

　つまり剣を失ったフェリマに身を守る術はない。一応鎧を身にまとっているが、首から上は無防備な状態だった。

　男は短たん剣けんを光らせて飛びかかってくる。

（やられるッ！）

　フェリマは思わず目を瞑つぶる。命の危機に、騎士ではなく十六歳さいの少女としての反応が出てしまった。鈍にぶい銀色の光がフェリマに迫る――




「手が掛かかる女だ」




　ここ数日のうちに聞き慣れた声がした。

　目を開けば襲いかかってきた男の肩から血が噴き上がっている。その傍かたわらには銀の細剣を手にした青年の姿。

　ナハトだ。

　彼が手にする細身の剣からは血が滴したたっていた。付着している血の量と傷の場所から見て命に関かかわるような傷を負わせたわけではないようだ。

　足音も聞こえぬ乱入を果たしたナハトは周囲の注意を独ひとり占じめする。女を狙っていた男も動きを止めていた。その隙が見逃されるはずもない。

「次」

　ナハトは女を襲おうとした男に流れるような動きで間合いを詰めると手にした剣で一いつ閃せん。男の胸部に一直線の傷が生まれ、男はのけぞって倒たおれた。

　ナハトは細剣の血を拭ぬぐうと着ているウェストコートに血が飛んでいないかを確かく認にんし始めた。ごろつきに囲まれているとは思えぬその余裕は挑ちよう発はつ的てきですらある。

「戦闘中に得物を手放すとは余裕だなぁ騎士様。あれか？　誰も傷つけないという博愛主義でも示したかったのか？　一人だけ神様に好かれようとしたのか？」

　フェリマへと向けられるナハトの憎にくまれ口も今は頼たのもしい。

「た、助けてくれてありがとう」

　礼を言われたナハトはフェリマの剣を拾い上げると、乱暴に手て渡わたした。

　フェリマとナハト。一人は魔ま法ほう剣けんを使い、もう一人は素しろ人うと目めからでも明らかに手練と分かる剣の腕。残りの者たちが全員で襲いかかっても返り討ちは目に見えている。

「ここじゃ落ち着いて話もできないか」

　周囲を見回したナハトは呟くと、フェリマと女についてこいと合図する。

　フェリマたちはナハトに続く。広場に集まる者の何人かが足を踏ふみ出しかけたが、

「分かっていると思うが、追ってきたら殺すぞ」

　ナハトの冷えた声が、男たちの足を釘くぎ付づけにした。

　フェリマたちはナハトが作ってくれた隙を生かし、とにかく全力で駆かける。

　すると、背後の方から絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。

「い、今のは？」

「おい、走り続けろ」
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　ナハトが振り返ろうとしたフェリマと女に鋭く言う。

「……想像はつくさ。手傷を負って動けなくなった男が二人。広場にいた連中からすれば二人分の生首が安全に確保できるってことだ」

「なら、あの悲鳴は……」

「そういうことだ。とにかく走れ」

　フェリマの耳には、まだ背後から聞こえた絶叫がこびり付いている。

　しばらく絶叫は耳から離はなれないだろう。駆けるフェリマの心にはそんな予感があった。




　フェリマとナハトは女を連れて、できるだけ人気の少ない道を走る。

「町中で悲鳴が聞こえる」

「ああ。アスティスの言葉を受けて肝きもを冷やした連中が人間狩がりを始めたらしい」

　フェリマは我わが子こをしっかり抱いて走る女に目を向け、小さな声でナハトに言う。

「どうする？　このままあの人を放っておいては危険だ。アスティスが攻めてくることを考えればルナ様の館やかたに避ひ難なんさせたいが、館は町の外にある。町の外に出たらアスティスに目を付けられそうだ」

「狙われやすい女と子どもは俺の店に避難させる。食料の貯蔵庫が地下にあって、少し魚臭くさいけれど、ある程度の広さがあって安全だ」

　ナハトは周囲に気を配りながら説明する。

「俺だけじゃないぞ。この町の連中の何名かは俺と同じように誰かを匿かくまっているだろう」

「ティゴザには悪いやつだけじゃないんだな」

「完全な正義なんて無いし、完全な悪もしかりだ。アスティスは一方的にティゴザを悪と決めつけたが、ティゴザにだって他人に手を差さし伸のべる奴もいる」

　フェリマたちは『黒くろ猫ねこ亭てい』にたどり着く。人目に付かないように女を店の中に入れて地下室に匿かくまえば、地下にはすでに数名の女や子ども、病人たちがいた。

「手早いな。アスティスが殺害予告を出してまだそれほど時間は経っていないのに」

「この町で事件が起こり始めてから、いざとなったら俺の所に逃げ込めって伝えてあったんだよ。そうじゃなきゃこの時間でここまで集められなかった」

　手て際ぎわの良さを誇ほこることもないナハトは貯蔵庫の扉とびらを閉める。

　店の外からは時折幽かすかに叫び声が聞こえてきた。

「これからどうすればいいと思う？」

「優先すべきことは二つ。一つは町の中でもまともな住民を保護すること」

　まともな、という言い回しがフェリマには気になった。

　ナハトの言葉を裏返せば、まともじゃない者は見捨てろということになる。まだ十六歳の自分に他人の生死を判断する権限があるのだろうか。そもそもそれは人として許されることだろうか。

　だが現状は悩なやむ時間すら与あたえてくれない。フェリマはひとまず頷うなずいた。

「もう一つはこの状じよう況きようの元げん凶きよう、アスティスを捕とらえることだ。あいつさえ封ふうじれば町に安定が戻もどってくる。そのためには魔ま女じよが……ルナ・ホワイトメアの協力が必要だ」

　かつてアスティスを倒した彼かの女じよ。今度も力を借りるのが最善だろう。

　ただしフェリマはアスティスの力を先さき程ほど見ている。上級魔ま法ほうを魔ま典てんも無しに使ってのけた彼に勝てる保証は無い。

「俺はここにいる人間を守らなきゃいけない。アスティスはお前に任せるしかない」

「元よりそのつもりだったが……引ひっ掛かかる物言いだな。私に任せたくないみたいだ」

「当たり前だろう。お前より俺の方が強いんだから」

　フェリマはカチンときた。

「おい。さっきは不覚にも助けられる形になったが、私だってみんなを守るためにしっかり鍛たん錬れんは積んでいるんだからな。見下すな」

「おいおい、そう鼻息を荒あらくしてくれるなお姫ひめ様さま」

「誰がお姫様だ！　騎士たる私を侮あなどるなっ！」

　人を小ばかにした物言い。フェリマは何か言い返してやらないと気が済まない。

「大体、そこまで言うのならナハトがアスティスに当たればいいじゃないか！　お強いナハトならアスティスくらい余裕だろう？」

　当あて擦こすりにナハトは苦笑いする。

「じゃあ俺がアスティスと戦っている間、誰が避難した奴らを守るんだ？」

「私が……」

　言いかけてフェリマは気づいた。自分は町の民の信しん頼らいを勝ち得ていない。

　信用の無い彼女が守ると言ったところで、貯蔵庫の中の者たちが大人しく従ってくれるか分からない。首を求めてやってきた連中を説得することも不可能だろう。

　悔くやしいがここはナハトに任せるのが最善なのだ。

「あの騎士は元ロレルカトル騎士団だ。騎士団員であるお前がケリをつけるのが綺き麗れいな終わり方だと思うぞ」

「……分かった」

「それにあの騎士はおっかないからな。正直、あいつと戦いたくない」

「それが本音かこの野や郎ろう」

　フェリマがナハトをかるく小こ突づこうとすると、彼かれはそれをさらりとかわす。

「さて、アスティスと戦う以上はルナ・ホワイトメアと合流する必要がある。彼女もそろそろ町の様子がおかしいことに気づくはずだ」

「ならば広場に戻って魔法剣を使おう。炎ほのおを打ち上げて合流の目印にする」

　フェリマは剣の調子を確かめた。さっき短剣で弾はじかれたとき刃はこぼれしていないか目を凝こらす。騎士団の支給品である以上は柔やわな作りではないのだが、いざと言う時に使えないのでは困る。

「ナハト。首を三つ集めた家をアスティスが見逃すと思うか？」

　答えはフェリマの中に出ているが、一応確かめる。返ってきた答えは案の定だった。

「そんなわけないだろ。正義狂ぐるいのあいつのこと、『自分の命欲ほしさに他人を殺すのは悪である！　悪は等しく抹まつ殺さつだ！』とか言って結局殺すさ」

　アスティスにとってこの争乱はティゴザへの復讐だ。

　ティゴザの民はどのみち皆殺しにする。だが、ただ殺しても面おも白しろくない。醜みにくく殺し合わせ助かるという希望を持った者たちも殺す。どこまでも残ざん虐ぎやくな復讐の遊戯ゲーム。

「人はどうしたらここまで残ざん酷こくになれるんだ……」

　剣の点検を終えて鞘さやに納める。剣には傷一つ無かった。

　ナハトも剣の点検を終えて呟く。

「フィーネが死んだ日にアスティス・クリムバーンという人間もまた死んだのかもな。今のあいつは正義の名を借りて復讐に明け暮れる化け物でしかない」

「彼を止めないと。本人のためにも」

　店の守りをナハトに任せてフェリマは店を飛び出そうとし、振り向いた。

「ナハト、もう一つだけ質問をしていいか？」

「何だ？」

「さっき見せた踏み込みがてらの一閃……あれは相当の手て練だれじゃなければ使えないだろう。僻地の酒場の店主でありながらあの強さ、お前は一体何者なんだ？」

　ナハトは曖あい昧まいな表情を浮うかべる。

「生あい憎にくと教えるつもりはなくてな。そうだな……お前が年上に対する口の利きき方かたを覚えた時に教えてやるよ」

「大変恐きよう縮しゆくなのですが、どうぞ教えていただけませんか？」

「早ェよ！　もうちょっと粘れよ！」

　ナハトは片手でクシャクシャと猫ねこ毛げを掻かいた。

「……まあ、気が向いたら教えてやるよ」

　だからな、とナハトは笑う。

「勝って帰ってこいよ。アスティスは確かに強敵だが、俺はお前の力を信じている」

「……ああ！　ここの人たちは頼んだ！」

　ナハトに似合わぬ真まっ直すぐな言葉を受け、気き恥はずかしさを覚えながらもフェリマは今度こそ店を飛び出す。

　ここは悪人ばかりの町だが、それでも守り抜きたい。




　　　◇




　ある男は首を三つ持っていた。

　右手に二つ、左手に一つ。アスティスが助かる条件を告げた瞬間、彼は近くにいた者にレンガを振りおろして殺したのだ。

　彼には妻と子どもがいる。大切な家族を殺されるなんて考えただけでも耐たえられない。

　自分がやったことは許されることではない。だが二年前の悪夢を思えば仕方がない。

　あのアスティス・クリムバーンにどう逆らえと？

　全すべてを焼き尽つくす紫し電でんの暴ぼう虐ぎやくにどう立ち向かえと？

　勝てるかもしれない、なんて不確かな希望にすがろうとは思えなかった。それよりは彼の提示した条件に従った方が助かる可能性は高いと踏んだ。

　急いで家に戻る。手にした首が上下に揺ゆれる。

　一刻も早く家に帰らなければならない。アスティスの言葉に怯える妻と子に三つの首を見せてあげるのだ。そしてこう叫ぼう。「俺たちは助かったんだ！」

　あるいは彼は既すでに人として壊こわれてしまったのかもしれない。けれども誰もそれを指し摘てきしない。誰もが自分のことで精せい一いつ杯ぱいなのだから。

　男性はとにかく駆けた。ぼんやりしていては誰かに見つかり首を奪われてしまう。

　男性の息がそろそろ限界を迎むかえようとしている頃ころ、家が目に入った。あの中には妻と子が待っており、自分の帰りを必要としているはずだ。

　男性は家の戸を開けて叫んだ。「俺たちは助かったんだ！」

　家の中から返事が返ってくることはない。

　何故なら彼の妻も子ももういないからだ。

　家の中にあったのは首を持っていかれた肉体。妻と子だったもの。

　首は今いま頃ごろどこかの家の戸に据すえ置おかれているのだろう。

「そ、んな……」

　何のために人を殺したのだ。

　全ては家族を守るためだったのだ。その家族がもういない。

　彼は崩くずれ落おちて虚うつろに笑う。

　彼の手から落ちた首が床の上を転がった。




「殺し合うのはやめよう！」

　町の一角に人だかりができていた。その中心でとある青年は力強く主張した。

「確かに僕ぼくたちが助かるためには人の首が必要だ。けれども助かるために殺し合っては意味がない！」

「じゃあどうすればいいんだ！」

　話を聞いていた者が怒ど鳴なった。青年はウム、と頷く。

「もう亡なくなった人の首を使えばいい」

　青年の話を聞いていた者たちはざわめいた。青年はある方向に指を向ける。

「知っての通りティゴザは土ど葬そうだ。共同墓地に行けば、首のある死体が埋まっている。ここは寒いから遺体の劣れつ化かも遅おそい。首なら幾いくらでもある。殺し合わなくても済むんだ！」

　多くの人間の目が輝いた。ここに集まるのはティゴザの中でもやや良識を持っている者たち。死にたくはないが、かといって人を殺す勇気はない者たちだ。

　彼らにとって青年の言葉はうってつけの選せん択たくだった。墓を暴あばくことへの罪悪感は人を殺す罪悪感より軽くて済む。

　すると一人の男が指摘する。

「墓地は町から外れたところにある。町から出たら危なくないか？」

　アスティスは逃げることは許さないと言った。逃げるつもりはなくても町の外に出たら逃げたと見なされないだろうか。

　男が疑問を口にすると青年は腕組みをした。

「それならば人を殺して助かるのか」

「そうは言わないが……」

　男の歯切れは悪くなる。彼だって人を殺さなくて済むのならそうしたい。

　青年は力説する。

「僕だって町の外に出るのは怖い。だけど何かを得るには一歩踏み出さなければならない。誰も殺さずに助かるために、僕たちは勇気を出す必要があるんじゃないのか」

　男は頭を抱え、歯の隙すき間まから声を漏もらす。

「神よ！　私たちをお守りください！」

　絞り出すような声を上げた男の肩かたを青年が叩き、周囲を見み渡わたす。

「さあ、いこう！」

　青年は号令をかけた。

　彼らは町の外へと歩き出す。残酷な運命に流されず、人を殺さずに生きるために。




　その老人は出かけることにした。

　耳はすっかり遠くなってしまったが、アスティスの話は理解できている。

　外から悲鳴が聞こえてくると自宅にいた老人は腰こし掛かけいすから立ち上がり、マフラーを首に巻くと杖を手に取り外に出た。

　老人のしわしわの手を風が撫なで、老人は大きくくしゃみをする。そしてゆっくりとした足取りで知り合いの家に歩きだした。もちろん道中で見つかったら狙ねらわれる。

　奇跡的に老人は狙われることなく知り合いの家にたどり着いた。杖で扉を叩たたくとドアが開かれる。顔を出したのはこれまた年老いた爺さんだった。

「やあボルル爺さん。お久しぶり」

「テテ爺さん。お邪じや魔ましますぞ」

　ボルル爺さんと呼ばれた老人は家の中に通される。

　二人は顔見知りなのだ。

　ボルルはここのところ足遠くなってしまった知り合いの家を見渡わたした。家の中には吊されたニシンが燻されている。テテは煙草たばこを止めたと聞いていたが、おおかた煙草のにおいが薫製に付くのが嫌いやだったのだろう。

「一ついかがかな？」とニシンを勧めてくるテテにボルルは語りかけた。

「実はこの家に預けていたものを引き取りにきたんだが」

「ああ。そうかい」

　テテは顔をしわくちゃにして笑うと、部屋の隅から木箱を持ってきた。

　ボルルは手の上に木箱を乗せて蓋ふたを開ける。中には古ぼけたオカリナが鎮ちん座ざしていた。

　ボルルはそれを宝物のように丁てい寧ねいに持ち上げると目頭を熱くする。決して高価なものではないオカリナがボルルの目には美しく輝いてみえた。

「ボルル爺さんがこれを預かってくれと頼みにきたときは、とうとうおかしくなったのかと心配したもんだ。とても大切にしていたからね」

「そのオカリナはうちの細つ君まとの思い出の品だったんだ。先立たれてしまって以来、オカリナを見ると無む性しように悲しくなってしまってね。だから預かってもらったんだが、今のワシにはこれが必要でね」

　皺だらけの手がオカリナを優やさしく包つつむ。

　テテは戸と棚だなをゴソゴソまさぐりながら言った。

「じきにここにも無粋な連中が押おし掛けてくるだろう」

「逃げないのかね？」

「もう十分生きた」

　そうかい、とボルルは頷く。

「あった」

　テテが戸棚から何かを取り出してきた。それは古いパイプだった。

「煙草はやめたんじゃないか？」

「今、やめることをやめる」

　テテはパイプに刻み煙草を詰つめると火をつける。

「久しぶりの香かおりだ」

　テテは煙を深く吸った。その眉まゆが寄せられる。

「こんな味だったかな？」

「放っておいたから味も落ちたんだろうよ」

　ボルルは軽口を叩きオカリナに口を付けた。

　おぼつかない指使いが始まると、オカリナからくぐもった音が幾つも飛び出す。

「昔と変わらずひどい腕前だねぇ」

「不味い煙草のお供にはピッタリだと思うけどねぇ」

　笑い合う二人に後こう悔かいはない。

　首を狙われ殺される刹せつ那なまで人生を味わい続ける。




　　　◇




　ナハトの持つ細身の剣けん。

　その名が『閃光の木天蓼シルバーヴアイン』であることはナハト以外誰も知らない。

　フェリマが広場に向かってしばらくして、『黒猫亭』に数人の男たちが乗り込もうとしていた。彼らはナハトがここに女や子どもを匿っていることに気づいている。

　首を切り落とすための刃物を一人が持ち、あとは角材や石を手にしている。これから人を殺すのだという背徳感が彼らの体を温める。戦う準備は万全だ。

　対してナハトは慌てるわけでもなく店内で敵を待った。猫のように鋭するどい彼の感覚は既に店の外の殺気を捉えている。

　そして広いとは言えない店内に敵が乗り込んできた。

「匿っている奴らの首を渡せ」

　一人の男がドスの利いた声を上げる。普ふ通つうの人間なら大人しく従う迫はく力りよくの声をナハトは平然と受け止めた。

「うちは酒場だ。酒以外の注文はやめてくれ」

「大人しく渡した方がいい。俺たちも手間取るのは御ご免めんだ」

　ナハトはため息を一つ。両手で敵を諫いさめる。

「まあ待てよ。殺し合う以外にも解決策はあるかもしれないだろ。そんなに首が欲しければ墓地にでも行けばいい」

「行った奴らはみんな死んだ」

「何？」

「見送った奴らによれば、共同墓地に向かおうとした連中は町から三十歩ほど離れたとたんにどこからともなく飛んできた雷かみなりに打たれて死んだらしい。やはりアスティスが俺たちを町から出だすはずがない」

　その訃報がアスティスの覚かく悟ごを示す。本気で住民を皆みな殺ごろしにするつもりなのだ。

「このままじゃ殺される。首を集めるしかないんだ」

「アスティスを止めることもできる」

　ナハトは冷静さを失わない。

「ロレルカトル騎き士し団だんのフェリマとルナ・ホワイトメアがアスティス相手に動いている。だから早まるな」

「たかが小こ娘むすめ二人に何ができる！」

　交こう渉しようは決裂のようだ。男たちは確実に自分たちが助かるための方法を選んでいる。

　ならばナハトは剣を抜ぬく。鞘の中で眠ねむっていた銀色の刀身がゆっくりと目覚めていく。

「俺はこの店のマスターだ。暴れる客にはそれなりの対応をさせてもらう」

　ナハトは手にした『閃光の木天蓼シルバーヴアイン』を持ち上げる。閃光、という言葉を冠するに相応しい鋭利な刀身が男たちに鎌首をもたげた。

　両者にらみ合い、緊きん張ちように空気が張りつめる。

　……ポタッ。

　妙な音が両者の間からした。水すい滴てきが床ゆかにはじけるような微かな音。

　男たちはそれを汗あせかと思ったが、一人がナハトの突つきつける剣を見て気づく。

（切っ先に……水滴？）

　彼はすぐに考える。

　ナハトの剣は細い。軽くて動きやすいが相手に致命傷を与えるには不向きな武器だ。

　その武器で大の男たちを相手取るのは難しい。何か手を打つ必要がある。

　あの水滴こそがナハトの「手」であるとするならば、考えられる可能性は――

「毒だ！」男は怒鳴った。「奴の剣には毒が付いて――」

　毒、という言葉で生まれた隙はほんのわずか。

　けれども気を練り込んでいたナハトには十分な時間だった。

　踏み込み、切りつける。ただそれだけ。単純な動作を、反応不可能な速度で。

　ナハトの強烈な踏み込みが床を打つのと同時、男たちの体に赤い直線が描かれた。

「なっ!?」

　痛みを感じた男たちにすぐ異変が起きる。

　男たちを強烈な目眩めまいが襲おそう。平衡感覚が奪われ足がもつれる。

　その酷ひどさたるや、姿勢を保つことすら不可能だった。ついにはその場に倒れこむ。

　ナハトは男たちを一瞥すると、ポケットからハンカチを取り出して悠然と剣の毒と血を拭った。

「即効性の毒だ。視界が揺れ動うごいて気持ち悪いだろ？」

　倒れる男たちはもうナハトの顔すら見上げられない。

　敵が何をされたか気付いた頃には勝敗は決している。

「強い毒だが死にはしない」

　思い出されたように付け加えられた言葉が男たちにとってせめてもの救いだった。

　そして喧騒が止むのを待ち、貯蔵庫の扉がゆっくりと開かれる。

　おそるおそる顔を覗かせるのは匿われている者たちだ。ナハトと男たちのやりとりは貯蔵庫の中にも聞こえていたはずだから、彼らはいつ扉が破られ男たちが乗り込んでくるかと気が気でなかっただろう。

　床に転がされる男たちの姿を見て彼らは安あん堵どの色を浮かべる。

「ここに俺がいる限り大丈夫だ。隠れていろ」

　ナハトは愛想なく言いながら剣を点検する。細剣は軽いのだが、脆いのが欠点だ。小さな傷を見逃すとそこから徐じよ々じよに壊れていく。

「…………」

　その時、匿われていた一人の母親が店内に出てくると、カウンターから包丁を持ち出した。彼女が歩み寄る先は、倒れ伏す襲しゆう撃げき者たちだ。

「おい、何をする気だ？」

　ナハトが低い声で凄む。

「決まっているじゃないか。この男たちの首をここに晒せば私の子どもは助かるんだ」

　女は包丁を握る手を震ふるえさせる。

　我が子を、自分を守るために他人の命を奪う。

　肯定されるべきことではないのかもしれない。しかし現実に命の危機が迫ったとき、いったいどれほどの人間が他者の命を奪わない選択ができるのだろう。

　ましてや襲撃者に命を狙われた身では、襲撃者に同情する理由はない。

　今までのナハトだったらとくに止めなかったかもしれない。しかし、今は。

「やめろ。誰も殺すな」

　ナハトは強く言った。

「殺すな？　だったらどうやって生き残れというんだい！」

　母親は甲高い声でわめく。

「アンタは女騎き士しやルナさんを信じているようだけど、アタシから見りゃどうしてあの二人を信じられるか分からないのさ。二人がかりでもアスティスに勝てないっていうのは、素人のアタシでも分かるからね」

「そうかな。俺はアイツを信じるけどね」

　ナハトは頭をかくと、パイプを取り出して一服する。

　話そうか、話すまいか悩んでみる。

　さんざん悩んで、ナハトは口から吐はいた煙を器用にも輪にしてみせた。

「……少し、話をしようか」

　少々の暇ひま潰つぶし、貯蔵庫の中にいる者たちも聞こえるように語りだす。

　それはどこにでもいそうな、とある暗殺者のお話だ。




　　　◇




　それは昔のこと。

　とある王国の王に娘が生まれた。夏鳥が山に向かい始める時期のことだった。

　この国では王族の子どもが生まれると、その子の行く末を隠いん者じやに占ってもらうという風習があった。まだ母親の胸の中で泣いている幼き姫も例に漏れず、この国一番の知恵者と呼ばれた隠者に観てもらった。

　ところが隠者は姫を前にすると難しげな顔で悩む。

　周囲の者たちがどこかおかしい雰ふん囲い気きに戸と惑まどう中、ようやく隠者は口を開いた。

『彼女のために多くの者が命を落とす』

　これが隠者の占いに出た結果だった。結果を聞いた王は最初は何でもない風だったが、だんだんと生まれたばかりの姫を避さけるようになり、遂には目に見えて疎んじるようになってしまった。勿もち論ろん占いを気にしてのことである。死の災いを振りまくような姫が近くにいること自体が王にとっては許せなかった。

　あくる日王は幼い姫を臣下の貴族に預けた。表向きは教育のためだが、明らかに厄やつ介かい払いだった。臣下もそれを分かっていたが王命を拒むことはできず、何より受け取った姫があまりにも愛くるしかったので引き受けた。

　姫は新しい家族の中で健やかに育った。自分がこの国の姫だと知ることもないまま、ただ一身にその家の愛情を受けて心優しく育っていった。

　そんな彼女が六歳の頃。王から刺客が放たれた。

　王は安心しきれなかったのだ。我が子を殺すことを決断しきれなかったこの王は、六年目にしてようやく彼女を殺すことを決断した。

　刺客として貴族の館を襲撃したのは『王の影』と呼ばれる王直属の暗殺騎士団。存在を知る者は数少ない、汚れ仕事を生業とする者たちである。

　彼らは姫の暗殺に動いたが、姫だけを狙うと露ろ骨こつに暗殺者の存在を匂わせてしまう。王が姫を暗殺したと疑われるのはよろしくない。

　だから彼らは一家を皆殺しにすることに決めた。姫も貴族も屋や敷しきの使用人も殺し盗とう賊ぞくの仕業に見せかければ不幸な事件に見せかけられる。

　彼らは計画を練り、そして実行した。実際に襲撃したのは四人ほどだったが、屋敷の者たちはその四人を前にあえなく命を散らせていった。

　その襲撃部隊の中に覆面姿の少年がいた。

　飢餓に喘ぐ孤児だった身を『王の影』に拾われた、れっきとした暗殺者だった。

　暗殺騎士団という性質上、『王の影』は足がつきにくい団員を求めている。素す性じようの知れぬ孤児ならばたとえ面が割れても色々と面めん倒どうが無い。

　尤も、『王の影かげ』の構成員にとって面が割れるということは死を以もつてしても贖あがなえない失策である。世にも恐ろしい拷問の後、無残に殺される。少年は誰だれに言われるまでもなく、猫のように鋭敏な感覚でそのことを察していた。

　本当は自由に生きたいが、『王の影』を抜けること自体が死を意味する。経けい緯いはどうであれ一度入団してしまったからには、殺し続けなければ生きていけない。

　そんな少年は放たれた屋敷の中で姫の姿を探した。姫の暗殺が少年の担当だった。

　そして少年はとうとう姫を見つけ出した。六歳の幼子は館のメイドに連れられて屋根裏部屋に隠れていた。少年は嘆息した。屋根裏部屋に隠れるのは、襲撃者から身を守る上でかなり愚かな選せん択たく肢しなのだ。逃にげ場ばも無ければ、火が昇のぼってきやすい場所でもある。

　少年の姿にメイドは戸惑ったようだが、少年が細剣をかざすとこちらが暗殺者であると気付いたようだった。彼女は前に立ち姫を庇かばう。

　暗殺者にとってはあまりに脆もろい障しよう壁へきだった。メイドの腹に蹴りを叩き込めば、彼女はうめき声すらあげることができずに昏こん倒とうした。彼女は自らの体が火に焼かれるまで目覚めることはできないだろう。

　これでいい。少年は思った。

　人を殺すことが楽しいわけじゃない。罪悪感だって覚える。

　このメイドは火に焼かれて死ぬだろう。自分はあくまで気絶させるだけ。この場で首を掻き切ることもあるまい。

　だが姫に至っては話が別だ。彼女は明確に殺しておかないとならない。

　少年は細剣の切っ先を姫に向けようとした。すると姫はどうしたか。

　姫は倒れたメイドの前に立って、先程メイドが彼女にしてくれたことと同じように、両手両足を突っ張らせてメイドの楯たてになろうとしたのだ。

『いやいやいや……』

　ぽろぽろと涙なみだを零す幼い姫に、少年は剣先を向けながら呆あきれ声を出す。

『それは無理だからね。お前が楯になっても後ろのメイドはどのみち死んじゃうから』

　幼い姫は首を横に振ふると、下した唇くちびるを噛みしめながら涙目を向けてくる。

『いやね、お前の行動は無む駄だなの。分かる？　それよりは逃げたり命いのち乞ごいしたりとか、もっと建設的なことをするべきだと思う』

　まあ、どっちにしても殺すのだが。

　少年は猫毛をポリポリ掻く。この姫を見ていると罪悪感が間欠泉のように噴き出す。

　自分は紛れもなく悪人だ。しかし悪人でも、助けることのできないメイドを必死で守ろうとしている少女の姿に何も覚えないはずがない。

『……あのさ。じゃあお前だけ見み逃のがすからそのメイドから離れてくれない？』

　ウソだった。メイドから離れたら姫を殺すつもりだった。

　ところが姫は首を振る。

『じゃあメイドだけ助けるからお前は大人しく死んでくれる？』

　幼い姫はちょっと考えたような素振りを見せた後、小さく首を横に振る。死にたくないらしい。

『じゃあやっぱりお前だけ逃がそう。それでいいだろ？　だからそこをどけよ』

　猫なで声で少年が言うと、姫は少年を睨にらみつけた。

　絶対に屈しないとする強固な意志の光がある。

　少年はその光に妙みような不安を覚え、とっさに姫の腹に拳こぶしをめり込ませる。姫の喉のどから詰まったような呼気が漏れ、姫はその場に崩れ落ちると動かなくなった。気絶させたのだ。

　ようやく殺しやすくなった。少年は安堵の息を漏らす。気絶している間なら意識がある時に比べて痛みを感じさせずに殺すことができる。

　嫌な仕事はさっさと終わらせてしまおう。少年は姫の喉に剣を向け、ふと考えた。

　どうして自分は嫌な仕事をしなければならないのだ？

　この仕事に望んで就ついたわけではない。気が付けば『王の影』になっていただけなのだ。生きるためと自分に言い訳し、やりたくもないことをやり、流されるままの自分に吐はき気けがする。

　比べて目の前の姫はどうだ。

　命を狙われる理不尽に遭遇してなおも姫は「守る」という意志を貫こうとした。

　たかが六歳さいの娘が意志を貫き、自分はただ現状に流されるだけ。

　気に食わない。少年の心の中に妙な焦あせりが生まれる。

　仮にこの場で姫を殺したとする。するとどうなる？

　自分よりも優れた意志を持った姫の存在を許すことができずに殺した、ということではないのか。

　無論周囲の人間はそうは思わないだろう。少年が無事に任務を果たしたと思うだけだ。

　だが周囲の人間の反応など少年にはどうでもいい。少年自身がどう思うかが問題だ。

　幼い姫の行動が、少年の中に強きよう烈れつな「自我」を芽生えさせていく。

　それは猫のように不ふ遜そんでしなやか、誇りある自我だ。

　少年は倒たおれ伏す姫とメイドに視線を落とし考える。

　さて、これからどうしたものか。




　少年が仲間の元に合流した時、少年の手には金色の髪かみが握にぎられていた。

　仲間の一人は渋い顔をした。

『それは何だ？』

『姫を殺した証』

　ぶっきらぼうに答えると、仲間の眉間に皺がよる。

『髪は殺した証になりにくい。別の部位を持ってこい』

『無理。脱だつ出しゆつの時「猫いらず」を使ったから』

　暗殺者たちが露骨に舌打ちをした。「猫いらず」とは少年が扱あつかう毒の霧のことで、生存者がいるかもしれない状況の「後片付け」にうってつけだ。

　少年が「猫いらず」を使ったのならあの館やかたは毒霧が充満しているだろう。もうあの館に戻ることはできない。姫があの館にいるのなら流石さすがに生きてはいないだろうが。

『ちゃんと姫は殺しておいたからさ。とっとと帰ろうよ』

　仲間たちは顔を見合わせるが、どうしようもない。そのまま燃え盛る館を後にする。

　――勝った。

　少年が内心で笑っていたことは、その場の誰も気付けなかった。

　あの後、少年はまず姫の髪を切るとメイドを揺り起こしたのだ。

　そして狼狽うろたえるメイドに二人を助ける意志があることを伝え、メイドに燃える館を突破する知恵を与あたえる。仲間が見張っている場所の位置を少年は知っているので、その隙を突くこともできた。

　気絶している姫は二人掛かりで運ぶことにした。厚手のカーテンを切きり裂さいて火避けとし、猛る炎を潜り抜けた。途と中ちゆうで館の住人の変わり果てた姿を見た時は、メイドが悲鳴をあげてしまうのではないかと危き惧ぐしたが、メイドは口をしっかりと結んで死体をやりすごしていった。

　館の外までとりあえず連れ出すと、少年は姫の手に紅色の宝石を握らせた。それは館から持ち出してきたものだった。そして不安げなメイドに幾つか指示を出す。

『今日あったことは誰にも言うな。言えばお前たちの命が危うくなる。暫しばらくは安全なところに身を隠せ。けれど迂闊に王都から逃げない方がいい。かえって見つかりやすくなる。ソーレインの名も、自分たちの身の安全を確保できるようになるまで使わない方がいい』

　矢継ぎ早の指示に、メイドは蒼そう白はくな顔で頷うなずいた。

『もし金に困ったらこの宝石を換金しろ』

　姫の手に握らせた宝石を指差し、少年は去っていく。

　そして仲間を館から引き離すため、「猫いらず」を使ったという偽の情報を伝えたのだ。

　きっと姫の意識が戻もどったら彼かの女じよたちは自分たちで生きる道を探すだろう。彼女たちの今後まで面倒を見てやる必要は無い。きっと、彼女たちはたくましく生きるはずだ。

　少年は燃え盛る館を背に、彼女たちから「生」の匂においを感じ取っていた。




　その後、少年はある任務にて行方ゆくえをくらます。現場の状じよう況きようから、仲間は彼が任務に失敗して死んだものだと判断し行方を追おうとはしなかった。これも少年の策略だった。

　偽装で仲間を欺き、少年は仮初の自由を手に入れた。だが安心はできない。王都にいては『王の影』に狙われる可能性があった。だから王都からできるだけ離はなれた地に行きたい。

　北がいいかもしれない。王都から来る者もいないような寂しい町が良い。

　そして料理人にでもなろう。職業柄がら、肉を切るのは慣れている。そして余ほと熱ぼりが冷めたら旅でもしよう。きっと楽しい人生が待っている。

　これからのことに思いを巡らせた少年は、次に姫のことを頭に浮かべる。

　彼女の「守る」という真しん摯しな姿勢、不覚ながら感じ入った。メイドの姫を庇った姿にも心を揺らすものがある。意志を貫くその姿は何にもまして美しい。

　いつか自分もああなりたいものだ。少年はそう独りごちて王都から消えた。




　　　◇




「――とまぁ、こんな話があったのさ」

　ナハトはパイプをふかしながら話を締めくくった。

　店内にいる者は誰も返事をしない。店の中で倒れている男たちから、貯蔵庫に隠れている者たちまでみんな眠りこけているからだ。

　別にナハトの話が長かったためではない。店内に充満しているパイプの煙のせいだ。

「気の毒だが明日まで眠っていてくれ。店はきちんと戸締りしておくからさ」

　ナハトはパイプの中の葉……強力な睡眠作用のあるククジを乾燥させたものを落とす。即効性は無いが、長時間吸えばそれだけ長い時間眠らせるのがククジの特徴だ。ナハトは耐性があるので眠らない。

「それにしてもここにやってくる騎士には碌な奴やつがいないな。仕方がないから俺おれが騎士の代わりをやるしかないか」

　軽口を叩きながらナハトは出かける。自分の守りたいものを守るために。

「さて、騎士らしくお姫様を助けに行くとしようかね」




　　　◇




　フェリマは広場の中心部に立っていた。広場には誰もいない。首を切られた亡骸が二つ野ざらしにされているだけだ。

　フェリマは唇を噛かむ。騎士として、人間としてこの争乱は止めなければならない。

　薔ば薇ら紋様が刻まれた剣を抜き放つ。魔ま力りよくを練り、剣へと流し込む。

「炎ほのおと浄じよう化かの精せい霊れいウスマよ、我に力を」

　刀身を炎が包み込んだ。剣を天に翳かざすと炎は冷たい空を焦がすように昇っていく。

　十と少々数えるほどの時間だけ放たれた火か炎えん。

　それだけでフェリマの魔力は乏しいものになっていた。魔ま法ほうの才はあっても恵まれているとも言えない彼女にはこれが精一杯。後はルナが気づいてくれることを祈るばかりだ。

　火炎を放ち終えたフェリマは剣を垂らすと空を見上げた。雲一つ無く、寂しさすら覚える空が視界に広がる。

　だが、ルナの姿は現れない。

（もう一発炎を放つか？）

　無理はできるかと体に相談する。できることなら魔法の酷使は控えたい。酷使すると反動が強く、厄介な場合魔法が生しよう涯がい使えなくなってしまう可能性もある。

（いや。今の状況では危険を冒すのもやむを得ない）

　フェリマはもう一度剣けんを掲げる。

　魔力が剣に移動すると肩の力が抜けていく。掲げる剣が重い。

　また炎が立ち上る。

　今度の炎は勢いが無く、五つ数える間にやせ細って消えてしまった。魔力の限界だ。

　フェリマは剣に炎を宿し続けるのは得意だが、放出するには魔法の技能に欠ける。立ち上がる火柱はフェリマの魔力を喰らい尽くした。

（けれどこれでルナ様には伝わったはず）

　泥どろのような疲ひ労ろうが体を包む中、フェリマは立ったままその時を待つ。

　そして疲労が幾いく分ぶんか落ち着いてきた時、フェリマは足下に冷気を感じた。

（地面が……凍る？）

　フェリマの足下だけが氷に包まれ始める。フェリマが慌あわてて飛び退くと、立っていた地面が鏡面のような氷に覆われた。

　次いで氷の鏡面からゆっくりと人ひと影かげが浮うかび上あがってくる。

　黒い装束と黒い髪。彼女がそのつま先に至るまで完全に姿を現すと、氷の鏡面が高い音を立てて砕くだけ散った。

「そんなにご主人様が恋しかったのかしら？　寂しがりやのお人形さん？」

　澄んだ声。分厚い二冊の魔ま典てんを手に、かつてアスティスを退けた少女ルナ・ホワイトメアが争乱の町に降り立った。

　フェリマの火炎を見て魔法で移動したのだろう。フェリマには理解できない魔法原理を使っていることから、とても高度な魔法に違ちがいない。

「……来てくれたのか！　さあ、急ごう！」

「慌てては駄だ目めよ。今のままで仮にアスティスと出会えたとしても、魔力の尽きた貴女あなたに勝ち目はないわ」

「じゃあどうしろと！」

　急くフェリマ。対して落ち着いているルナは自身の胸を叩く。

「私の魔力を貴女の体内に注いであげる」

「ルナ様の魔力？　要いらん。腹を下しそうだ」

「ねぇ何でそこまで私にキツく当たるのよ!?　私は貴女のご主人様なのよ！」

　涙目になって地団駄を踏むご主人様はそれでも諦あきらめなかった。

「貴女だって分かるでしょう？　この状況、魔力は絶対に必要だって」

「仮に必要だとして、私にどう魔力を流し込む気だ？」

　ルナは前からフェリマの首の後ろに両手を回すと、形のいい唇を軽く窄ませる。

「それはもちろん、口移しよ」

「ルナ様と？　死にたくなるな。別の方法で渡せ」

「貴女の言葉って意外と心を抉えぐってくるの！　そこのところきちんと理解してる!?」

　どんな状況下でもフェリマの防御は崩れない。

　結局、ルナは嗚咽を漏らしながらフェリマの胸へ掌を押し当てた。掌から強大な魔力が伝い、フェリマの体を満たしていく。

「凄いな」

　フェリマは素す直なおに感心した。フェリマの魔力を満たしておいてルナには堪こたえた様子はない。改めてルナの強さが窺える。

　と、涙を流していたルナの目が微かすかに揺れた。

「……妙ね？　貴女の中にもう一つの魔力の気配があるわ」

「もう一つの？」

「ええ。うまく言えないんだけど、貴女や私が使っていた魔力とは全く別の魔力が眠っているような……うーん？」

　ルナはしばらく考え込んでいたが結論は出なかったらしい。フェリマもルナの言葉が気になるのだが、今が非常時だということもあり、二人は話を元に戻した。

「アスティスは雷の魔法を使う。それは分かるわね？」

　ルナが真しん剣けんな表情を作る。

「雷は制せい御ぎよが難しい代わりに威い力りよくは抜群。接近戦になれば力にまともにさらされることになる。そうなれば私の魔力でも防ぎきれないわ」

「接近戦は避けろということだな」

　フェリマは難色を示した。フェリマの得手とするのも接近戦なのだ。

「私は遠えん距きよ離り戦せん闘とうが苦手だ……手はあるのか？」

「私の得意な氷の魔法、そして貴女の炎の魔ま法ほう剣けんを合わせれば手は生まれてくるわ。けれどアスティスを倒しきれるかは分からない」

　ルナは手に二冊の魔典を抱えていた。

　フェリマはルナが手にする魔典に目をやる。一冊はこの前見た魔典と同じものだった。おそらく『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』だろう。かつてアスティスを閉じ込めた上級氷結魔法だ。

　ならばもう一冊はルナが研究に勤しんでいた新作のはず。対アスティスのために生み出された魔典とはどのような威力を持つのだろう。

　好奇心が疼うずく一方、得体のしれない恐きよう怖ふ心しんも覚える。

　これら二冊の上級魔典が使われる状況はもはや「事件」のレベルでは済まされない。

　これは局地戦……紛れもなく戦争だ。フェリマとルナ、アスティスの三名だけで戦おうとしているが、その実じつ多くの人命を賭けた戦争なのだ。

　自分の剣にティゴザの全生命がかかっている。息が詰まりそうな重責だ。

　緊張するフェリマに、ルナは言葉を紡つむぐ。

「……この戦い、貴女の力が絶対に必要になる。無理矢理隷れい属ぞくさせられて私を恨んでいるのは分かっているわ。だけどお願い、力を貸して」

　フェリマとルナの間に沈ちん黙もくが流れる。両者、相手の目から視線を外さない。

「一つ聞きたい」

　沈黙を破ったのはフェリマの方だった。

「どうして私に『お願い』するんだ？　忌々しいが私の心はルナ様の魔法に落ちている。ルナ様が私の人格を『ルナ様を心から尊敬してどんな命令でも従う騎士』に変えてしまえば今のようにいちいちお願いしたり、魔力で命令したりせずとも済むだろう？」

　もちろんフェリマにしてみればたまったものではない。だが、相手の記き憶おくも人格も変えられる絶対的優位に立ちながら、あえてその力を使わないのも奇妙に思える。

　理由があるのか。あるとしたら、それは何だ。

「……貴女の言うとおり、私は貴女の人格を何時でも私好みの女の子に作つくり替かえることができるわ。いちいち魔力で命じなくても私の命令を聞き、あるいは貴女を女の子大好きな騎士にすることもできる」

　だけど、と言葉は続けられる。

「一度人格を変えてしまったら、元のフェリマ・ソーレインはいなくなってしまうわ。私は命令で貴女の行動を変えてきたけれど、行動を変えても貴女はフェリマ・ソーレインのままでいられた」

　今までにフェリマに下された命令。

［足の指を舐なめろ］

［ルナ様と呼べ］

　フェリマに課せられていたのは行動を縛しばる命令であり、フェリマの心はフェリマのままだった。

［足の指を舐めるのは当然の行こう為いだ］

［フェリマはご主人様を尊敬しているのでルナ様と呼ぶ］

　このような命令が下された場合、行為こそ変わらないがフェリマという存在は歪ゆがめられてしまう。ルナはそれを忌避した。最初のニシンの一件以来、フェリマの価値観や人格にルナは踏ふみ込んでいない。

「私の人格を慮おもんぱか　っていたというのか？」

「酷なようだけど、ちょっと違うかしら。私はアスティスを救いたい。そのためにフェリマ・ソーレインという人格が私には必要だったのよ」

　混乱させられる内容だった。

「彼かれを救うために私の人格が必要だと？」

「今のアスティスは何が正しいのか、何が間違っているのかを見失っているわ。彼に自分の行動が間違っていると伝えないと、彼もフィーネも浮かばれない」

　だがルナがいくら呼びかけても彼は反応を示さないだろう。この町の人間は多かれ少なかれ悪人だ。悪人が正論を言っても悪を憎むアスティスの心には響かない。

「フェリマ、この町であなただけが彼に言葉を伝えられるの」

　ルナはフェリマの手を握る。

「貴女は純じゆん粋すいな心を持っているし、悪事に手を汚してもいない。だから貴女だけが堂々と彼に言うことができるわ。『アスティス、貴方あなたは間違っている』って」

「私が……アスティスに」

「貴女、アスティスに会った？」

　フェリマは海辺の出会いを思い出す。

「ああ。先ほどな」

「その時に話はしたかしら？」

「ほんの少し」

　会話と呼ぶにはあっけない言葉の応おう酬しゆうだったが、ルナは言葉のやりとりがあったことが何より重要だったと強調した。

「彼はこの町の人間を……それこそ私も処分対象としか見なしてない。だから会話なんてしない。一方的な暴力、一方的な抹まつ殺さつがあるだけ。でも貴女には会話をした。少なくともアスティスは貴女を対等な人間と見なしているから」

　フェリマの人格が歪められていた場合、彼は対話も無しに殺していたはず。操あやつり人形に真ま面じ目めくさって話しかけるほど彼はセンチメンタルではない。

　この時になってフェリマはルナの狙ねらいが分かった気がした。

　ルナは人を求めていたのだろう。アスティスに正面から『間違っている』ということのできる者を。それも操あやつられることもなく、自分の意志で彼に向かい合える者を。

　そしてルナは、フェリマこそアスティスへ言葉を伝えられる人間だと見なしたのだ。

　力のある眼まな差ざしを受けて、フェリマは大きく深呼吸する。

「……私はアスティスと戦う。それはティゴザのためでも、ましてルナ様のためでもない。不正な力に敢かん然ぜんと立ち向かい、騎士として生きつづけるためにだ」

「構わないわ。戦う理由は何でもいい。貴女が戦ってくれるなら、アスティスを救ってくれるならそれでいい」

　頷き合い、二人の覚悟は決まった。

　問題は勝てるかどうかだ。

　アスティス・クリムバーンという存在は覚かく悟ご程度でどうにかなるものではない。







四章　星が落ちた日







　アスティスは町の外にいた。

　彼は町の外周に強力な魔法の陣じんを張り巡らせてある。ティゴザの町からある程度離はなれるとこの魔法に引っかかり、たちどころに雷らい撃げきの餌食になる。人を閉じ込める電磁の檻おりだと思えばいいだろう。共同墓地に行こうとした面々を残らず葬ったのもこれだ。

　ルナ・ホワイトメアもこの魔法を破ることはできないようだ。もしも破れるなら彼女のこと、すぐに魔法を破って民たみを逃がしているはず。

（ルナ、無駄だ。悪を残らず滅ほろぼすために作り上げたこの魔法の檻からは誰も逃のがれることはできん）

　このような大規模な魔法を使うために悪あく魔まと契けい約やくした。この魔法には彼の悪への怨念が満ち、その効果を絶対のものにしている。

　アスティスの血走った目が揺ゆれ動く。

　きつく食いしばられた彼の口から黒ずんだ血が一筋流れたのはちょうどその時だ。

　荒あれた大地に血が染み込み、アスティスは忌々しげに口元を拭ぬぐう。

『アスティス！』

　右手にいる天てん秤びん型の悪魔が悲痛な声を出だす。

『だ、大だい丈じよう夫ぶなのですか？』

「問題ない。これしきのこと、今までもあっただろう」

　言いながらもアスティスの顔面は苦痛に歪んでいた。

　悪魔との契約の代だい償しようは魔法の使用で命を削ること。短期間で大おお掛がかりな魔法を使ったアスティスの命は急速に削けずられ、もう余命云々の前に体が摩耗しているのだ。

（もう永くはないか……）

　アスティスは自分に残された時間があまり無いことを悟さとっていた。

　思えばここまでよく耐たえたものだ。普ふ通つうの人間ならとっくに死んでいるだろう。憎しみを糧かてにアスティスはかろうじて心臓を動かしている状態だ。

「あと数日……あと数日持てばいい。高望みはしない。この地に正義を完全に執しつ行こうするまで生きればいいのだ」

　アスティスはティゴザへの復ふく讐しゆうに全すべてを注ぎ込んでいる。

　だからこの計画を失敗させる因子を放っておくわけにはいかない。

　そう。

　例えば町からティゴザの外に抜ぬけるトンネルを掘り始めた女騎士など、間違っても放置するわけにはいかないのだ。

「！」

　目を凝らしたアスティスは見てしまった。

　ティゴザの町のやや外。雷撃の檻が発動するぎりぎり内側の場所を探り当てたフェリマがトンネルを掘っている。

　雷撃の檻は地表でしか展開していない。トンネルを抜ければ魔法に索敵されず町を安全に脱出できる。そうなればアスティスの皆みな殺ごろしという目的は達成されない。

　そしてフェリマの掘削は驚おどろくほど早い。ルナの協力があるからだ。

　まずルナが足下の大地に得意とする氷結の魔法を使う。土と土の間の水分を凍こおらせ、次いでフェリマが魔法剣で強烈に熱する。

　土の間の氷が蒸発すると、堅く結びついていた土と土の間に隙すき間まができ、土はぼろぼろに柔やわらかくなる。その土を掘ほり、更さらにルナの魔法で土を再び凍らせて壁とすることで地中に通り道が造られていく。

　アスティスは舌打ちすると、魔法の力で加速して飛ぶようにフェリマたちへと駆かける。

　もう少しで自分の信じる「正義」が完成するのだ。見逃すわけにはいかなかった。




　　　◇




「来たわ！」

　ルナが鋭するどく叫さけび、フェリマは剣けんを構える。

　このトンネルは二人がアスティスをおびき寄せるためのものだった。

　アスティスを明日まで待っていては町の民の殺し合いがますます進む。二人は短期決戦を望んだ。そして彼を誘き出すことにした。

　感知されることを承知でわざわざ派手に穴を掘る。案の定、アスティスはすぐに駆けつけた。お互たがいに相手が目視できている。

　頭の奥おくを刺さすような強烈な圧力。アスティスが近づいてくるにつれて強くなる。

　逃げるべきか？

　脳のう裏りにそんな言葉が浮かんで、フェリマは頭を横に振る。

　逃げないと決めた。騎士としての誇りと「守る」という自分の想いのために。

　その瞳ひとみは揺るぎない。

　そしてアスティスが二人の眼前に立った。ルナには虚うつろな目を向け、目線がフェリマに移ると心なしか感情が浮かぶ。

「騎き士し。あくまでこの身に立ち向かうか」

　やはりだ。

　他の者なら言葉もかけずに攻こう撃げきするアスティスが、フェリマ相手だと自ら話しかける。

　彼の姿を見ればどこか会話を楽しんですらいるようにも感じられた。

「アスティス・クリムバーン。お前にはこの町で起きている大量殺人の責任がある。大人しく捕つかまってもらおうか」

「この身がティゴザに正義を執行し終えたらその命にも従おう」

　アスティスは足を踏み出す。雷撃の檻が発動する地帯に足を踏み入れても、魔法の使用者であるアスティスにだけは効果を及ぼさない。

「だが騎士よ。先せんだって言っておいたが、ここの住民に守る価値は無い。加えてこの身がルナを殺せばお前は晴れて自由の身だ。隷属の魔法は使用者の死で効力を失うからな」

　ルナが肩かたを震ふるわせる。

「ここでこの身に楯突くよりも、大人しくしておいて自由の身になった方が有益だと思うのだが、どうだ？」

「随ずい分ぶんあっさり殺せるんだな。ルナ様とお前は知った仲のはずだが」

「悪に手を染めた奴にくれてやる情けはない」

　彼はもうルナに一瞥もくれない。フェリマは剣を握る手に力を込めた。

「元騎士なら分かるだろう。騎士は民の安寧を守る者。私は騎士の誇りにかけて、間違った正義に堕おちたお前を止める。そして全てを守る！」

　フェリマは眦まなじりを見開いた。

「お前の過ちのために、もう誰も殺させるものかッ！」

　瞬しゆん間かん、フェリマの魔法剣が発動する。

　騎き士し剣けんが明るい炎の衣を纏まとう。ルナから貰もらった魔力が燃えていた。

「許してとは言わない」

　ルナも魔力を集中させる。ルナの周囲で冷気が渦うずを巻き始める。

「けれど力ずくでも止める！　今度こそ！　フィーネも貴方も救ってみせる！」

　ルナの周囲を沢たく山さんの氷の粒が舞った。透き通った氷の結晶はフェリマの魔法剣の炎の光を反射し、数え切れない輝かがやきとなる。

「騎士よ。守る、という自分の筋を通そうと言うのか」

　天秤を帯おびに収め、アスティスの手が電撃を帯びる。魔力が破壊の力に変換されていく。

「ならばこの身を止めてくれるな！　この身も正義と言う筋を通すのだから！」

　アスティスの次の一撃は速かった。

　手を二人に向けて電撃を放つ。

　単純な攻撃だが、故ゆえに素早い。電光石火の一撃。

　宙を焼きながら襲おそいかかる雷撃にルナの周囲を漂ただよう氷が反応した。氷はフェリマたちの周囲を飛び交い盾となり、雷撃とぶつかって砕かれた。

　一撃必殺の雷撃があるためアスティスには迂う闊かつに近寄れない。アスティスの初撃を防いだフェリマたちは遠えん距きよ離り攻こう撃げきの体制をとる。

「魔力付与エンチヤント！」

　ルナが声高に言い放つ。魔力付与とは魔法の力を物品に込める魔法。フェリマの魔法剣はこれに類する。剣に炎を宿しているのだ。

　ただ、ルナの使った魔力付与は異質。

　ルナは最も得意とする氷の魔法をフェリマの燃え盛る魔法剣に付与したのだ。

　炎と氷。相反する二つの性質を同調させるという荒業をルナの実力が成し遂げる。

　冷気と熱気を宿したフェリマの剣は全く別の能力を開花させる。その刀身から白い煙けむりが上がり始めた。

「魔法剣・ホワイトアウト！」

　フェリマが白く煙けむる剣を振るう。剣から立ち上る白煙がアスティスへと襲いかかる。

「ほう、蒸気か」

　炎と冷気が合わさり生まれたのは蒸気だ。炎に比べて火力はないが、包まれれば火傷やけどは必至。なにより急速に広がるので攻こう撃げき範はん囲いと射程がバカにならない。

「蒸気の剣とは面おも白しろい。攻撃力なら炎の剣に劣るが、あえて魔力付与した以上は何か狙いがあるはずだな」

　戦場は蒸気に包まれていく。フェリマとルナの姿が煙によって朧おぼろ気げになるのを見て、アスティスは目眩ましかと睨んだようだ。

「この身の雷撃に正面切って挑めないがために、煙幕で姿を隠かくして攻撃しようとする魂こん胆たんか？」

　白煙の向こうから聞こえてくる言葉にフェリマは内心で笑う。

　フェリマたちの狙いは別にある。まだアスティスには気づかれていない。

　そもそもアスティスに目くらましなど通用しないことはフェリマも織り込み済みだ。彼ほどの騎士ならば視界に頼たよらずとも相手の気配を察することができる。別のことに意識を集中させている間――例えば全力での攻撃を仕し掛かけている間などは視覚に頼たよりきりになるが、それ以外の状況でなら聴覚、魔力の感覚、場合によっては嗅覚をも頼って戦況を把握できる。この蒸気が目くらましを目的とするものだったら、確かに何の意味も無かっただろう。
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　蒸気がアスティスの体に触ふれる。冷たい外気に触れた蒸気は冷やされて、アスティスの体に触れれば水すい滴てきとなってその体を濡らす。

　もうじき蒸気も晴れる頃ころだ。しかしフェリマたちは近づかない。

　そして、頃合いを見たルナが魔力を集中させた。

　アスティスはここでようやく二人の狙いを見み抜ぬいたようだった。

「付着させた水分と急激な冷却……そうか、そういうことか！」

　アスティスが行動に移る前に、ルナは魔ま方ほう陣じんと詠えい唱しようを完成させる。

「氷結の烈風を受けなさい！」

　魔法で呼び出された冷たい風が吹き荒すさび、アスティスの濡れた肌はだが悲鳴を上げた。

　蒸気はアスティスを火傷させるために放たれたのではなく、アスティスの体に水分をつけるのが狙いだ。そこにルナの凍てつく魔法を浴びせれば、彼の体は氷に包まれる。

「『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』よりも弱い魔法でも、『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』と同じように相手を効率的に凍らせることができる技、か。この身を前に魔力を温存して戦うとは随分と余よ裕ゆうだな」

　冷えきった体を気にすることもなくアスティスは冷笑を浮かべてみせた。

「弱い。この程度がこの身に通じると思うな」

　彼の体から放出された紫し電でんが鞭のように地面を打った。放出された雷かみなりの熱が冷気を吹き飛ばす。地面に焼やけ焦こげを点々と残し、雷は氷を蹂じゆう躙りんし尽つくす。

「この身に氷結は効かん」

　アスティスが凄む。

「二年前の反省だ。体中に常に微弱な魔力を纏まとわせ続け、この身が直接氷結されることを防ぐ。『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』も今のこの身には決定打にはならん」

　ルナが扱う魔法への対策は万全のようだ。

　そこでフェリマは剣に再び炎を宿らせる。ルナの魔力を体内に蓄えたフェリマは蒸気と炎を使い分ける作業をこなせるほどに魔力に余裕がある。

「冷気が通じないなら他の手で攻める！」

　フェリマとルナは共に魔力を高める。二人の指先は同時に魔方陣を描えがいた。

「炎と浄化の精霊ウスマよ、我に力を！　魔ま法ほう剣けん技ぎ『火炎放射フランベルジエ』！」

「冷酷なる風さむいわよ？！　残酷なる氷嘘じゃないわ！　慟哭すらも凍ホントにさむいてつかせろんだからねっ！――『猛吹雪ブリザード』！」

　二人の魔法で猛り狂くるう灼熱と時間すら凍らせてしまいそうな冷気が生み出された。それはアスティスに直接ぶつかるのではなく、アスティスを包囲するように包つつみ込み、強きよう烈れつな副産物を巻き散らかす。

　それは暴風。

　高熱と冷気の温度差が気流を生み出し、それは渦となって彼を呑のみ込む。冷気の渦なら彼も浴びたことがあるが、この渦はそれとは毛色が違う。

　渦に呑み込まれたアスティスの頬ほおに傷が生まれた。まず一つ、続けて二つ、三つと。

　傷を作っているのは暴風に乗る小石や砂だ。

　フェリマとルナは暴風を生み出す際、先ほどトンネルを掘った時に出た土砂をわざと巻き込んだ。その結果土砂たちは吹き荒れる風に乗って弾丸となり、渦の中にいる彼の体を傷つけ続ける。トンネル工事はアスティスをおびき出すためだけのものではなく、アスティスへの攻撃手段でもあったのだ。

「魔力が低いからって侮あなどるなよ」

　渦に向かってフェリマが吐はき捨すてた。

　フェリマとルナの魔力を合計してもアスティスの魔力には及ばない。

　けれど魔力が戦いの全てではない。様々な要素が重なりあった上で勝敗が決する。

「炎も氷も、その力の神しん髄ずいは熱にあるわ。魔力は及ばないかもしれないけれど、私たちには熱を使うことで生まれる技の多様性があるの」

　ルナが魔力を集中しアスティスを砂塵の中に閉じ込める。このままアスティスの体力を削っていけばいい。

「なるほど」

　渦の中から声がした。

「お前たちの処分はティゴザへ正義を執行する片手間にと思っていたが、どうやら甘あまかったようだ」

　語っている間にも傷を負っているはずなのに、声からは何の焦あせりも感じられない。

　それは人間の形をした得体の知れないものに話しかけられているような不気味さ。

「この身もここからは全力で戦おう」

　宣告。そして青白い光が迸り渦を切り裂いた。

　二人掛かりで生み出した攻撃が内側からあっけなく食い破られる。

　崩壊する渦の中から現れたのは、獰猛に笑う堕ちた騎士。

　膨ぼう大だいな魔力を鎧よろいのように体に纏わせ雄叫びを上げる彼は、フェリマの心にかつてない恐きよう怖ふを植え付けた。

　まだアスティスと碌ろくに剣を合わせていないが、相手の途と方ほうもない恐おそろしさがはっきりと伝わってくるのだ。それは生まれ落ちたばかりの馬の子どもが、見たこともない狼を見てその恐ろしさを本能的に察知して逃にげようとするのに似ていた。

「行くぞ……」

　アスティスが右手に眩いばかりの光を集める。その手が二人へと向けられる。

（雷撃か？）

　フェリマはそう思った。回かい避ひの姿勢をとろうとした。

　刹せつ那な、二人の立っていた地面が爆ぜた。

「ッア!?」

　フェリマとルナは吹ふき飛とばされる。予想しなかった攻撃なので受け身もとれなかった。地面をゴロゴロと転がり、どうにか止まったときには口の中に血の味が広がっていた。

「この身の攻撃を浴びて剣を落とさなかったのは騎士の面めん目もく躍やく如じよといったところか」

　フェリマが顔を持ち上げる。悠然と立つ強大な敵の姿が見える。

「何が……起きた？」

　攻撃が全く見えなかった。そもそもあれは攻撃だったのか。

　疑問を素直に口にすればアスティスは嘲あざけるように手を掲げてみせる。

「お前たちと同じことをしてみせただけだ」

　同じこと、と言われてもフェリマは呑み込めない。

「氷は熱を加えると水になり、更に熱を加えて蒸気となる。熱変化の基本だ。お前たちはこの三つの変化を利用して実に多彩な技を放てる。その技量は称賛ものだろう」

　だが、とアスティスは本題を口にする。

「その三変化の更に先があるのは知らなかったようだな？」

「更に、その先だと？」

　固体、液体、気体。フェリマたちはこの三つを操る。アスティスはその先があると言う。

「超ちよう高こう温おんの熱を加えることで物質は更なる変化を遂げる。生み出されるのは非常に繊せん細さいで不安定、そして力を持った物質状態。この身の『第四状態ルールオーバー』は、その力を操り攻撃する」

「そんな力があったなんて……」

「これ以上の追つい及きゆうはしてくれるな。使うこの身にも未知の部分が多い技であるし、悪を滅ぼすための技という以外には特に説明する必要も無いと思っている」

　不可視の攻撃。相手にするには厄やつ介かいな力。

　フェリマの額を冷ひや汗あせが伝うが、アスティスは二撃目を放とうとはしない。

「お前たちを屠ほふるのはこの技ではない」

　アスティスは手に更なる力を宿す。

「この身の雷撃。新技の『第四状態ルールオーバー』。そして悪魔との契約により得た魔力。この身は今、断罪者として最高の高みにいる」

「悪魔との契約ですって……！」

　フェリマの隣となりでルナが顔を強張らせる。強力な呪じゆ文もんを詠えい唱しよう抜ぬきで放ってくるアスティスに違い和わ感かんを覚えていたのだが、その理由が明らかになった。

　ルナがどうして顔を強張らせていたのか、フェリマには察することができる。

　一つは悪魔と契約した者と戦うことの難しさに。

　もう一つは悪魔と契約したアスティスへの心配だ。契約してあれだけの力を振ふるっているのだから代償が無いはずがない。フェリマはルナが彼の身を心配しているのだと分かった。戦せん闘とう中に相手の心配など可笑しな話かもしれないが、こればかりは理り屈くつではない。

　そんなルナの心配すらもアスティスは意にもかけず魔ま力りよくを昂たかぶらせ続ける。

「そしてこれがお前たちを屠ほふる技、断罪者としてのこの身の集大成――『断罪業火アークブレイド』！」

　アスティスの右手に集まった光が右手の中に吸い込まれ――次の瞬間、アスティスの手から光の柱が伸のびた。光の柱は子どもの身の丈ほどの大きさにまで伸びると形状を平べったいものに変化させ、変化が安定したときにはとある武器の形を模していた。

　剣つるぎだ。

　存在しているだけでバチバチと宙を焼く音がする、超高熱の剣だ。

「……ッ!!」

　魔法剣を使うフェリマにはあの剣の凄すごさが分かる。

　フェリマは剣に魔ま法ほうを付与することで炎えん剣けんを生み出している。だが今のアスティスは、そもそも魔法だけで剣を生み出した。

　彼は悪魔との契約で魔力を得たと言った。けれどいくら魔力を得ようが、魔法で剣を生み出すためには戦闘しながら針の穴に糸を通すような魔ま力りよく制せい御ぎよの技術が求められてくる。悪魔と契約しても素人しろうとが生み出せるような代しろ物ものではない。

　だからアスティスが生み出した魔法の剣は、彼の基本的な能力の高さの表れだ。そんな彼が悪魔と契約してしまった。彼ひ我がの力量の差を思い知らされる。

　そのアスティスは肩慣らしと言わんばかりに右手を振るった。すると彼の手と一体になった『断罪業火アークブレイド』が地面と接触し、地面が剣の軌道に沿って橙だいだい色いろに灼やけ落ちる。

「この剣に打ち合いという概念はない。刀身が触れたものは即時こうなる」

　大電流によって生み出された電気の剣。炎よりも熱く、氷より鋭い。大地も金属も触れたら例外なく溶とかされる。

　今まで見せてきた電撃が他愛もない悪いた戯ずらのように思える高出力。

　一太刀でも浴びればまず助かるまい。

「お前たちの存在が悪だとは言わん。だが悪を守ろうとした。覚かく悟ごは、いいな？」

　橙色の剣を構えてアスティスが突撃してくる。

　その太刀筋は精せい妙みよう、手から伸びる剣は最強。

　フェリマは火か炎えんを放射するが、アスティスが剣で一ひと撫なですると炎が吹き飛ばされた。火力負けというよりそもそも勝負にすらなっていない。

　その間にアスティスが目を見開いてフェリマに迫せまると、発光する斬撃を見舞う。

　フェリマの次の行動はほとんど条件反射だった。剣に炎を溜めると、一気に解放する。爆ばく発はつに近い現象が起き、フェリマは大きく後ろに飛んだ。

「正解だ！」

　アスティスが吼える。

「一度避けたところで二の太刀は防げない！　剣を受けることも掠かすることも許されないなら距きよ離りを取るしかない！　いい判断だぞ騎士！」

　再びフェリマとルナが炎と氷を放つ。遠距離から体力を削り取る魂胆だ。

　だがアスティスの体から放たれる魔力に炎も氷もかき消される。ルナが短く呻うめいた。

「ダメね。攻撃を届かせたいなら近距離から直接たたき込むしかないわ」

「そろそろ炎も打ち止めだ！」

　フェリマは炎を飛ばすことは苦手で、魔力を著しく消費する。先ほどのようにルナと協力して風を起こしたりするのにも限界が見えてきた。

「休むなよ。この身が相手なら、遠距離も安全ではないと言ったはずだ！」

　アスティスが離はなれた位置からフェリマたちに向かって「突つき」を繰り出す。するとその切っ先の延長線上に見えない力が炸裂する。『第四状態ルールオーバー』という力と関係した攻撃が剣を握にぎるフェリマの手に火傷とも裂れつ傷しようともつかぬ傷を刻んだ。

（さっきから次々と！　どんな攻撃なんだ!?）

　雷撃を応用した何かだと言うことは分かる。しかしそれ以上のことはまるで分からないままだ。

「ダメよフェリマ！　理屈を考えるより回避に集中して！　あれは理屈が分かったところで対処できる技わざじゃないわ！」

　少し離れたところからルナの声。ルナは魔力の気配を頼りに攻撃を避さけているようで、どうしても目だけに頼りがちなフェリマよりも傷は浅かった。

　このままでは押おし負けるだろう。

　フェリマは思った。ルナも同様に思ったのか、ここで戦闘の流れを変える一手を打つ。

　ルナの手によって魔ま典てんが取り出される。その色は暗い青色。

「もう一度私が貴方を止めてみせる――『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』！」

　魔力が流し込まれ、魔典が光り輝いた。

　強烈な冷気が辺りを支配し、それはアスティスに向けて「収束」する。

（――駄だ目めだ！）

　フェリマは心中で叫んだ。

（いくら『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』でも、あのアスティスに正面から打ち込むのは効果が薄い！　ルナ様は勝負を急いそぎ過ぎている！）

　案の定と言うべきか。

「二年前と同じ手は通じないと言ったはずだ！」

　空気中の水分を凍てつかせ、巨きよ大だいな氷の棺として敵を閉じ込めるこの技はアスティスの前には最も早はや無力だった。アスティスの体たい躯くから電流が生まれ、纏わりつこうとする氷は破壊される。

「魔力の無む駄だ遣いに過ぎん！　そして今の攻撃で魔力は大幅に削られたはず！」

　アスティスはルナに目を向けるが――ルナの目の光は消えていない。

　いや、ますます輝きを強めているかのように見える。その手にはもう一冊の魔典。

「最初から『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』が破られるのは分かっていたわ。だからこその次の手！」

　魔典に輝きが宿る。これは彼かの女じよが研究を重ねて編み出した切り札。通じなければルナにアスティスを倒たおす術すべは無いが、アスティスがこれを乗り切れなければ終わるのは彼の方だ。

「これが私の本当の切り札――『偽装錬金カリオストロ』！」

　ルナが叫んだ途と端たん、アスティスの周囲で打ち砕かれた氷が一いつ瞬しゆんにして水に変化した。

　何が起こるのか。フェリマとアスティスは理解しかねた表情をする。

　と、




　ゴオオオォォォォォォォォォォォアアアアアッ!!




　アスティスの周囲で強烈な爆発が巻き起こった。ルナの『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』で冷えていた空気があったために上昇気流が巻き起こり、爆炎はそのまま空高くまで打ちあがる。

「なっ!?」

　フェリマは目を見張った。この爆炎がルナの魔法だと言うのか。

　ありえない。ルナの得意とする魔法は氷。それに近い水系統の魔法ならともかく、完全に違ちがう系統である炎をここまでの威い力りよくで呼び出すことはできない。

「……これは錬金術の一種よ」

　役目を終えた魔典を閉じてルナが大きく息を吐き出した。その瞳は燃え盛る紅ぐ蓮れんの柱を映している。

「錬金術だと？　世界中を探しても使い手が数人しかいない奇跡の魔法じゃないか！」

「『偽装錬金カリオストロ』はあくまで私が開発した錬金術の紛い物。その能力は『水に別の液体の性質を付ふ加か』すること」

「別の液体の性質？」

「そう。私の錬金術は水にしか通用せず、その効果も未熟。水を完全に別の液体にするのではなく、水に別の液体の性質を加えるだけ。そして効果がある時間も非常に限られていて、三つ数える間には元の水に戻もどってしまうわ」

　けれど使い方によっては目の前の火柱のように強烈な攻撃になる。

「私は『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』で生み出した氷の水に、油で書いた『偽装錬金カリオストロ』の魔典で油の性質を付加したの。そこにアスティスの剣と雷撃の熱が加わったら引火する。更に『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』で周囲の大気の水分を奪っておいたから火が付きやすい状じよう況きようだったのよ」

　フェリマは火柱を見つめた。

　まだ火勢が衰えていない。いくらアスティスの魔力が膨大でも、あの中で生き残るのは不可能に違いない。それほどまでの威力だったのだ。

　天をも焦がすように立ち上る火柱。空を見上げたルナは涙なみだ声ごえになった。

「ごめんなさいアスティス。この炎でフィーネが待っている天へと昇のぼって……」

　その言葉には言いようのない無念さが満ちていた。

　フェリマはルナから過去の話を聞いている。フィーネとルナの関係も聞いたし、どうやらルナがアスティスに想いを寄せていたことも分かっているつもりだ。

　姉を失い、淡い心を寄せていた相手を二回も殺さなければならなかった――。

　その事実が彼女の心にどれほど深く突き刺さっているだろう。

　フェリマはルナにかけてあげる言葉が見つからなかった。

　せめて、とフェリマは思う。

　せめてこの町がもう少し優やさしい場所であってくれれば。アスティスとフィーネを失ったルナの心に何かの安らぎを与あたえてあげる住民たちがいれば。

　現状では無いものねだりだ。この町の住民にそんな優しさは無い。だからアスティスは暴走したのだ。

　それでもフェリマは願わずにはいられない。そうでなければ町を守った意味が無い。




「――で？」

　二人の背後から声がした。




「あの攻撃でこの身を葬ったつもりか？」




　心臓を鷲掴みにされた心地ここち、というのは今の状態を言うのだろう。

　背後から放たれる殺気にフェリマは鳥肌を立てた。

　慌あわてて振り返ってみれば、そこには何よりも恐れるべき存在たるアスティスの姿。超熱の剣を振り上げた彼かれはまずフェリマを見て、次いでルナへと視線を滑らせる。

　そして彼は剣を突きだした。




「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」




　音の無い空白の時間があった。そしてルナが顔を歪ゆがめて崩くずれ落おちる。

　アスティスの『断罪業火アークブレイド』がルナの背に大きな傷を刻み込んでいた。

　肉の焼ける臭においすらしないあまりに強烈な熱の斬撃。焼くというよりも溶かしたと表現したほうが適切だろう。

「ル、ルナ様！」

　フェリマは剣を構えアスティスに突撃する。接近戦は避けようとしていたフェリマだが、ルナが絶体絶命と見るやいなや無む我が夢む中ちゆうでルナを守ろうとしていた。

　アスティスは特に反撃もせず間合いをとる。

　フェリマは苦しそうに目を瞑つぶるルナを抱だきかかえながら、アスティスを睨にらみつけた。

「あの爆炎でどうやって！」

「この身はお前に一度見せている。瞬間移動の魔法だ」

　爆発の瞬間、彼は瞬間移動を使ってのけたらしい。彼の衣服に焼け焦げが見当たらないことから見ても彼の言葉は真実なのだろう。

　もちろんアスティスも楽々と避けたわけではないはずだ。

　爆発の刹那、フェリマはアスティスの顔に驚きよう愕がくの歪ゆがみを見た。あの魔法を完全に受けていたら倒れ伏ふしていたのはアスティスの方だったはず。

　それでもアスティスはルナの切り札を回避するに至った。そしてルナとフェリマの背後に回り込むことにも成功した。

「できればこの技は使いたくなかったがな……」

　アスティスは無念そうに呟つぶやく。

「お前は騎士だ。そして正々堂々としている。この身もお前には元騎士として真っ向から戦いたかった。思いもよらぬ攻撃に、咄とつ嗟さに悪魔の力を借りてしまったが、この身の力だけで戦うべきだったというのに……」

　フェリマにはアスティスがより一層不気味な存在に見えた。

　戯たわ言ごとではない。恰好をつけているわけでもない。彼は本気で悔くやしがっている。

　住民を塵ちり芥あくたの如く殺していく非情な殺人鬼が正々堂々の勝負にこだわる様子は、相手する身としては笑えないほど歪いびつな光景だった。

　アスティスと視線が合いフェリマはルナを抱く腕うでの力を強くする。怪け我が人にんをつい力強く抱きしめてしまったが、ルナからは反応が返ってこない。

　かなり酷ひどい傷だ。フェリマの気持ちに乱れが生じた。

　ここでアスティスに攻撃を仕し掛かけられたらやられていただろう。ルナは動けないし、フェリマにももう十分な魔力が残されていない。魔力に余裕があり『断罪業火アークブレイド』も健在のアスティスと勝負をしたら結果は見えている。

　ところがアスティスはフェリマを攻撃しなかった。

「騎士よ。そこをどけ。お前だけは助けたい」

　情けを知らぬ殺人狂のような所行を重ねてきた彼の口から意外な言葉が飛び出す。

「お前は町の人間ではない。騎士であるならば悪人でも守らなくてはならないことも理解できる。去れ、若く気け高だかい騎士よ。ティゴザはお前が骨を埋うずめるにはあまりにつまらない場所だ」

「ルナ様を、町を見捨てろというのか……！」

　フェリマは掠れた声を出した。

　アスティスは真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

「どうして悩む必要がある？　よしんばティゴザの住民を守れたとして、連中はお前に感謝などしない。奴やつらは根性から腐っている。それにルナの隷れい属ぞくからも逃れられん。その点この身がルナを殺せばお前は晴れて自由の身だ」

　彼の言うことは正しい。

　損得勘定でいくなら間違いなく飛びつくべき言葉だ。

「フェ、リマ……」

　フェリマの腕から苦しげなルナの声がする。

　彼女の口が弱弱しく言葉を紡つむぐのに先んじて、アスティスが叩たたきつけるように言った。

「妙な小細工はやめろ、ルナ。もしお前がその騎士に『命令』して意志を捻じ曲げた場合はただでは殺さん。この世に存在するあらゆる苦痛を味わわせてやる」

　アスティスの恫喝。熱に浮かされたように、ルナは言葉を吐きだす。

「貴女あなたは……私なんかのために、十分に頑がん張ばってくれたわ……」

　だからもういいの、とルナは言う。フェリマが去ったらどうなるかしっていて、なお。

　フェリマには二つの選せん択たく肢しがある。守るか、逃げるか。

　ここでフェリマがルナを見捨てて逃げるとしてもルナから報復される心配は無い。ルナが何かする前にたちどころにアスティスが始末する。

　ルナが殺され魔法が解けたら王都グレモリスの騎き士し団だん本部に戻り、またいつものような生活が戻ってくるのだ。召めし使つかいとしてではなく一人の騎士として扱あつかわれる日々が。

　逃げるのに何の不自由も不都合もない。そんな状況。

「……ルナ様」

　フェリマは腕の中のルナに告げる。

　目線は絶対にアスティスから外さない。

「ちょっと横になっていてくれ。アスティスは私が止める」

　ルナが、そしてアスティスがその判断に体を震わせた。

「考え直したらどうだ」

　アスティスはどこか憐れん憫びんにも近い感情を瞳の中に躍おどらせる。

「悪人を守り、立てなくてもいい忠義を立て、自ら命を捨てようと言うのか？　念のために言っておくが、一度死んだら二度と生き返ることはない。この身と戦おうとするならば覚悟があるのだろうな？」

「覚悟などとうにできている」

　フェリマはルナを横たえるとその前に立つ。ルナを守るために。

「ただしそれは悪人を守るという覚悟ではない。間違っていることには間違っていると言う覚悟だ。命を見み逃のがしてやるぞと言われても、お前が間違っていることをしている限り退く気は無い」

　フェリマは正義の何たるかを知らない。

　いや、そもそも世界に本当に正義とやらが存在するのかも知らない。

　禁じられた植物バスカを売っていたルナは、ティゴザの民に自分を受け入れてもらい、彼女なりの善政を敷こうとしていた。

　一方で罪を許さないアスティスの気持ちも理解できる。

　それぞれの行動にそれぞれの理由がある。

　フェリマは未熟であるからして、自分の正義を誰だれかに押し付けることはできない。

　だからフェリマは正義を語らない。

　されどフェリマは間違いを許さない。

　たとえ正義は分からなくても、何が間違っているかくらいは分かるから。

　間違った正義によって殺される人のためにも、間違った正義に頼るしかなくなった人のためにも心を痛められるし、それを何とかしたいと思えるから。

　自らの未熟な「騎き士し道どう」が叫さけぶ。

　世の中に蔓延はびこる間違いをなくしたい。

　ルナを死なせたくない。

　アスティスにこれ以上罪を重ねて欲ほしくない。やっている行こう為いが間違いだと気づいてもらいたい。

　そんな小さな衝しよう動どうが集まって大きな衝動となり、フェリマを強敵に立ち向かわせる。

　命を懸ける覚悟などいまさら尋ねられる必要もない。

　フェリマは改めて覚悟した。それはアスティスにも伝わったようだ。

「……退く気は無いか」

　彼の剣けんの切っ先がフェリマへと向く。受けることができない刃やいばだ。

「これ以上の説得はお前の覚悟に水を差すだけだろうな。ならばこの身はお前の覚悟を称賛し、そして全力で倒してやる。それが騎き士したるお前への礼儀というものだ」

　貫くような闘志を浴びて、フェリマはアスティスへと剣を向ける。

　たとえ相手が強くても、客観的に見て勝ち目が無くても、それはフェリマが引き下がる理由にはならない。

　守る、という意志が砕かれない限りフェリマは断じて退くことが無い。

「フェリマ……」

　背後からルナの途切れ途切れの声がする。

「退く気は、無いの……？」

「ああ。ルナ様の想いも私が守る」

　後ろこそ振り向かなかったが、フェリマはルナが弱弱しく微笑んだのを感じた。

「なら……私から貴女あなたへ言葉を贈らせて……」

　ルナが苦しげに喘ぎ、そして力強く言う。

「フェリマ、［全力で戦いなさい］！」

　魔力を込めたルナの言葉がフェリマの頭を駆け巡る。

　全力で戦え――その言葉にフェリマの体が反応した。

　ドクン……ッ！

　フェリマは自分の体の中で何かが切り替わったのを感じた。

（何だ……？）

　心臓からこみ上げてくる強烈な熱が、フェリマの体を内側から熱する。

（力……魔力がこみ上げてくる!?　それも今までの私の魔力とは違った魔力が！）

　フェリマの体に満ち溢れる魔力は本人さえも全く覚えがないものだった。上手に表現できないが、今までの魔力が炎の赤なら今度の魔力は白銀といったところだろうか。どんな詩人がいても言葉に表せないような不思議な感覚がフェリマの中を駆け巡めぐっている。

（妙だ……次にやるべきことが分かる）

　フェリマは呼吸を整えると、まず剣を棄てた。

「なっ!?」

　まさかの行動にアスティスが驚おどろきの声を出だす。対してフェリマの心は冷静だった。

（私の相手は誰だ――アスティス・クリムバーンだ。王都から見捨てられていたティゴザを善くしようと願って来た男だ。一人の女性を必死で愛し続けた男だ。苦しみながらも戦い抜ぬくことができる男だ。騎士としての私に、正々堂々と勝負を望む誇り高き男だ。私の決意に敬意を表してくれた男だッ！）

　フェリマの手に白銀の輝かがやきが満ちる。

　輝きはフェリマの手の中に集まると急激に成長し、一つの武器の形を成す。

　それはフェリマの背丈ほどもあろうかという巨大な白銀の騎き士し剣けん。常に輝きを放ち続ける神々しい武器がフェリマの手に生まれた。




「バカな……」

　アスティスは自分の『断罪業火アークブレイド』に目を落とす。

　フェリマはアスティスと同様に魔法だけで剣を作り出してみせた。それはいい。

　問題はその魔力。フェリマが持つ巨大な騎士剣から発せられる魔力の気配にアスティスは釘くぎ付づけになる。

「その魔力……神聖魔法だと!?」

　それは限られた者しか使えない聖なる魔力と魔法だとアスティスは知っていた。

　そして、アスティスは神聖魔法に関するもう一つの知識を有している。

（この国で神聖魔法の使い手と言えば限られた血統……王族しかいないはず！）

　ティゴザくんだりに派は遣けんされてくるような新米騎士がどうして神聖魔法を使うのか。

　疑問は尽きない。その疑問を突き詰めれば、この国で隠されていた真実が明らかになるのかもしれない。

　だが、アスティスは浮うかび上あがってくる疑問を胸の中に封じた。

　大切なのはこの戦いだ。正義と意志のぶつかり合いだ。

　王族特有の魔法を使ったフェリマの身の上などこの際どうでもいい。そして手加減するつもりもない。

　剣を構えて走ってくる彼女に、アスティスもまた走り出した。神聖魔法を使われたことへの驚きはあったが焦りは無かった。

　時間の流れが遅く感じる。

　彼の目にはフェリマの表情がはっきりと見えた。

　穢けがれを知らぬ騎士の顔。力の差が絶望的なまでにはっきりしている相手に、なおも果敢に突撃する乙女おとめ。

　彼女を見ているとどこか救われた気がする。

　まるで昔の自分に戻れたような安心感がある。彼女の必死さが自分の何かを浄じよう化かしてくれた気がした。

　故ゆえに残念でもある。

　このぶつかり合いで彼女は死ぬからだ。

（この身はもう永くない）

　アスティスは心の中に思う。

（ティゴザに裁きを下し、この身が亡びるその時までしっかりお前の名は覚えておくぞ。勇敢なる騎士、フェリマ・ソーレイン！）

　右手に力を込めた。接触の瞬しゆん間かんに『断罪業火アークブレイド』を振るうために。

　魔力も剣もアスティスの方が上。ぶつかり合えば絶対に自分が勝つ。

「おおおおおおおおおっ!!」

　轟かすは正義の叫び。アスティスは己おのれの勝利を確信して突き進む。




　悪あく魔まはアスティスの帯から戦いの状況を見ていた。

（ダメ！　ダメなのですアスティス！）

　悪魔の心は引き裂かれそうだった。

　アスティスはフェリマとの戦いに全力を注ぐために魔力を膨大に注ぎ込んでいるのだ。本来ならば命を削けずられる痛みで狂ってしまう。それでもアスティスは苦にした様子もなくフェリマへと駆け出していく。

　それはあまりに急激に命を削ったために体にガタが生じているからだ。アスティスの体は最早痛みを痛みと認にん識しきできていない。

　何な故ぜ！　考えるだけで悪魔は狂くるいそうだ。

（どうしてですかアスティス！　目的はティゴザへの復ふく讐しゆうでしょう！　そんな勢いで魔力を使ったら復讐する前に命が尽きてしまうのです！）

　悪魔はアスティスの復讐などどうでもいい。

　悪魔にとって大切なのは復讐のその後だ。

　復讐をやり遂げたアスティスと一いつ緒しよに暮らすこと。それが悪魔の望みだ。

　復讐を終えて空っぽになった彼の心を満たし、彼の少ない残りの時間を精せい一いつ杯ぱい彩いろどるのが悪魔のささやかな望みだったのだ。

（こんな女騎士なんかに全力で戦ったら命が無くなってしまうのです！　そうしたら私とアスティスとの時間が……！）

　許せない。

　悪魔の心が煮えたぎった。

　フェリマ・ソーレイン。何て嫌いやな女なのだろう。

　アスティスの邪じや魔まをして、今だってアスティスの心を独ひとり占じめしている。アスティスの瞳ひとみには現在フェリマしか映っていない。考えるだけで虫むし唾ずが走る。

　その上自分とアスティスとの平穏な時間をも奪うばおうとしている。生かしておきがたい。

　アスティスが突撃する中、悪魔は自分の意志で魔法を使った。

　地面の一部が急速に盛り上がり、鋭するどい槍の形になってフェリマに向かう。

　走っているフェリマは咄嗟に止まれない。自分の心臓めがけて地面から土の槍が生えたのを見た彼女に焦りの色が浮かぶ。

　この攻こう撃げきをアスティスが望まないことを悪魔は分かっていた。アスティスは正々堂々の勝負を望んでいたのだから。

　アスティスは烈火のごとく怒いやるだろう。それでいい。

　怒られている間、アスティスは自分のものだ。そう考えただけで悪魔の心は躍る。

（アスティスは渡わたさないのです）

　槍が女騎士の心臓を抉る光景を想像しながら、悪魔は心の中で残忍に笑った。

　だが次の瞬間、フェリマを貫こうとした土の槍がどこからともなく飛んできた閃光に穿うがたれて破壊された。

（なっ!?）

　悪魔は絶句した。

　今の攻撃はフェリマのものではない。アスティスでもない。ルナのものですらない。

　第三者がこの戦場を盗ぬすみ見ていて干渉したのだ。

（誰なのです？）

　悪魔がその人物を探し当てるよりも早く、走るのを止めなかったフェリマとアスティスが激げき突とつする。




　フェリマは生成した騎士剣を振り上げる。

　両手持ちの大きさだが、フェリマには片手で持ち上げることができた。魔法で作られたこの武器は生成した持ち主には軽くなるようにできている。

（分かる……この剣の力が分かる！）

　彼女の中で鍵をかけていた部分を開け放ったかのように、この騎士剣についての知識がフェリマに流れ込んでくる。力も、効果も、この剣の名前すらも。

　――これならば、きっと……。

　フェリマの心に勇気が燃え上がった。

　彼女は駆かける。アスティスの元へ。

　ただ一直線に、最短距離で、彼の心へ届けとばかりに突き進む。

　決着をつけるために。

　そして、激突の瞬間が訪れた。
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　フェリマは騎士剣を振るった。アスティスも右手を振るい、必殺の斬撃を放った。

　二つの剣はぶつかり合う。

「ッ!?」

　アスティスの口から呼気が漏れた。こんなはずではない、と表情が訴えている。

　アスティスの剣は超高温。どんなものでも溶かしてしまう。だから『断罪業火アークブレイド』には打ち合いという概念が無い。

　しかし現実として、その剣とフェリマの騎士剣はぶつかり、競り合っていた。

「どうしてその剣は壊れない！」

「――この剣は壊れないアンブレイカブル」

　フェリマが静かに告げる。

「絶対に壊せない。少なくともアスティス、貴方には無理だ」

「この身には壊せないだと？　ふざけるな。この身はお前よりも必死に……」

「だからこそだ」

　フェリマは剣に力を込めながらアスティスを見た。

「この剣は私が生み出した魔法の剣。名は『誰も知らなネームレス・い逆襲劇リベリオン』。この剣は相手に対する敬意によって強くなる」

「敬意……だと？」

「ああ」

　グッ、とフェリマが剣を押し込んだ。

「貴方のやったことは確かに惨かった。私は糾きゆう弾だんする。だが、貴方は私が今まで出会った誰よりも気高く優しい人物だった。誰かを助けることや誰かを愛することに誰よりも必死だった。そんな人物を前に、私は敬意を持たずにはいられない！」

　だからこそ！　とフェリマは続ける。

「貴方の剣も、想いも、私が受け止める！　折れることなく真まっ直すぐに！」

　相手に対する敬意を得た剣が更さらに輝きを放つ。アスティスの剣がジリジリと押される。

「ぐおおおおおおおおおおおっ!!」

　苦しげな咆哮。アスティスの腕に膨ぼう大だいな負荷がかかる。

　絶え間なく破城槌を打ち込まれているような圧あつが『断罪業火アークブレイド』にはかかっている。

　それは、それだけフェリマのアスティスに対する敬意が大きいことの表れだ。

「……や、めろ！」

　じりじりと迫りくる白銀の刃を前にアスティスは歯を食いしばる。

「……この身に、敬意を、抱いだくな！」

　その目は恐きよう怖ふに染まっていた。

　だが、フェリマは冷酷に告げる。

「無理な注文だ」

　そして、彼女は全身全霊の力を剣に注いだ。




「はあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　フェリマの『誰も知らなネームレス・い逆襲劇リベリオン』が『断罪業火アークブレイド』を打ち砕く。

　剣の勢いは衰えないままに、白銀の刃はアスティスの体に斬撃を打ち込んだ。

　アスティスは暫しばらくその場に立ち続けると、ゆっくりと仰あお向むけに倒れ落ちる。

　倒れた拍ひよう子しに彼の帯から黒い天てん秤びんが転がり、カランと乾いた音だけがした。




　　　◇




　フェリマは倒れたアスティスに歩み寄った。

　騎士剣はアスティスを斬った後に光の粒子となり、周囲の空気に溶けて消えていった。

　魔ま力りよく切れだ。もう炎ほのおの一発も放てない。

　けれど心配は無い。アスティスは二度と立ち上がることはできないであろうから。

　酷い傷だというのに彼の表情は穏やかなものだった。彼は何かから解き放たれたかのような澄んだ目で、果てしなく広がるティゴザの空を見上げている。

「……この身は間違っていたのだな」

　アスティスは呟いた。

「お前と戦って気が付いた。いや、ようやく受け入れる気になったというべきか」

　アスティスの自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑いが、どこか心を刺さす。

「心のどこかでは分かっていた。こんなことをしてもフィーネは悲しむだけだし、復讐に正義はないと。けれどフィーネを殺した悪をのさばらせておくわけにもいかなかった」

　フェリマはアスティスの独白を受け止める。

「……結局、この身も悪に染まっていた。この身が『断罪』を語るなど思い上がりも甚はなはだしかったのだ」

　アスティスは何か大きな仕事を終えたかのように、ふぅ、と息を吐はく。

「……ルナ。済まなかった」

　荒あれた大地に血を流し続けながら彼は詫わびた。

　少し離れたところで詫びを受けた少女が傷の痛みに耐たえながら頷うなずいていた。

「……騎士よ。大剣の扱い方を学んでおけ」

「……え？」

　いきなり何を言うのか。フェリマの反応は一拍子ほど遅れる。

「……今はまだ分からないだろうが、神聖魔ま法ほうを使える以上、お前には様々な試練が待ち受けているだろう。いずれ窮きゆう地ちに陥った時、大剣の使い方を覚えておけば必ず役に立つ。いいか、使い方だ。実際に大剣を使えるかどうかは問題じゃない」

　アスティスはフェリマへ向けて微かすかに、だが確かに笑えみを向けた。

「この身はこう見えても騎士団では教え上手だった。助言、覚えておいて損は無いぞ？」

　そう嘯うそぶく彼はこの瞬間、復讐鬼ではなく一人の騎士だった。

　勇気ある者を称え、その往ゆく道を祝福する、まぎれもない騎士であった。

「アスティス」

　そこに女の声がした。

　フェリマの知らない声だった。けれどルナとアスティスには心当たりがあるようで、二人の目が同時に見開かれる。

　いつの間にかアスティスの傍かたわらには十八歳さいほどの女性の姿があった。

　亜麻色の髪かみが揺ゆれていた。清流のように透き通った緑色の瞳、優しく色づいた唇くちびる。ハツユキソウを想像させる透き通った声音が、戦せん闘とうの余韻を洗い流していく。

「フィーネ……？」

　アスティスは掠れた声で呟き、首を横に振ふる。

「いや。お前か、悪魔」

　フィーネは既すでに死んでいる。彼女は魔法でフィーネの姿に変身した、悪魔という存在。

　そして悪魔は泣いていた。泣きながら、それでも笑っていた。

　フェリマは悪魔がフィーネの姿で何をしようとしているのか理解できた。

　悪魔はフィーネの姿でアスティスを看取ろうとしているのだ。

　事実、アスティスの呼吸の間隔は短くなってきている。永久の別れへの刻限が迫せまってきているのは明白だった。

　愛した女の腕に抱かれて人生を終える。

　多くの人間を殺したこの男にも、それくらいの幸せは許されていいはずだ。

　しかしアスティスは死にかけの人間とは思えない力で、傍そばに近づくフィーネの姿をした悪魔を突つき飛ばした。

「止めろ！」

　アスティスは叫んだ。その目から一筋の涙が伝って落ちた。

「この身は頭からつま先まで人の血に汚れている！　こんな咎とが人ひとが今更フィーネの腕の中で逝けると思うほど、この身は愚かでもなければ自惚うぬぼれてもいない！」

　そしてアスティスの体が炎に包まれる。

　フェリマは何もしていない。当然ルナも、悪魔もそうだろう。

　おそらくアスティスは残された魔力を使って自分自身を裁いたのだ。

　助けることなどできなかった。それほどまでに衝しよう撃げき的てきだった。

　やがて炎が小さく萎んでいく。

　残された亡骸は、生命の残り香すら感じ取れないほど酷く焼かれていた。

「……そうか」

　フェリマは炭化した肉体を見ながら肩かたを落とした。

「彼は最後まで断罪者としてあり続けようとしたんだな。彼が最後に殺すべき罪人とは、多くの人間を殺した己自身だったんだ」

　冷たい風が吹く中、風に嗚咽が混じった。ルナのものであり、悪魔のものである。

　二人の泣き声を聞きながら、フェリマはアスティスの亡骸に敬礼を捧ささげる。

「アスティス・クリムバーン。貴方の気高さに恥はじぬよう、私は騎士であり続けます」







五章　それから







「ナハトちゃーん♪」

　ナハトが店でくつろいでいると、フェリマが入店してきて信じられないお言葉を。

「抱っこしてもらいに来たよーっ♪」

　相変わらず客のいない店で一人パイプをふかしていたナハトの次なる行動は迅じん速そくだった。

　細身の剣『閃光の木天蓼シルバーヴアイン』をどこからともなく取り出すと、カウンターを飛び越こえて貯蔵庫の扉とびらへ一目散。扉を開けて中から閉じこもる。

　身に着けた全すべての技能をただ逃にげることにつぎ込む。その動きは実に素早い。

　そして普ふ段だんは信じてもいない神に祈るのだ。

『神よ哀あわれなナハトをお救い下さい。神よ哀れなナハトをお救い下さい……』

　すると、扉の向こうからフェリマの声がする。

「……済まない。冗じよう談だんだ。本当は酔よっていない」

　いたたまれない沈ちん黙もくの後、

「ふ　ざ　け　ん　な!!」

　ナハトは顔を真っ赤にして貯蔵庫から飛び出した。

「悪趣味にも程ほどがあるだろうが！」

「少し驚かせてやろうと思ったのだが……」

「その些さ細さいな悪いた戯ずら心がいつか誰かを殺す！」

　ナハトにしてみればアルコールフェリマは記き憶おくから消し去りたい存在。

　甘あまえ声を耳にしただけで、かつて味わった阿鼻叫喚のイチャイチャ地じ獄ごくが脳のう裏りに蘇る。

　いつもはクールなナハトだが、この時ばかりは激げきせずにはいられなかった。

　とりあえず謝罪したフェリマをカウンターの席に座らせ、ナハトはその向かいに立つ。二人にとってはこの位置取りが当たり前になってきている。

「……アスティスの襲しゆう撃げきから十日と数日が経たつ」

　差し出された水割りを口にしてフェリマが切り出した。

　この水割りはノンアルコール。水を水割りしたものである。つまりただの水だ。

「ナハト。改めて言うが、本当に感謝している」

「住民を守ったのは俺おれの勝手だ。お前が気にすることじゃない」

「それもある。しかしもう一つ、お前が私の命を守ってくれたことだ」

　ナハトはピクリと反応した。

「俺が？」

「アスティスとぶつかり合ったあの瞬間、地面から飛び出してきた槍を破壊してくれたのはお前だろう？」

　実は悪魔の魔法でフェリマが殺されそうになっていたあの時、少し離はなれた場所でナハトは戦況を窺うかがっていたのだ。そして真剣勝負への横槍を遠えん距きよ離りから破壊したのである。

　フェリマはナハトの仕業だと（ようやく）見破ることができて得意げだが、当のナハトは妙みように調子が狂ってしまう。

「あ、そっちの話だったのか。俺はてっきり……」

「そっち？　あの時以外にお前が私を救ってくれたことがあるというのか？」

「いやいや。それより騎士団への連れん絡らくはどうなった？」

　ナハトは露ろ骨こつに話題を変えた。フェリマがジト目をナハトに向けるが、ナハトが切り出した話題も確かに大切なので無下にできなかったのだろう。グラスを置いて語る。

「騎士団には被ひ害がいの状じよう況きようと執しつ政せい官かんの要請を出しておいた。さっき返事が来たよ」

　騎士団からの手紙によれば、ティゴザでの事件の衝しよう撃げきはかなり大きかったらしい。

　無理もない。人口の二割が半日の間に死ぬ異常事態。そして行方ゆくえ不ふ明めいとされていた騎士の凶きよう行こう……平和に慣れていた騎士団にとっては寝起きを殴られたような衝撃だったろう。

「ティゴザには王都グレモリスから執政官が派遣されることになった」

　フェリマは淡々と述べる。

「辺へん鄙ぴな町とはいえ事件が大きすぎる。王都も重い腰こしを上げざるをえない」

「本来、こうなることを防ぐために執政官を派遣するんだろうに。事後処理として執政官を送るのは筋すじ違ちがいだな」

「王都はティゴザのような地までいちいち執政官を送りたくないようだ。大した産業も無く、交易や軍事の拠きよ点てんともなりえない地など守る価値も無いし、そもそも執政官が赴ふ任にんを嫌がる。民のためにティゴザに行くことを了承した奇特な人物は、騎士団の中でもかつて一人しかいなかった」

「……アスティス・クリムバーンか」

　ティゴザを滅ぼそうとした男は、かつて一人だけティゴザを守ろうとした男。

　その男をここまで変えてしまったティゴザという地を、これからまともな地へと変えていかなければならない。次にここに赴任する執政官の責任は重大だ。

「そのアスティスについてだが」

　フェリマが腰の剣の柄つかをそっと撫なでた。

「色々と分かったことがある」

「ほう？」

「私も初めからおかしいと思っていたんだ」

　フェリマがあの時の戦いを思い出すように、剣の柄を撫でる。

「彼かれの強さは相当なものだ。私が戦ったときは悪魔との契けい約やくで魔力を底上げしていたようだが、それをしなくてもかなりの実力者だっただろう。そんな逸いつ材ざいをどうしてティゴザに送ったのか。アスティスが執政官に赴おもむくならば他の誰かにやらせればよかったのに」

　そんなの分かり切っている。ナハトは大きく煙けむりを吸い、吐き出した。

「アスティスは正義感の塊のような男だ」

　ナハトはパイプの葉を落とした。

「反面、融通が利かなかった。悪と認識したらどんなものにも噛みついたはず。たとえ政治を動かしている高位の貴族たちが相手でも」

「やはりナハトもそう睨にらんだのか」

「アスティスは高位の貴族たちにとって厄やつ介かいな存在となる。賄賂や懐かい柔じゆう策さくも利かず、相手がどんなに大物だろうが臆おくすることなく糾弾する。探られたくない腹を持つ貴族たちは彼を消してしまいたいと願ったが――」

「無理だろうな」

　フェリマがすぐに断言した。

「戦って思い知らされた。アスティスは並みの暗殺者でどうにかできる強さではない」

「そこでティゴザ行きを持ちかけた。お人よしのアスティスはまんまとそれに乗り、王都から厄介払いされた」

「ところが貴族連中たちにとって予想外の事態が起きた。ティゴザに到とう着ちやくしたアスティスは消息を絶ってしまった。これが貴族たちにとって不安の種だった。彼の足取りが途と絶だえてしまったのだからな」

　ナハトもフェリマの見立てに同意し、言葉を繋げる。

「アスティスがティゴザにいるなら王都の悪い貴族たちは安全だ。ところが彼がティゴザから消えた。彼は死んだのかもしれないが、ひょっとしたら王都に帰っていて、悪事を働いている貴族の館やかたの扉を今にも叩きにくるかもしれない。前者だったらいいが、後者の場合は最悪だ。どこにいるかも分からなくなったアスティスは、結果として連中の悪事に歯止めをかけることになった」

　そして先日。彼の死が王都にもたらされた。

　彼を厄介払いした者たちの耳にも既に入っているころだろう。

「今がチャンスだ。悪事を働いている連中にとっても、私たちにとっても」

　フェリマが力強くカウンターを叩たたいた。グラスの水面に波紋が浮かぶ。

「アスティスが死んだと分かったら今まで息を殺していた連中はこぞって悪事に走り出す。騎士として連中を一いち網もう打だ尽じんにする絶好の機会だ」

「高位の貴族たちを追及する気か」

　ナハトは闇やみ夜よの猫ねこのように目を丸くする。

「お前は正気か？」

「真ま面じ目めに言っているつもりだが」

　ナハトは首をヤレヤレと振る。

「バカだなお前。そんな連中に立ち向かおうとしたら刺客を放たれるぞ」

　ナハトはフェリマを見る。

　彼かの女じよの目には覚かく悟ごの光。危険を分かっていてもなお、彼女はここにいるようだ。

「覚悟の上だ。間違いを正すという名目で私はアスティスを倒たおした。そして王都の一部の貴族たちは不正を働いている。彼の間違いだけを断罪して彼らの間違いから目を背そむけるのは大きな間違いだ」

「お前は事の重大さを分かっていない」

　ナハトが少し身を乗り出す。

「刺客はアスティスみたいに正々堂々と戦ってくれないぞ。闇やみ討うちから人質……あらゆる手段を使ってお前を殺そうとしてくる」

　フェリマは真しん摯しな眼まな差ざしをナハトに送った。

「それでも戦うさ。アスティスならきっとそうしたはずだぞ。これは彼へのいい供養にもなるからな」

　そう宣言したフェリマの顔が、ナハトにはとても眩しく感じられる。

　ちょうどあの時の――フェリマは忘れてしまった最初の出会いの時のように。

「――だが、やはり私だけでは不安でもある」

　と、フェリマが白状する。

「そこでルナ様と一緒に王都に戻もどることにした」

　話によるとフェリマの「隷れい属ぞく」はまだ解かれていないらしい。

　フェリマの『誰も知らなネームレス・い逆襲劇リベリオン』を呼び出すのには「隷属」の状態でないと無理だと分かったためだ。『誰も知らなネームレス・い逆襲劇リベリオン』は、これからフェリマが戦うことになった時に強い威い力りよくを発揮する。彼女は「隷属」状態を気に入ってないが、今はこの状態が望ましい。

　フェリマの神聖魔法についても力が未知数だ。王都に戻れば神聖魔法についての資料があるかもしれない。その時にルナの魔法の知識が必要となってくるのだと言う。

「あの魔ま女じよも同意したのか？」

「ああ。……一刻も早くこの地を旅立ちたがっているよ」

　無理もない、とナハトは思った。ルナはこの地で大切な人をあまりに失い過ぎた。新しい執政官がやってくる今となってはルナがティゴザにとどまり続ける理由は無い。

　おまけにアスティスとの決戦で出来た傷は治りが遅おそい。ルナの精神が弱っていることも影響しているのだと、一度見舞いに行った時に分かった。

　ルナのためにも早めの旅立ちが望まれている。

「お前たちも大変だな。まぁ、頑がん張ばれよ」

　これからフェリマたちに待ち受けていることを思うと、皮肉屋の口からも労いの言葉が出てくる。

　だが、次にフェリマが予想もしないことを言うのだ。

「何を他人事みたいに。ナハトも一緒に行くんだぞ」

「……え？」

　呆けるナハト。フェリマは至極当たり前といった顔をする。

「ナハトの料理の腕うでと戦いの技術は素す晴ばらしいからな。一緒に王都で頑張ろう」

「……この店は？」

「お客なんて私とルナ様くらいしかいないじゃないか。店じまいにはちょうどいい」

「……俺の意志は？」

「あー、そのことなんだが」

　フェリマは懐に手を入れると一本の小こ瓶びんを取り出した。

「さて、これはナハトを素す直なおにする液体だ」

「何だそりゃ。魔女が作った魔法薬か？　そんなもの俺が飲まなければいいだけの話で、」

「いやいや違う。これは私が飲むものだ。そうするとナハトが素直になる」

「一体お前は何を言って――ハッ!?」

　ナハトの唇の血流が目に見えて悪くなった。その目がキョロキョロとせわしなく動いているのは逃げ道みちを必死で探しているためだ。

　彼には分かっているのだ。小瓶に何が入っているのかを。

「私は王都の不正を正す。そのためには妥協をしないし、どんな手だって使ってみせる。さあナハト、素直になってもらおうか。私が誠心誠意頼たのめばきっとナハトも素直になって一緒に来てくれることだろう」

「お、俺をアルコールフェリマの犠ぎ牲せいにする気か……」

「これも正義のためだ。アスティスの正義の心、私が受け継ぐ」

「正義だと！　違う！　誰だれかの犠牲の上に成り立つ、そんなものが正義のはずがない！　アスティスだってそんなことを望んだんじゃないっ！」

　ナハトはフェリマから離れると、手に『閃光の木天蓼シルバーヴアイン』を滑らせる。

「俺が終わらせてやる！　お前の歪ゆがんだ正義も、残ざん酷こくな運命も！」

「愚かな。足掻けば足掻くほど絶望と言う沼はお前を深く呑のみ込むというのに……」

　だが良い目だ、とフェリマが嗤わらう。

「困難に抗おうとする実に小生意気で愛おしい目だ。お前の勇気に敬意を表して私も本気で戦あまえよう。見せてやる――40パーセントの私を」

「何の度数だ！　酒か？　酒なのか!?」

「「…………」」

　そのまま二人は暫く無言で向かい合う。

「……なあナハト、やめないか？　このまま続けても誰も得をしない」

「そうだな。話し合いで終わらせた方がいい気がする」

　やはり平和な方がいい。二人はそれぞれ小瓶と細剣をしまおうとした。が、

　ポロッ。

「あ」

　フェリマの手から小瓶が落ちた。瓶びんは床ゆかに叩きつけられて中身を撒き散らかす。

　酒の匂においが店内に充満した。それはナハトの背筋を冷たくさせた。

　第六感がざわめくのだ。フェリマが一言も喋しやべらなくなったことも、彼の中で大きな不安要素となる。

「……ヒクッ」

　酒の匂いの中にいたフェリマが顔を下げる。だらりと垂れさがった前髪の間から、嫌な予感が満載の声が漏れた。

　もしもこの場に占い師がいてナハトの運命を占ったら、彼の未来を映し出だした水晶玉には金色やら桃もも色いろが映し出されたであろう。普ふ通つうの人から見ればただの明るい色も、ナハトにとっては絶望の色である。

「ま、まさか……匂いだけで!?」

　ナハトは後ずさりする。対してフェリマは足をゆっくりと踏ふみ出す。

　そんな、とナハトは祈るような声を出した。

　彼にも分かっているのだ。この後に待ち受ける残酷な展開が。

　それでも彼は言葉を発した。無む駄だだと分かっていても足掻かずにはいられなかった。

「な、なぁ。聞いてくれフェリマ……」

　ナハトは恐怖で目を見開きながら、必死でフェリマに訴える。

「正直に言うとだな、一緒に行こうって誘ってくれた時、悪い気はしなかったんだ」

「……ふぇへへ」

「お、お前はあの時のことを覚えていないかもしれないけどな。お前が何かを守ろうとする時の目、俺は好きだったんだよ。認めるのも癪しやくだが、一目惚れってやつかもしれない。だからさ、お前を守ることに関してはまったく異存がないんだ」

「……なはとちゃーん……なはとちゃーん……」

「だ、だからその目をやめてくれ！　俺が見惚れたのは凛り々りしい目だ！　誰かを守ろうとする、誇り高き目だ！　そんなトロトロの目じゃない！　嗚あ呼あ、やめろ！　俺を見るな！　見るなぁぁぁんにゃぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　あっという間にナハトは押おし寄せる甘えの津波に呑まれる。細剣が弾みで吹ふき飛とばされて、店内の床に乾いた音を立てて転がった。

「い、隠者の予言は正しかった！　こいつのために多くの者が命をふぎゃー！」

「はむはむはむはむはむ」

　その後、ナハトはフェリマと共についていくことを承諾することになる。

　虚うつろな目で。
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　ティゴザの町から少し離れた小高い丘。その天辺からは町がよく見渡せた。

　今、この場所には粗そ末まつな石碑が立ち、荒れた土の下にはとある騎き士しが眠ねむっている。

　石碑の前では一人の女性が亜麻色の髪を風に流していた。

「アスティス。寝ね心地ごこちはどうです？」

　彼女は石碑の下に眠る者が愛した声で問う。勿もち論ろん答えが返ってくるはずもない。

　彼女は悲しげに瞳を揺らすと、手に持っていたハツユキソウの花を石碑に供えた。

「どうです？　私、可愛かわいいです？」

　彼女は石碑に笑ってみせる。確かに愛らしかったが無理をしているのを隠せずに、見ていてどこか心の痛む笑いだった。

「私の本当の姿じゃないので複雑な気分ですが、それでも褒められて悪い気はしないのです。あ、天使のようだなんてお世辞はやめてほしいのです。私は悪あく魔まですから」

　ツゥ。

　フィーネの姿をした悪魔の頬ほおを一筋の涙なみだが伝った。

「あ、あれっ？　おかしいです。泣かないようにしていたのに、アハハ」

　ワタワタと涙を拭く彼女。本当のフィーネだったらまず見せなかった仕草だ。

「……お返事、ほしいのです」

　彼女は言う。どれほど自分がおかしいことを言っているのかを知っていて、なお。

「一言だけでいいのです。短くていいのです。もう一度声を聞きたいのです」

　そのまま彼女は天を仰いだ。北国の空は、悲しいまでに晴れ渡っている。

「神様でもいいですから、アスティスともう一度お喋りさせてほしいのです」

　されど誰も何も言わない。耳を強い風が撫でるだけ。

　悪魔はなおも空を見上げていたが、神が、世界が何も返さないのでまた石碑を見た。

「私たちが出会ってすぐのこと、アスティスは覚えているです？」

　悪魔の指がそっと石碑を撫でる。指先から命の通わぬ冷たい石の感触が伝わってきた。

「アスティスは私のことを『無む邪じや気き』って言ったのです。あの時私は何も言いませんでしたが、悪魔に向かって『無邪気』は侮蔑の言葉ですからね。私は許すのですが、他の悪魔に言ったら駄だ目めです。そういう意味ではアスティスはデリカシーが無いです」

　悪魔の頭にあったのはアスティスと過ごした日々だった。

　アスティスの怪け我がを治ち療りようする時は難儀した。魔法で治療すればいいのだが、悪魔が魔法を使うとアスティスの命が削けずられる契約になっていた。アスティスの体は満まん身しん創そう痍いで、命を削られる負荷に耐えられるかは分からないので、悪魔が薬草や包帯などの原始的な治療を続けていた。

　悪魔とアスティスはよく星を見上げた。悪魔は星を見上げるアスティスの横顔を見るのが好きだった。

　その顔を見る度に悪魔は、アスティスが空の上にいるフィーネに会いたいのだと思っていた。けれど今になって分かった。彼は空の上にいるフィーネにお別れを告げていたのだろう。アスティスはティゴザの民たみを皆みな殺ごろしにすると決めていた。フィーネと同じところにはいけないとあの時から悟さとっていたのだ。

「じゃあどこに行くというのです」

　悪魔は石碑の前に座り込む。緑色の瞳ひとみからは涙が次々と零こぼれ落おちる。

「アスティスの居場所は地獄にもないのです。アスティスが罪人だらけの地獄に行ったら勝手に罪人を裁いてしまうのです。だから地獄はアスティスを受け入れないのです。天国にも地獄にもいない。私はこの先どこに行けばアスティスと逢えるのです？」

　逢いたいです。

　喉のどの奥おくから絞り出すような言葉が、無粋な風にかき消されていく。

「私……おかしくなっちゃいそうです」

　フィーネの姿の悪魔はその場で俯いていた。冷たい風が吹き付つけても彼女は微動だにしなかった。

　それからどれほどの時が流れただろうか。

　ゆっくりと彼女が顔を上げた。周囲には誰もいなかったが、誰かがいたとしたら彼女の変化に言葉を失っていただろう。

　彼女の瞳にあったのは想い人を失った嘆なげきではない。

　そこに光っていたのは殺意だった。

　地獄の炎よりもなお熱く激しく猛り狂くるう、気き炎えん万ばん丈じようの殺意の業火が燃えていた。

「あのクソ騎士がァ……」

　彼女の奥おく歯ばがギリリとなり、口から怨念が言葉となって漏れだす。

「アスティスをあそこまで苦しめたクズたちに肩かた入いれして、命を削ってまで成し遂げようとしたアスティスの復ふく讐しゆうを邪じや魔まして、挙句の果てにアスティスを殺して……ッ！　それでいて『敬意』だなんてふざけんじゃねぇぞ売女ばいたがぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　彼女は立ち上がると天に向けて絶ぜつ叫きようを上げた。

　その瞬しゆん間かん、あれだけ強く吹いていた風が凪いだ。まるで彼女を恐おそれているかのように。

「『間違いは許さない』だって？　あぁそうだ間違いは許されることじゃねぇよなァァ！　アスティスが死んで、テメェみたいなヤツな奴やつが生き残っているこの現状は間違いだから改善されなきゃならないよなぁぁぁぁぁ！」

　彼女の肩甲骨の当たりから黒い光が迸る。

　現れたのは――大きな黒い翼。フィーネの姿の悪魔の背に、大きな二枚の黒い翼が生えて宙を力強く打つ。彼女の瞳の色が変わっていく。優やさしい緑から、攻こう撃げき的な紅あかに。

「ブッ殺してやる……」

　彼女は自分の体を抱だきしめながら低く殺意を口にする。

「優しくて哀しいアスティスを殺しておいてのうのうと生きているようなクソ騎士はこの手でギッタギタに引き裂いてやる……。いーや、ただ殺すだけじゃ飽き足らないなァ。奴の知り合いからネチネチと苦しめ殺してやる。あのクソ騎士の存在が、奴の関係者を死に至らしめていると自覚させてやる。その存在を他人が、そして自分自身が呪のろうように追い込んでやる。奴のために多くの者が命を落とすことになるなァァァハハハハハハァ！」

　受け継がれるのは、決して正の感情だけではない。

　アスティスから復讐の愉ゆ悦えつを引き継いだ悪魔は、悪として覚かく醒せいする。

「精せい一いつ杯ぱい……精一杯頑がん張ばってテメェを嬲なぶり殺してやるよフェリマ・ソーレイン!!」

　全ての事象は繰くり返かえす。復讐もまた運命の螺ら旋せんに組み込まれる。

　フェリマの知らないところで新たなる復讐劇が幕を開ける。
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　さて、ナハトを抹むにゆ殺むにゆしたフェリマは館に戻った。

「遅かったわね」

　館に入るとルナが呼びかけてくる。

　アスティスとの戦いは彼女の一言が勝利のきっかけになった。だが、ルナによるとあの命令はフェリマに普段抑制している筋力の全てを出し尽つくさせるためのもので、まさかあんな魔法を繰り出すとは思っていなかったのだと言う。

「ナハトとは話ができたの？」

「ああ。渋られたけれども何とか王都について行ってくれそうだ」

　ちなみに『ついて行ってやらんこともないが、酒は飲むなよ！　絶対に飲むなよ！』という発言が彼からあったのだが、これは何かのフリなのだろうか。

「良かったわ。じゃあ館の片づけの続きをして頂ちよう戴だい」

　フェリマとルナは近日中にティゴザを去る。

　そのため館を引き払はらう準備をしている。この館は次の執政官が使えばいいので、家具や調度品などは残しておく方針だ。幾いくつか王都に持っていく荷物があるが、騎き士し団だん員いんであるフェリマは力仕事も難なくこなせる。

　そしてルナの部屋の片づけに着手した時のことだ。

「ルナ様。大丈夫か？」

　作業の途中でふとフェリマはルナに呼びかける。

　アスティスの死後、ルナはいつにも増して物思いにふけることが多くなった。

　今も魔ま典てんの整理をしているが、心ここにあらずという具合だ。

　フェリマの呼びかけにルナは顔を向ける。少し物憂げな表情があった。

「……ちょっと、ね。まだアスティスが死んだことが信じられないの」

　ルナは手にしていた魔典を机の上に無造作に投げ出す。

「二年前も今回も私が殺そうとしていたはずなのに、おかしいわね」

　まだ傷も完治していないルナは気丈にも笑う。強がっているのは見え見えだった。傷は魔法でどうにか痛みを抑えている程度だし、何より心に傷を負っている。

「……ルナ様はアスティスのことが好きだったんだな？」

　ルナは身体を強張らせ、それからゆっくりと肩の力を抜ぬいた。

「そうね……アスティスが女だったら押し倒していた程度には好きだったわ」

「…………」

　フェリマはゲンナリする。消沈していてもルナの変態淑女振りは健在である。

「私は魔ま力りよくの高さ故ゆえに周囲から距離を置かれていた。だけどアスティスだけは私に何の遠慮もなく接してくれたの。気味悪がったり、怖がったり、腫れ物に触るようにしなかった人が私にとっては新しん鮮せんで嬉うれしかった」

　ルナはそっと自分の胸に手を当てた。

「ティゴザでアスティスはフィーネと恋に落ちた。正直、心から祝福できない自分がいた。そんな自分がたまらなく嫌きらいだった。だけどフィーネもアスティスも相変わらず私を可愛がってくれたし、私たち三人は家族のような存在になれた」

　ルナの首が力なく垂れる。

「その家族ももういない。アスティスもフィーネも私の前から消えていった。新しい執政官が来る今、この町に私の居場所はない」

「見つければいい」

　フェリマは言う。

「ここで駄目なら王都で、王都がだめなら他の場所で。世界は広いんだ。私と一いつ緒しよに見つけに行こう」

「……そうね」

　ルナは無理にも明るい声を出す。

「とりあえず今の私の居場所は、そのけしからん胸の中に決定ね！　さあフェリマ、私の可愛いお人形さん。［私を思い切り抱きし……」

　その言葉が終わらない内に、フェリマはルナを抱きしめた。

　豊満な胸の中にルナの顔が埋まる。ルナが狼狽うろたえた声を上げた。

「別に『隷属』の力を使うまでも無い」

　フェリマは優しく呟つぶやいた。

「抱きしめて泣き顔を隠かくすことくらいできる。せめて今くらい思いっきり泣いていいよ。……私の御主人様」

　ルナは固まって動かなかった。

　だが、しばらくすると嗚咽が漏れ始める。

　嗚咽はやがて大きな泣き声に変わり、フェリマは黙だまってルナを抱きしめ続けた。
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エピローグ







　王都グレモリスはボトキア王国の中心部に位置し、王宮はグレモリスの中心にある。つまり、王宮こそがボトキア王国の中心なのだ。

　この国の中心として恥ずかしくないほど荘厳な造りの王宮。その最奥の一室、格調高い内装の部屋に悩ましげなため息が広がった。

　部屋の中には紫色のドレスに身を包つつんだ美女。肉感的な体を長なが椅い子すに預け、厚ぼったくも艶つやっぽい口から愁うれいの言葉を吐はき出している。歳としは十八といったところだろう。

「……私は、不安で仕方がないのですわ」

　美女は、目の前で立っている男にそう切り出す。

「白状しましょう。私は暗殺を恐れているのです。こうしている間にも暗殺者がこの部屋にやってくるかもしれない。例えば目の前にいる貴方あなたは実は暗殺者の変装かもしれない。ねぇ、レオリム・ランパレル騎士団長。貴方は貴方であることを証明できますの？」

　その問いを受けた男……レオリムは肩を竦めてみせる。

「王宮の侍女、およそ百と二十人。僕ぼくはその中で誰が遊び好きかをご説明できます」

「ああ、レオリム！　貴方はやはりレオリムですわ」

　美女はニッコリと笑った。「騎士団の団長でありながら王宮侍女たちの顰ひそみ話ばなしにも通じ、それをボトキア王国第一王女たる私の前で披露しようとする勇気。貴方こそレオリム！」

「次期王位継承者、ベルナリーナ・デゥ・ボートキアン様のお部屋に入ることを許されたばかりでなく、お口より名前を呼んでいただけるとは光栄の極み」

　レオリムは恭しく頭を下げる。完璧な仕草なのだが、油断のならない気配を身に纏まとう。

　そしてそれは美女……ベルナリーナ第一王女も同じ。その笑えみは柔らかなものでありつつも、相対した者が気け圧おされてしまう妙な迫はく力りよくを秘めていた。

「……さて、今日は私に用があって来たというお話でしたね？」

　仕切り直しとばかりにベルナリーナが話を促す。レオリムは大きく頷うなずいた。

「先日、ティゴザでの任務を終えて帰国する騎士団員フェリマ・ソーレインの件で。彼女の次の任務については、この僕にお任せいただきたいのですが」

「あら？　私の記き憶おく違ちがいでなければ、騎士団については貴方に全て任されているはず」

「そうなのですが、ちょっとした噂うわさを聞いたもので。何でも王宮が僕に内密に彼女へ極秘の任務を与えようとしているとか。それも、熟練の騎士でも手を焼く危険任務を。まあ、単なる噂だとは思いますが」

　レオリムは笑う。その笑みを真正面から見るベルナリーナには、彼の目が笑っていないことが一目で分かった。そしてベルナリーナも嫣然と微笑ほほえみ返す。

「単なる噂でしょう。ただ、報告書によればフェリマという騎士は、あのアスティスを打ち破った手て練だれとか。そんな彼女なら危険な任務も見事にこなすのではないかしら？」

「僕に内密にされると、いざというとき僕が助けにいけないので非常に困るのですがね」

「あらレオリム、声の調子が怖こわいわ。これはあくまで噂ですわよ？」

「これは失礼を。あくまで噂好きの騎士の世迷言と捉えていただければ」

　部屋に笑いが広がる。言葉の応酬の間、二人は笑みを絶やさない。

　そしてベルナリーナがレオリムの日ひ頃ごろの活かつ躍やくへのねぎらいの言葉をかけ、レオリムが作法に則って部屋を退出するまで、両名の表情は最後まで穏やかそのものだった。
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　もう一人、この部屋には男が潜んでいた。歳のほどは三十程度。

　調度品の裏に。息を殺しひっそりと。たとえこの男を刃はで刺さしても、男はうめき声一つ上げなかっただろう。それほどまでに彼の気配の殺し方には「達人」の空気があった。

「出てきてくださいな」

　たった今、レオリムが退出していったドアを見ながらベルナリーナが呼びかけた。男は彼女の前へと歩き出で、傅く。男の身に纏う漆しつ黒こくの鎧よろいが微かすかに音を立てた。

「話は聞いていましたね？」

　男は頭を下げたまま、くぐもった声でベルナリーナの問いに答える。

「はっ。しかし、フェリマ・ソーレインへの工作が騎士団長に漏れていたとは。『王の影』を率いる身としては、姫殿下に弁明する言葉もございません」

「漏れているかどうかは分かりませんわ。探りを入れるため、カマをかけただけかもしれません。何せあの騎士団長は油断のならない人ですから。ああ、不安ですわね」

　お戯れを、と男は心の中で思った。

　ベルナリーナ・デゥ・ボートキアン第一王女。この国で彼女以上に油断のならない人間などいるはずがない。

　ボトキアの王位継承権は男子優先だが、王族の男子たちは王位争いのために次々と消えていった。男子が一掃されて、第一王女へと王位継承権が回ってきたのだ。

　それでも国王が新しい男子をもうければ王権はその子に移るのだが、それは最も早はやありえない。ベルナリーナの父である国王は、たまたま食事に紛れ込んでいた毒によって廃人と化した。国の混乱を避さけるために発表は伏せられ、この国の政治は王の名を借りてベルナリーナが動かしている。

　意外なことに、彼女の治世は上う手まく回っている。

　それはベルナリーナの行動原理に起因していた。

　彼女は常に「不安」を心に抱いている。何か問題が起きるのではないかと考え、それを潰つぶすためにありとあらゆる手段を事前に講じる。政治にしても、民が反乱を起こす可能性を憂うれえた彼女は、民の悩なやみや怒いかりを上手に掬い上げて対応することで、民に不満が溜まらぬようにした。

　そこまでだったら問題はないだろう。ただし、不安に対するベルナリーナの「対処」は強烈そのものだった。

　自分を脅かす可能性があれば、たとえどんなに微弱なものでも叩き潰す。

　この部屋だってそうだ。この部屋には暗殺者対策に様々な仕し掛かけが施ほどこしてある。仕掛けを作った技師たちは『王の影』によって殺された。秘密を知る人間がいては困るからだ。かく言う男も、この部屋の仕掛けの全すべては知らない。

　ところがベルナリーナは『王の影』の暗殺を不十分とした。技師たちの家族まで殺さなくては不安であるのだという。かくして彼女の言葉通り、その家族たちも暗殺された。

　明らかに過か剰じような防衛意識だった。家族を殺したことではない。そもそも部屋に仕掛けを施すことそのものが過剰なのだ。

　彼女が操あやつる神聖魔ま法ほう『絶対領域サンクチユアリ』があれば、その他の防御の全てが余計。その神聖魔法は無敵。陰惨で残ざん虐ぎやく。思わず息が漏もれるほど鬼畜。そして神々しいまでに完成されていて素晴らしい。

　そう、王とは畏い怖ふの対象だ。男はそう感じていた。

　この国の頂点に立つならばそこまで徹底していたほうがいい。彼女こそ王の器。

　だからこそフェリマ・ソーレインは殺される運命にある。

　ベルナリーナは、自分を脅かす存在は許さないのだから。

「ご存じだとは思いますが……」

　ベルナリーナは目を細めて、語る。

「王位を継ぐための条件とは実に単純。それは、神聖魔法を扱あつかえる者であることです。つまり、神聖魔法の使い手は私の王位継承を脅かす存在……」

「フェリマ・ソーレイン。いえ、フェリミネア・デゥ・ボートキアン第二王女。国王様に疎まれて排斥され……」

　男の表情が一いつ瞬しゆんだけ歪ゆがむ。

「……我ら『王の影』が仕損じたお方です」

　男の脳のう裏りに燃える館がよみがえる。思い出すだけでも苦々しい記き憶おく。

　フェリミネアの生存が明らかになったとき、『王の影』への衝しよう撃げきは大変なものであった。国王には暗殺したと報告している。この失態が国王の耳に入れば全員の処分は免れない。

　そんな中、救いの手を差し伸べた者がいた。それがベルナリーナだった。

　彼女は言った。『私が貴方たちを救ってあげましょう。お父様のお食事に少々の細工をして下さいな。そして私に忠誠を誓ちかい、私のために働いて下さるかしら。そうすれば貴方たちを守ってあげましょう……』

　そして『王の影』はその申し出を受け入れた。以来、彼かれらはベルナリーナのための暗殺騎士団となり、これからも彼女のために働き続ける。

「今度こそ第二王女は葬りましょう。全ては姫殿下のために」

「その忠誠、ありがたく思いますわ。けれど気を付けて。どうしてあの娘むすめがソーレインを名乗っていられるかを考えてもらいたいのです」

　確かに。妙みようなことだ。

　実のところフェリミネアの生存が発覚したのは、彼女がソーレインの姓を名乗りだしたためだった。折角身を隠していたのに、どうして素す性じようを明らかにしたのか。

　男はその答えを持ち合わせていた。

「レオリム・ランパレル騎士団長ですな」

「そう。この国最強の騎士レオリム。あの人がフェリマを守っている限り、おいそれと手出しはできないでしょう」

　そう。フェリマ・ソーレインが元の名前を名乗ったのは、レオリムという庇護者がいるからだ。彼が彼女を守る限り、どんな者も手出しはできない。

「『王の影』としましても、騎士団長と正面切って戦うつもりはありません。彼の目の届かぬところでひっそりと暗殺……。これが影の役目」

「あの人がいない時でも油断は禁物ですよ」

　指を唇くちびるに軽く当てたベルナリーナが含ふくみ笑いをする。

「私の妹、フェリミネア。あの娘はまだ自分の素性もレオリムがその身を気にかける真の理由も知らず、当然神聖魔法もきちんと使いこなせていないでしょう。けれどあの娘は油断できません。何か強い運命を持っているのですから」

「と、言いますと？」

「あの娘に出た予言ですわ。『彼かの女じよのために多くの者が命を落とす』……お父様はこの予言を、あの娘が原因で多くの人間が死ぬ、という意味だと捉えました。けれど私の見立ては別。そして私の見立てが正しければ、あの娘と私の進む道はいつかぶつかり合う。そこに共存はありえません。あの娘か私、どちらかが砕くだけ散る……」

　そこまで言い終えたベルナリーナは息をつくと、ねぇ、と男へ妖よう艶えんな瞳を向けた。

　男の背筋に冷たいものが伝う。

　ベルナリーナの瞳に光る光に、男は見覚えがあった。

　それはあの日のこと。ベルナリーナが国王への工作を命じたあの時の光。

　そして彼女は甘美な毒薬ことばを口から吐く。

「私の目指す不安の少ない世界のために、協力してくれるかしら」

　甘あまい声、優しい笑え顔がお。しかし男は確かに彼女の声なき言葉を聴いた。




　――失敗したらどうなるか、分かっているでしょう？
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　男は部屋を退出すると、人目を避けながら歩く。

　冷ひや汗あせはまだ残っていたが、心の中では熱いものが燃えていた。

　ベルナリーナには脅おどし含みの命令を出されたが、元より『王の影』はベルナリーナへの忠誠が厚い。脅されずとも、命をなげうって任務を遂行する覚かく悟ごはある。

　まして今度の獲え物ものは因縁の相手。標的の絶対殺害を誇ほこってきた『王の影』だからこそ、今度の獲物は確実に狩る。『王の影』が二度も仕損じるなどあってはならないのだ。

　幸いにもフェリマは『王の影』の存在を知らない。そして存在を知らぬ者に『王の影』の暗殺は防げない。手練れが行う計画的な暗殺というのはそういうものだ。

「……待てよ？」

　そこまで考えて、男ははたと立ち止まる。

　一人、『王の影』の存在を知っている者がいる。

　そいつは任務の最中に死んだことになっている。だが、そいつこそ『王の影』を裏切った不届き者。仲間の目を欺きフェリミネアを逃がした張本人。

　フェリミネアの死体を確かく認にんしていたかったために今回の状じよう況きようになった。そして男は、その裏切り者の死体もこの目で確認したわけではない。

　奴が生きているとしたら？

　そして再びフェリミネア……フェリマ・ソーレインを守ろうとしているとしたら？

　男の思考はそこまで行き着いた。そして男は唇をゆがめて笑う。

「姫殿下に倣い、不安がろうか。そして手を打たせてもらおうか」

　裏切り者の生存は、男にとっては驚おどろきでも脅きよう威いでもない。

　むしろ好機だった。『王の影かげ』の誇りを踏みにじった二人に一気にお礼参りできる。

　頭の中は激しく回転し、暗殺計画が練り上げられていく。レオリムがフェリマにどんな任務を申し渡そうが、それに乗じて確実に始末する。

「姫殿下より授かりし任務に私情を挟むのは畏おそれ多いが……こちらの因縁にもケリをつけようか」

　男の目がカミソリのように切れ味鋭するどい銀光を宿す。

「……黒くろ猫ねこ。今度ばかりはお前でも守りきれんぞ」

　黒猫。細剣と毒を扱う裏切り者の、組織での通り名。

　王宮の中で、どす黒い感情が言葉となって空気に溶とけていく。




「さあ、狩かりを始めよう」







あとがき







　……はじめまして！　本書を手に取っていただきありがとうございます。第七回ＨＪ文庫大賞にてデビューさせていただいた草くさ木きうしみつと申します。

　ここで出会えたのも何かのご縁あってのこと。名前を憶えていただくために、軽く自己紹介ついでのエピソードでも話させてもらいますね。

　思い返すは二月の頃。私が大賞に応募した作品が二作とも通過していることを知り、目が飛び出さんばかりに驚おどろきました。

　そして眼科に行けば眼病だと診断されました。角かく膜まくが飛び出しているというのです。

　やはり私が「目が飛び出さんばかりに」驚いたのがいけなかったのでしょうか。もっと別の驚き方を……例えば「腰が抜けた」という驚き方をしていれば私の目は無事だったのではないでしょうか。でも、それだと腰が深刻な被害を受けていたかもしれませんね。

　そんなわけで私は暴ぼう走そうする左目（の角膜）を封じ込めるため、封印の屈折鏡ハードコンタクトを装着することになりました。

　この封印の呪じゆ具ぐは使用者に強きよう烈れつな呪いをもたらします。異い物ぶつ感かんが強く、風が目に当たる度に私は左目を押さえて「くっ……左目が疼く！」「目が！　私の目がァ！」などとやっておりました。我ながらバカとしか言いようがない。

　しかし封印を解いてはならないのです。封印を解けば、我が暴走せし左目は世界を歪ゆがめてしまいます（視界的な意味で）。

　私はまだ寒風吹き荒れる中、目の痛みに耐たえて日々を過ごしていました。

　するとどうでしょう！　私の左目に赤い文もん様ようが！

　そうです！　私はついにギアスに目覚めたのです！　自分を、世界さえも変えてしまえそうな！

　ちなみにお医者様からは「目が充じゆう血けつしてますね。ハード初心者にはよくあることです。目薬を処しよ方ほうしておきましょう」とお言葉をいただきました。お世話になっております。

　お医者様の診断によればどうやら私の左目にギアスは宿っていない模様。もしかしたら別の何かかもしれませんね。霊が視えたり、証人がウソの証言をするときにあらわれる癖が見抜けたり、はたまた相手の本質を読み取れたり。私はこれをソウルリーダーと名付ｋ

　……そんなこんなな私の左目ですが、コンタクトにしたことで良かったこともあります。

　まず視界が良りよう好こうになりました。素す晴ばらしい。見エル……ミエルゾ……クケケケケ……。

　あと肩こりと冷え性が治りました。

　え、プラシーボ？　何それ美味しいの？

　残念ながら現在私を悩ませている難なん病びよう『先天性誤字脱字量産症候群』への効果は確認できませんが、これは先天性だから……はい、嘘うそです。申し訳ないです。私の不注意です。

　視界も良好になったことだし、誤字脱字を減らさないといけませんよね！







　それでは謝しや辞じの方に移らせていただきます。

　実のところ謝辞を書くのは私のささやかな夢でもありました。それが実現した今、私の指先は感動に打ち震え、まともに文字も打てぬ状況です。

　つまりこの状況で誤字脱字が生まれても私の責任では……私が悪いですよねやっぱり。

　担当のＮ様。胸の中は感謝と謝罪の言葉でいっぱいで、うまく表現できません。本作はＮ様のお力添え無しには完成しませんでした。本当にありがとうございます。

　とにかく助けて下さりありがとうございます。重ねて御礼申し上げます！

　イラストレーターの鉄てつ豚ぶた先生。登場人物の描写が少ないのに、わずかな情報を頼りに私の想像以上のクオリティでキャラクターに命を吹き込んでくれたこと、本当にありがとうございます。朽木に仏を彫れる職人とはまさに鉄豚先生のことを言うのでしょう。

　イラストラフのアルコールフェリマを見た時の破壊力は忘れません。もしかして我々は凄まじい絵師そんざいを呼び覚ましてしまったのかもしれない……。

　ＨＪ文庫大賞に関わった多くの皆様、銀賞の名めい誉よを授さずけて下さった編集部の皆様にも心よりの感謝を述べさせていただきます。恩返しできるよう精一杯頑張りたいと思います。

　授賞式にご参加下さった皆様、声をかけて下さった皆様。私はまだ半人前ですが、皆様に認めていただけるよう精しよう進じんしたいと思います。私が愛読していた作品の作家先生が「君の応募原稿を見たよ」と言って下さるのは非常に光栄でした。

　同期受賞者の皆様。授賞式ではお世話になりました。今後の皆様の益々のご躍やく進しんを祈らせていただきたいと思います。

　日頃お世話になっております私の家族、友人、先生、生徒の皆さん。これからお世話になる皆様に尽きぬ感謝を。

　最後にとても大切な。

　この本に興きよう味みを持って下さり、手に取って下さり、この頁を見て下さっている皆様。

　本当にありがとうございます！

　精一杯頑張るので、どうぞよろしくお願いします。




草木うしみつ
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

草木うしみつ先生／鉄豚先生
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